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    00◆門部


    



    　時間の猶ゆう予よは、わずかもなかった。


    　道ばたをひとりで歩く男子小学生に向け、一トン近い鉄の塊かたまりが背後から迫っていた。


    　軽自動車がハンドル操作を誤り、そのうえブレーキすら踏まなかったのだ。


    　足元に落とした何かを拾おうとでもしているのか、運転手は、ステアリング・ホイールに右手を添えたままダッシュボードの下にかがみ込んでいる。半秒後には、少年はボンネットに叩たたき付けられ、フロントガラスを割って宙に舞うだろう。


    　だから咄とつ嗟さに手をかざし──、


    　虚こ空くうから呼び出した黒い直方体で、小さなランドセル姿を包み込んだ。


    　激突は一瞬だった。


    　陰影のまったくない漆しつ黒こくのその箱は、車両の突進を正面から受けて弾はじき飛ばされ、民家のブロック塀で一度跳ね返ってから路上に転がった。


    　暴走していた軽自動車は路ろ肩かたの溝に前輪を落とし、火花を散らしながら電柱へとめり込んだ。バンパーとボンネットは大きく潰つぶれてしまったので、その直前に何かに衝突し、鋭角な凹へこみができていたことを判別するのは難しいはずだ。


    　直方体はすぐに弾け、消え失うせた。


    　眼鏡めがねをかけた少年が、その内部に包みこまれた瞬間のポーズのまま──そしてなおかつ、ランドセルを下にした仰あお向むけの状態で──そこに現れ、ぺたりと地面に落ちる。


    　クッションとなったランドセルに挿していた縦笛が、ころりと路上に転がっただけで、少年には傷一つない。


    　なにしろ激突の瞬間──少年の時間は凍り付いていたのだから。


    　きょとんとした顔で身を起こし、何が起きたのかと周りを見渡す小柄な影を尻目に、一部始終を目撃していた驚きの顔が、付近の窓にひとつも無いことをもう一度チェックする。


    　停時フィールド──包み込んだ空間の時の流れを静止させるこのテクノロジーを、一般人に目撃されるのは御ご法はつ度となのだ。


    　エアバッグに満たされた運転席から這はい出てきた中年女性が、ようやく少年を見つけ、あわてふためきながら駆かけ寄っていく。


    　少年を守った黒い箱を、彼女は一瞬たりとも目にしてはいまい。もし見ていたとしても、何が起きたのかを証言してくれる第三者もいないだろう。人通りのない裏道なのが幸いだった。


    　いや──。


    　目撃者は、すぐそばにいた。


    　振り向いたそこに、ジャージ姿で黒髪の少女が、夕日を背負って立っていたのだ。


    　しかし彼女は、正体を隠さねばならない一般人の枠には入っていない。まだ幼さの残る年若い少女とはいえ、同じ命令系統に属する同僚であり、後輩なのだ。


    「招集。訓練はキャンセル。ツーマンセルで出動」


    　少女は、淡々とそう告げた。


    　目の前で繰り広げられた奇き蹟せきなど、まるで見ていなかったかのような冷たい声。


    　急な任務が入ることなど当たり前なのに、訝いぶかしまざるを得なかった。同僚とはいえ、彼女はまだサポート役の後衛バツクアツプしか任せられていない見習いの新人にすぎない。上からの任務通達は本来、チームリーダーであり前衛を務める自分のところに来るはずである。


    　疑問への答えは、すぐにもたらされた。


    　感情の読めない暗い目でこちらを見み据すえたまま、十六歳の新人はこう続けたのだ。


    「今夜の鬼狩り、私が前衛。バックアップ、頼みます──」


    　──百もも刈かり先輩、と、少女はこちらの名で言葉を結んだ。


    



    　　　◇　　◇　　◇


    



    　百刈圭けいは、夜の町が嫌いだ。


    　闇やみに佇たたずむ建物の列も、電柱に灯ともる街灯にも、いつも怖おぞ気けを覚える。


    　なかでも最悪なのは、明かりの落ちた学習塾と、煌こう々こうと夜道を照らすコンビニの照明だ。


    　その二つを目にすると必ず、突き刺さるような胸の痛みとともに、吐き気がやってくる。


    　それは嫌けん悪おというより、恐怖に近い。夜の町が怖いのだ。


    　そして怖いと言うならば、圭は、その二つを上回るほど──、


    　──民家の玄関扉とびらが、怖い。


    　もちろん圭は、その理由を嫌というほど知り尽くしている。


    　十二年前。小学五年生の秋。その扉の向こうで、圭は家族の死に直面したのだ。


    　塾からようやく帰り着いた玄関口で、明かりのまったく灯らぬ自宅に覚えた、あの違和感。


    　鍵かぎが開きっぱなしになっていた玄関扉。


    　廊下に点々と残る血けつ痕こん。


    　震える手でようやくスイッチを入れたリビングの蛍光灯が照らす、四つの物体。


    　転がり積み重なる、かつては両親と祖父と、一歳半の弟だったもの──。


    　瞼まぶたの裏に、こそげ落としようもない強さで焼き付く、赤と赤と赤で彩いろどられた死の集積。


    　圭は、間に合わなかった。


    　百刈家を吹き抜けていった暴力の嵐あらしに、彼は乗り遅れてしまったのだ。


    　あの夜、コンビニに寄り道して時間を潰つぶしてさえいなければ、きっと圭は、一家の終しゆう焉えんに間に合っていたはずだった。


    　心の奥に居座る嫌けん悪お感かんと恐怖の正体は、そんな後悔から絞り出され煮に凝こごった、自分自身への憎ぞう悪おなのだと、今の彼にはわかっている。


    　なぜ、すぐさま家に帰らなかったのか。なぜ夜道を急がなかったのか。なぜ寄り道をしてしまったのか。自分が急いでさえいれば、ドアの向こうにあったのは幸せな家族の団だん欒らんだったのではという、錆さび付いた『もし』の刃やいばが、圭けいの心に深く突き刺さったままなのだ。


    　もちろん、間に合っていたなら、きっと圭自身も死んでいただろう。


    　家族と同じように、もの言わぬ肉の塊かたまりになっていただろう。


    　でも、救えたかもしれないではないか。助けられたかもしれないし、防げたかも。


    　でなければ──逃がすことができたかも。


    　過去というものが文字どおり、過ぎ去って二度と戻れない場所を意味することは重々わかっていても、そんな粘ねばつく思いが、沈ちん殿でんする泥の中から滲にじみ出してくるのだ。


    　だから圭は、玄関の扉とびらが怖い。


    　その奥に、変わりなく安あん穏のんとした家庭の営みが息づいているように思えても、外からは窺うかがえぬ死の悪臭が、扉一枚隔へだてた向こうに澱よどんでいるのではないのか──そんなことを、どうしても思い巡らせてしまうのだ。


    　圭にとってそれは、祝福と呪のろいとの境界線であり、命と死との分ぶん岐き点てんであり、望郷と憎悪との交こう錯さく点てんであり、そして後悔の刃が身を貫つらぬく、痛みの発生源なのである。


    　あの夜、自宅の玄関をくぐった後の記憶は、断片しか残っていない。


    　誰が警察を呼んでくれたのかすら、圭はいまだに知らない。


    　サイレンの音はうっすらと記憶にあった。踏み込んでくる足音の多さも、肩が揺すられ、誰かが毛布を掛けてくれたことも。


    　唯ゆい一いつはっきり覚えているのは、ソファーの下から救出された、ひとつ下の妹の姿だ。


    　表情を完全に削り取られた、青白い顔。


    　見開かれたままで微動だにしない、深しん淵えんを覗のぞき込むがごとき瞳ひとみ。


    　外界への反応をまったく失ってしまった彼女は、きっとそこに身を潜ひそめて、リビングで荒れ狂った凶行のすべてを見ていたのだろう。


    　そして、妹──百もも刈かり燈あかりの心は、奈な落らくへと落ちてしまったのだ。


    　圭とは違ってスポーツ万能で、男勝りなおてんば娘でありながらも、将来はさぞ美人になるに違いないと周りの者に確信させる、あの愛らしくも[image: ]はつ剌らつとした姿は、真っ暗な虚きよ無むで塗りつぶされていた。


    　だらりと垂れた手脚──。


    　血の気の失うせた白い肌はだ──。


    　黒く広がったままの瞳どう孔こう──。


    　妹の姿は、死体よりも死体に見えた。内臓がはみ出るまでめった刺しにされていた両親の体よりも、その様相は命を感じさせなかった。


    　虚うつろな抜け殻がらとなってしまったそんな妹と共に、圭けいは二週間ほど病院に滞在していたはずだった。ベッドでは警察からの事情聴ちよう取しゆもあっただろう。しかしその期間に体験したことは、心にほとんど残っていない。


    　思い出せる鮮せん明めいな記憶と言えば、西日に晒さらされた火葬場の景け色しきである。


    　煙突の上に、たなびいているものは何もなかった。


    　よほど古い施設でない限り、火葬の煙など、出やしないのだ。


    　だから、検死解かい剖ぼうを終えて保管されていた四つの遺体が、炙あぶられ、灰となり、燃やし尽くされて、鰯いわし雲ぐものかかる秋空へと吸い込まれていくのを、圭は目で追うことができなかった。


    　それでも、圭の二つ目の人生は、その空から始まったと言える。


    「筋肉も心も、痛みを受ければ硬く緊張する」


    　突然の声に驚いた。火葬場脇わきのベンチで地面を眺めていた顔を起こし、見上げた。


    　中年の男が立っていた。


    　片手で数えられるほどしか集まっていない親しん戚せきたちの姿ではなかった。男が着ている服も、気の滅め入いるような黒とは違った。よれよれのスラックスにサンダル履きで、地味な茶色のアロハシャツの上に、白髪の交じるボサボサの頭がのっていた。


    「……その緊張が途切れるのは、死ぬときだ。だから肉にく食しよく獣じゆうは、獲え物ものの体が動きを止めて弛し緩かんすると、牙きばにかける力を緩ゆるめる」


    　男は喋しやべり続けた。何を言っているのか、意味もよくわからない。


    　でも圭には、ひとつだけ確信できた。男は決して、独り言を呟つぶやいているわけではない。この自分へと語りかけているのだ。そう直感した。


    「……獲物からすれば、閉じた牙から逃げられるチャンスが、わずかなりともそこに生まれるわけだ。あの子はそんな、心と体のスイッチが切れた状態にある」


    　あの子──。


    　それが自分の妹、燈あかりのことを指しているのだと、圭にはわかった。


    「まだ小さなサルだった人類の祖先が、オポッサムやニホンアナグマと同じ生存戦略を選んでいた名な残ごりだ。意識と肉体のスイッチを、あの子は自みずから切った。つまり──」


    　死を演じてるんだ、と男は言った。


    　男の話は難しかった。頭でっかちのガリ勉と揶や揄ゆされる類たぐいの子供だったとはいえ、習っていない単語や、見たこともない動物の名まではわからなかった。でも不思議と、男の言わんとすることは圭の心に焼き付いていった。


    　子供だからといって真相を隠したり、うやむやにしたりごまかしたりという、周りの大人が見せる態度とは明らかに異なる意志が、男が連ねる言葉に宿っていたからだろうか。


    　容よう赦しやなく、真実を語ろうとしている。圭にはそう感じられたのだ。


    　アロハの胸ポケットから取り出された煙草タバコを、小さな目で追った。


    「……だからこそ生き残れた。ところがスイッチを入れなおす肝かん心じんの回路を、あの子は遺い伝でん情報に受け継いでおらん。今の病院では、待つしかできんということだ。何日か、何か月か、何年か、それとも一生か。代たい謝しやの落ちた今の状態で眠らせておくしかねぇ。だが──」


    　──カドベなら、助けることができる。


    　そう聞こえた。


    　助けられる、と。


    　地面まで下ろしかけていた視線を、男のほうにもう一度向けた。西日が逆光となって眩まぶしく、顔はよく見えなかった。言葉を絞り出すのにも、ありったけの気力が要いった。


    「カド……ベ？」


    「ああ、《門かど部べ》……門の部、と書く」


    　ひん曲がった煙草で空中に文字を書き終えると、男は、火葬場の係員から骨こつ壺つぼを受け取っている礼服姿の親しん戚せきたちを、火のまだついていないその先端で指し示した。


    「あの連中にゃあ、もう話は通してある。おめぇの妹の身柄は、《門部》が貰もらい受けることになった。眠り続けて金を食うばかりのガキなんざ、誰も引き取りたくはねえってわけだ」


    　問題はおめぇさんだ、と、男は続けた。


    　口元まで運ばれた煙草が、無ぶ精しよう髭ひげの狭はざ間まに薄く開いた唇くちびるに、軽く挟まれる。


    「今ここで決めな。家族のことは全部忘れて、あの親戚どものどれかと新しい人生を送るか、それとも、妹と一緒に《門部》に来るかだ。ただし、来ればおめぇには、役目が課せられる。まっとうな人生にも、二度と戻れなくなる」


    　くわえられた煙草に、火が点ともされた。百円ライターの透明プラスチックを、西日が青く透過する。返事を求められているのだとようやく気づき、圭けいはもう一度、口を開いた。


    　出てきたのは、返答ではなく、問いだった。


    「燈あかりは……元通りになる？」


    「ならねぇよ。おめぇの人生が巻き戻しできねぇようにな」


    　煙を吐き出しながら、男が残酷に、そう答える。


    「だが意識は戻る。それどころか、特別な存在にもなれるはずだ」


    　その〝特別な存在〟とやらが、いかなるものを意味しているのか、当時の圭にはわからなかった。そしてわからなくとも問題はなかった。妹の意識が戻るのなら、それ以上のことは望まなかったのだ。


    「行く。燈といっしょに」


    　小さな身を起こし、ベンチから立ち上がった。


    「役目って……何をすればいいの？」


    　男はそのとき初めて、口の端を軽くつり上げた。


    「知れたことよ。生き残り、戦い、滅ほろぼす」


    「滅ぼ……す？」


    　──どくん、と、何かが圭けいの内側で脈打った。


    　見上げる彼の視線を、男は薄い笑いで受け止めた。西日の逆光を背負ったそのシルエットは、魂たましいの契約の締てい結けつを終えてほくそ笑む、悪魔のようにも見えた。


    「捜し、追い、狩りたて、滅ぼすのさ。おめぇの家族を屠ほふった奴やつらをな」


    「ぼくの……家族を……」


    　──どくん。


    　男の指先から立ちのぼる紫し煙えんが、鰯いわし雲ぐもの連なる空へと吸い込まれていく。


    「殺さつ戮りく因いん果が連れん鎖さ憑ひよう依い体たい。ヒトに憑依し、同族殺しを唆そそのかす〝鬼〟だ。《門かど部べ》は古来──」


    　圭はもう、男の言葉をほとんど聞いていなかった。


    　サツリクインガレンサヒョウイタイ、という奇妙な音の連なりも、鬼などというふざけた単語も、どちらも耳を通り抜けていた。妹のことすら、その一瞬、頭から抜け落ちていた。


    　家族を殺した仇かたきを、追い詰め、滅ぼす──。


    　漫画やドラマや映画の中で何度も見知ったそんな概がい念ねんが、頭の中にずんと居座ったのだ。


    　圭は今でも、その瞬間のことを悔くやむ。


    　人生を選択したことにではない。心の空くう隙げきを満たしてくれそうなものにしがみつこうとするあまり、たったひとり残った家族である妹への思いを、いっときでも忘れてしまったことを悔やむのだ。


    　しかし、抵抗などできようはずもなかった。


    　血の復ふく讐しゆう──。


    　まだ子供だった圭にとって、それはあまりにも黒く、蠱こ惑わく的で、甘美な概念だったのだから。


    



    　　　◇　　◇　　◇


    



    「──先輩」


    　抑よく揚ようもアクセントも乗っていない、聞き慣れた少女の声。


    「百もも刈かり先輩」


    　遠い日の火葬場の庭が、繰り返された響きに揺らがされ、細こま切ぎれになって薄れていく。


    　モノトーンの世界が色彩を取り戻し、ルームミラーに取り付けられた助手席用の補助鏡へと目を向けた。四角く切り取られたその枠の中で、百刈圭はようやく、後部座席からの冷たい視線を受け止める。


    「もうすぐ現場到着。準備。装備確認」


    　ぶつ切りの声になんとか返事をしようと、追憶の余よ韻いんを心から振り払った。


    「ああ、そうだな、すまん。こっちは大丈夫だ。そっちは？」


    「薬剤、圧力注射器、どちらもホルスターに。スタンガンの充電、確認済み」


    　少女は淡々と答え、少し間を空けてこう尋ねてきた。


    「やっぱり、反対ですか、私の試験」


    「……ああ」


    「こんな、出来損ないには、前衛は無理だと？」


    「自分のことを出来損ないなんて呼ぶな。お前は若い。まだ早いってだけだ」


    「でも、先輩のときは、もっと若かったはず」


    　本当のことだったので、どう答えようかと迷った。そして迷っている間に、圭けいたちの乗る車は速度を落とし、歩道に寄せて停とまった。


    　すぐ後ろにいた左ハンドルの高級セダンが、乱暴にステアリングを切って窓からパンチパーマを突き出し、クラクションをびーびー鳴らしながらテールランプの光を残していく。


    　呪じゆ詛そをたっぷりと浴びた車体を軽く揺らしながら、歩道の脇わきに降り立った。


    『門かど部べ工務』と小さくロゴ文字が張られた白いバンの、閉じた助手席のドアウインドウに映るのは、どこにでもいる会社員めいた、地味な姿だ。


    　ワイシャツに、灰色のスラックスとジャケット。

  


  [image: ]


  
    　ネクタイさえ締めれば、新卒サラリーマンの模造品としてやっていけそうな恰かつ好こうであり、糸のような細い目と相まって、気弱げな下したっ端ぱ事務員のようにも見える。


    　あれから十二年──。


    　長いようでいて、あっという間に過ぎていった時の積み重ねの中で、いつの間にか大人になってしまった自分の姿を、圭けいはしばし見つめた。たったひとりの家族である妹と生きるために、未来のすべてを捨てることを決意した小学生の姿は、もうそこにはない。


    　バンがもう一度揺れた。後部座席から降りてきた少女へと、圭は目を向ける。


    　腕をまくった臙えん脂じ色のジャージの下で、かすかに膨ふくらむ胸。履きつぶされる直前といっていい汚れたスニーカー。ポニーテールに束ねられた黒髪がなびき、視界を妨さまたげぬようにと眉まゆの上で切りそろえられた前髪が、アスファルトへの着地に揺れる。


    　そして、スライドドアを閉じたその細腕が、下ろされることなくそのまま眉み間けんを揉もみほぐしたのを、圭は目め聡ざとく捉とらえる。


    「一年半近く経たってるのに、まだ痛むのか？　俺おれのときは半年ぐらいで治まったけど、まあ、なにせ眼球まるごとの改造だからな、体質によっては痛みが……」


    「理解してます。問題なし。痛み、作戦中、無視できます」


    　少女はいつものように、ぶつ切りの言葉を返す。


    「お、おう、だが、ほら、任務中に気が逸それるとまずいから、なんなら今回は……」


    「やれます。集中、怠おこたりません」


    　ぶっきらぼうな毎度の返事に、圭はくるっと背を向け、小さなため息をつく。


    　見習いの教育を仰おおせつかっている立場上、うんざりした様子を見せないようにとの心配りなのだが、まったく態度を隠しきれていないことに、本人は気づいていない。少女が目を逸そらし、わずかに俯うつむくのも見えていなかった。


    （本当にやらせる気かよ。何考えてんだ、師匠は……）


    　どうやってもうまくコミュニケーションがとれないこの後輩を、今夜の任務では危険な前衛に出せというのだ。最前線に放り出して、正規封ふう伐ばつ員いんへの採用試験とする気らしい。


    《門かど部べ》の封伐員──。


    　鬼を追い、封じ、滅ほろぼすことを生なり業わいとする、死と隣り合わせの狩人かりうどの座だ。


    （まだ早いし……そもそもこいつは向いてない。封伐員になんか、させるべきじゃない）


    　自分のことを棚に上げているのは、圭自身もよくわかっていた。先ほど少女が指摘したとおり、圭が前衛を任され、正規メンバーへと昇格したのは十五のときなのだ。年齢だけで比べるなら、今の彼女はそれより一年遅い。


    　ちらりと、肩越しに少女をもう一度見る。


    　乾いぬい叶かなえ──まだ十六歳の、現役の高校二年生。


    　白い細腕と、ひょいと抱え上げられそうな小柄な体で、陸自のレンジャー養成コースかと言わんばかりの地獄の訓練を乗り越えてきた、見習いの新人である。


    　奥多摩にある訓練施設を出て、圭けいのもとに仮配属されてから、まだ三か月。もし今夜の任務で正式採用が決まれば、長年圭に貼はり付けられていた〝最年少の封伐員〟というレッテルを引き継ぐことになる、彼にとっては初めての後輩でもあった。


    　教導を兼ねたパートナーとして一緒に現場に出るのも、これで四度目だ。彼女の訓練時代、何度か指導を任されたこともあるので、二年前からちょくちょく顔も合わせてきた。


    　しかし叶かなえはいつでも、冷えきった視線と、感情の欠落した言葉しか返してこない。


    　どうやら嫌われているわけではないらしい、と、最近になってようやくわかってきた。乾いぬい叶は、誰に対してもこういう態度をとるのだ。


    　相手が嫌いなのではなく、自分の周囲に城壁や堀ほりを築いているのでもない。


    　人から遠ざかり、集落を離れ、荒野をひとりで生き抜こうとしている世捨て人の姿が、あえて言うなら近いだろうか。自分には人と触れ合う意味も必要も価値もない、と信じ込んでいるような生き方だ。周囲との関係が円えん滑かつに運ぶはずもない。


    　コミュニケーションはうまくいかないし、目を合わせるたびに居心地が悪くなる。


    　何より彼女の瞳ひとみは、何も映していないかのように見える。あらゆる光を吸い込む黒い穴が穿うがたれているように、圭には思えてしまうのだ。


    　拠よりどころを失った者の目。


    　未来を仰あおぎ見ることができない者の目。


    　家族を鏖おう殺さつされた者独特の、澱よどんだ怒りに燻くすぶる目。


    　圭は、どうしても思わずにはいられない。


    　自分の目も、かつてはこんな色をしていたのだろうかと。


    　最終的には上が決めることとはいえ、圭としては採用是非の欄に、すぐにでも『不可』の判を押したかった。権限が委ゆだねられていたなら、間違いなくそうしていただろう。


    　確かに彼女は、身体能力的には優秀だ。戦意にも不足はないし、技術の習得速度と精度は申し分なく、体術と近接格闘の技量では、圭よりもはるかに上を行く。


    　しかし──。


    　あんな目をしているようでは、生き延びられない。そう思うのだ。


    　自分の安全を顧かえりみない人間は、確かに強い。しかしそれは、自みずからの命を薪まきとしてくべる炎の強さだ。そういった者は、まず早死にする。


    　この少女に必要なのは、生き続けねばならない理由なのだ。それを彼女自身が見つけ、手にするまでは、危険な現場に出すべきではない、と圭は判断していた。その日が来るまでは、もっと安全な部署で経験を積ませておけばいい。


    　そう思いつつも、圭は同時に、自らを嘲あざけり、罵ののしりたくなってしまう。


    　彼にもわかっているのだ。


    　自分の瞳が、彼女と同じ暗さをすぐにでも取り戻せることを。


    　圭けいだって、すべてを乗り越えてきたわけではない。


    　十二年という歳月の砂が、傷を埋めてしまっただけなのだ。


    　掘り起こしさえすれば、痛みも、後悔も、憎ぞう悪おも、すべてそこにある。


    　今でも圭は、夜が嫌いだし、コンビニの明かりに重なる自分を責め、玄関が怖い。


    （そして──あいつが憎い）


    　十二年前のあの夜、都内のとある住宅街を震しん撼かんさせた、一家惨ざん殺さつ事件。


    　家族の仇かたきであるその犯人は、まだ捕まっていない。


    （──荻おぎ窪くぼ童どう子じ、二十七号）


    　その名が残す痛みの、長い残響を胸になんとか押し込めたタイミングで、鋭するどく低い声が圭の耳に割り込んできた。


    『全班、位置についたな。封ふう伐ばつ員いん、準備どうか』


    　十二年前のあの日、火葬場のベンチで語りかけてきた、あの声だった。


    　司令官であり、圭の師でもある男の、相も変わらぬ冷徹な確認。


    　まだ未熟な少女を危険な前線に出そうというその声に、思わず抗議しそうになったが、したところで結果は変わらないことも、圭はよく知っていた。反抗心をなんとか押し留とどめ、右耳にはめ込んだコミュニケーターの骨こつ伝でん導どうマイクごしに返す圭の応答に、これから試されようとしている少女の声が追従する。


    「百もも刈かり圭──《朧おぼろ筐ばこ》、準備よし」


    「乾いぬい叶かなえ──《蟬せみ丸まる》、準備よし」


    『よし、目標は赤鬼。第三段階の尻しつ尾ぽ付きだ。前衛は乾、バックアップはモモ。作戦行動中は一〇二いちまるにを遵じゆん守しゆ。その限りにおいて《蟬丸》及び《朧筐》の全面解放を許可する』


    　了解、と、二人の唇くちびるが同じ動きをなぞる。


    　仕方ない。圭はようやく腹を据すえた。


    　ならば守るまでだ。自分と一緒の任務で死なせなどするものか。


    　そんな圭の思いを知ってか知らずか、叶がジャージのファスナーを首まで引き上げて、彼の脇わきに立った。その小さな肩を一いち瞥べつし、ビルに挟まれた暗い路地へと目を向ける。


    　路地の暗がりに埋もれていた細い電柱や、マンホールや、サドルのなくなった放置自転車が、コントラストを取り戻して浮かび上がってくるのがわかる。


    　隣に佇たたずむ少女の瞼まぶたの奥、闇やみに満ちたあの瞳ひとみの中でも、まったく同じことが起きているのを、圭は知っている。


    　二人の眼球の奧底──瞳どう孔こうをくぐり、水晶体を通り抜け、硝しよう子し体たいの向こうに待つ網もう膜まくの上で、びっしりと敷き詰められた六角形のピクセルグリッドが、その機能を全力で発揮すべく、静かに励れい起きしているのだ。


    　より多くの光を取り込むために、瞳孔の外縁が放射スリット状に開く。


    　水晶体のレンズがそれに合わせて歪ゆがみ、屈くつ曲きよく率りつを最適化する。


    　そして──。


    　闇やみ夜よを見通すように改変されたその視界の奥で、細い路地の向こうにうっすらとなびいている深しん紅くの帯を、二人の眼めは捉とらえる。獲え物ものの残した痕こん跡せきを、錐すい体たい細さい胞ぼうの上に並ぶピクセル群が描えがき出しているのだ。


    　不ふ可か視しの存在を捉え、合成映像として網もう膜まくに投影する光学センサー──《天てん眼がん》と呼ばれるこの改造眼球こそが、鬼狩りの組織、《門かど部べ》の職員であることの証あかしである。


    　分子レベルで精せい緻ちに組み上げられたその半はん生せい体たい機器は、世に知られているテクノロジーの産物ではない。


    　それどころか、人類のものですらない。


    　彼らの宿敵である〝鬼〟が、決してこの世のものではないのと同じように。

  


  
    01◆殺戮因果連鎖憑依体


    



    　──なぜだ？


    　その若者は、混乱していた。


    　──なぜ俺のほうが逃げている？


    　ネオンの明かりも落ち、夜の街ですら眠りにつこうとしている丑うし三みつ時。ひと気のない狭い裏路地を、彼はナイフを手に走っていた。


    　パーカーの胸元には、鋭えい利りな刃物の跡が残っていた。はだけた肌はだ着ぎに滲にじむ血は、手に握るナイフの刃やいばには一滴たりともついていない。別の何かに切られた痕跡なのだ。


    　フードに隠れた目は、全力疾しつ走そうする前方を向いたままだった。


    　それでも若者は、二十メートルほどの距離をじわじわと詰めつつある追跡者の姿をしっかりと捉えていた。迫り来る追っ手の骨格と肉付きを、振り返りもせずに脳のう裏りに描いている。


    　わざわざ意識を向けなくとも、それは頭の中で勝手に像を結んだ。


    　目で見るような映像ではない。


    　背後に迫る者の神経と筋肉組織を流れる電子の群れを、なぜか直接感じられるのだ。


    　まるで自分の脊せき椎ついから後方へ、触しよく手しゆめいた未知の敏感な触覚器官が生え出し、長く伸びているかのようであり、追ってくる相手を絡め取り、撫なで回し、空間の広がりの中に形を描えがき出していけるのだった。


    　なぜそんなことができるのか、彼自身にもわかっていない。


    　頭ず蓋がいの奥にそうやって描き出した追っ手の姿を、舐なめ取って吟ぎん味みするだけだ。


    　滲にじみ出る若さがそこにはあった。皮ひ膚ふと筋肉の健康的な張りを、指でなぞるがごとく感じることができた。若い女だ。まだ少女といっていい年だろう。


    　心の中で、何かが爆はぜて躍おどる。


    　──殺したい。殺したくてたまらない。


    　男でも、欲望は充分に満たされる。しかし女となるとまた格別だった。それは命を複製する性であり、雌し雄ゆうをもつすべての種しゆにおいて〝繁はん殖しよく〟を司つかさどる聖なる片割れなのだ。


    　その灯火を、何としてでも揉もみ消さねばという焦しよう燥そうと渇かつ望ぼうが、若者の心を覆おおっていく。


    　──脚を止めろ。振り向き、襲おそい、屠ほふれ。狩人かりうどはお前のほうだ。


    　だが、彼の脚は止まらない。胸を横切る傷の痛みと、不思議な刃物で突然斬きりつけられたことへの訝いぶかしみと恐れが混じり合い、心の奥にまだかすかに残っている彼本来の部分が、おざなりにも抵抗しているのだ。


    　全力疾しつ走そうしながらも、若者の表情は虚うつろだった。


    　最後に笑ったり怒ったり悲しんだり……そして本気で怯おびえたりしたのがいつのことだったのか、彼は思い出せもしない。


    　それは、背後にいる命の脈動を嗅かぎつける能力をこうして手に入れる前のことであり、日を数えればつい最近のことだったはずだ。でも彼は、それがいつだったのかをまったく覚えていなかった。


    　ただ、疑問は小さな棘とげとなって、まだ欠片かけらとして残っている彼の意識を刺激した。


    　──なぜだ？　なぜ俺おれは、後ろが見える？


    　追っ手の神経パルスは、スピードを落とさずに追いかけてくる。それでも速度自体はこちらが勝っていた。あと三分も走り続ければ引き離せるはずだった。


    　──後ろから、殺されたからだ、この前。


    　背後を敏感に察知するこの能力を得た理由を、若者はぼんやりとだが、そう理解する。


    　かつて背中を襲われ殺されたという経験が、その能力を形作ったのだと。


    　もちろん、若者は生きている。これまでに臨死を体験したこともない。


    　彼は死んだのではなく、むしろ殺した側である。


    　盛り場に面した公園で仲間たちと連れ立ち、暇ひまつぶしと小遣い稼かせぎのために取り囲んだ中年男。そいつから受けた思いもよらぬ反撃のことは、もう若者の記憶にはない。馬ば鹿か力ぢからで友達を押さえつけ、無表情のまま眼球をえぐり出しにかかるその中年の背中に、パニックになりながらナイフを突き立てて殺したのが──自分であったことも。


    　その男に憑ひよう依いしていた見えない何かを、新たな容器となった己おのれの身に引き受けてしまい、すでに思考の大半をねじ曲げられ牛ぎゆう耳じられていることなど、彼は気づいてもいない。中年男の体が動かなくなった後、湧わき出た獰どう猛もうな殺意に心を支配され、長年連れ立ってきた遊び仲間たちを次々と刺し殺していったことにも、なんら疑問を感じていなかった。


    　生きているから──殺す。それだけなのだ。


    　若者は、アスファルトを蹴けり続ける。


    　雑居ビルに挟まれた細い隙すき間まがふと目に付き、そこへ駆かけ込む。


    　ビルとセットの私有地であるらしいその狭い路地には、ゴミと反へ吐どの饐すえたような匂においの先に、高さ三メートルほどもある金属フェンスが聳そびえていた。


    　腰を沈め、跳躍する。


    　ぶちぶちっ、と、筋きん繊せん維いの断裂する音が骨を伝わってくる。


    　オリンピック選手でもかくはあるまいという身軽さで、フェンスの最上部へと手をかけ、獣けものめいた瞬発力でフェンスを跳び越える。


    　骨を軋きしませる着地の衝しよう撃げきにも、伸びてしまった筋や断裂した肉の痛みにも、彼は表情を変えなかった。虚うつろな目のまま、心の中でだけほくそ笑んでいた。追っ手の身体能力はすべて把握できている。あのフェンスを易やす々やすと乗り越えることなどできまい。


    　──これで、逃げられる。


    　どこかに身を潜ひそめ、体を癒いやすのだ。そしてまた安全な場所で、次の獲え物ものを……。


    　そう若者が思ったときだった。


    『ジィィィィィィィィィィィイイイッ──!!』


    　けたたましい蟬せみの鳴き声が、路地に反響した。


    　甲かん高だかく耳障りな突然の響きに、思わず脚を緩ゆるめ、彼は振り返ってしまった。


    　ジャージ姿の若い女が、すぐそばに迫っていた。


    　その背後に、バラバラな断片となって散らばるフェンスの残ざん骸がいが見えた。紙のように易やす々やすと切断されたとしか思えぬ様相で、断面を露あらわにしている。


    　女の手には、不思議なものが握られていた。


    　長さにして二十五センチほどの、棒状の楕だ円えん柱ちゆう。きつく巻き付けられた細い白革の紐ひもが、[image: ]ねじられ連なって菱ひし形がたを並べ描きながら、細い指の隙間に覗のぞいていた。


    　鍔つばのない、日本刀の柄つか──。


    　問題は、そこから伸びる刀身のほうだった。


    　闇やみ夜よより黒い、それでいて、またたくようにちらちらと背後が透けて見える刃やいば。


    　鳴いていたのは、蟬ではなかった。


    　路地に響き渡っていたのは、次に切り刻きざむのはお前だとばかりに若者へと迫る、その黒い刃が放つ音だったのだ。


    



    　　　◇　　◇　　◇


    



    　敵の握っていたナイフの刃が、かちん、と乾いた音を立てて地面に転がり、鏡のような断面がきらめくのを、乾いぬい叶かなえは目の端で捉とらえた。


    　彼女の武器、《蟬せみ丸まる》の一いつ閃せんによって鋼はがねが切断されたのだ。


    　重心を限界まで前に落として横よこ薙なぎに放った、抜き打ちの一刀目。わずかに踏み込みが浅かったことを省かえりみるだけの余裕など、その一瞬にはまだない。


    　上体を反そらし体を沈めて避けた敵をさらに追撃すべく、手首を返して燕つばめ返がえしにもう一閃。


    　しかしこれも、空くうを切る。


    （速い……！）


    　こちらの刃やいばが戻るよりも速く、敵は溜ためた軸じく足あしのバネを解き放ち、戻した上体の勢いをそのままに、叶の左後方へと跳ねたのだ。


    　叶のほうは、踏み込みの勢いで敵を追い抜く形になった。


    　それ自体は望んでやったことだが、相手に死角へと回り込まれたのは痛い。


    　ブレーキをかけて沈んだ右脚で咄とつ嗟さに地を蹴けり、[image: ]ねじりきった体をぜんまいのように弾はじけさせながら、叶は最後に、路地の狭さも気にかけぬほどの大振りで、刃の螺ら旋せんを空中に描えがいた。


    　敵が跳んだ先の空間まで充分に巻き込むだけの半径だが、命中するかどうかまではわからなかった。殺気でおよその位置は摑つかめていても、正確に狙ねらうだけの余裕はない。


    　予想どおり、その三撃目も結局、敵の肉を断つには至らなかった。


    （瞬発力と反応速度は……向こうのほうが上）


    　刹せつ那なのすれ違いで、敵との位置は入れ替わっていた。


    　腰を落として再び構えた黒い刃──《蟬丸》の向こうに、叶は敵の姿を捉え直す。


    　若者がかぶっていたパーカーのフードは、どうやらこちらの刃がかすめたらしく、首元からはだけて中途半端にぶら下がっていた。


    　どこか爬は虫ちゆう類るいを連想させる感情の窺うかがえない目でこちらを凝ぎよう視ししながら、相手は、刃を失って使いものにならなくなったナイフの残ざん骸がいを投げ捨て、肉にく食しよく獣じゆうのごとくしなやかに重心を落とした。次なる瞬発的な動作へといつでも移れる体勢だ。


    　叶に見える敵の姿は、それだけではなかった。


    　網もう膜まくの上で躍おどる光点の集まりが、目に映る映像にもうひとつの像を重ねていたのだ。ピクセルの集合が描き出すのは、若者に取り憑ついた存在──〝鬼〟の姿だった。


    　体を包み込むようにしてゆらめき動く、濁にごった紅くれないの渦。


    　額ひたいから左右対称に突き出ているのは、微風に揺れる深しん紅くの炎の角。


    　脊せき椎ついから滲にじみ出るように生え伸びた、まさしく尻しつ尾ぽとしか言いようのない長い痕こん跡せきを、うっすらと赤く背後に引きずっている。


    　鬼──殺さつ戮りく因いん果が連れん鎖さ憑ひよう依い体たい。


    　人間に憑依し、その思考をねじ曲げて同族殺しへの渇かつ望ぼうを与え、憑依された宿やど主ぬしを殺人に駆かり立てるモノ。その本体は、この世に生きる者からは見ることも触れることもできない次元の裏側に存在するという。


    　不ふ可か視しであり、不ふ可か触しよくであり、理解もできない何かだ。


    　だがそれは、人間の脳──特に、理性を司つかさどる前ぜん頭とう葉ようにアクセスするために、この世の原子や電子と、わずかにだけ相互作用する。


    　そのとき、かすかに大気が揺らぐ。


    　窒ちつ素そや酸素や二酸化炭素といった空気分子を、それは不自然に揺り動かしてしまうのだ。そして空気が動けば、そこに浮かぶ微細な粉ふん塵じんも動く。


    　センサーとシミュレーターを兼ねる改造眼球《天てん眼がん》は、その揺らぎを捉とらえる。海面下に隠れている岩がん礁しようを、船乗りたちが波の形から読み取るようなものだ。


    　鬼がまとう色彩の影は、大気の揺らぎを視界に重ねた合成映像だった。額ひたいに屹きつ立りつする炎の角も同じである。本当に燃えているかのように揺らめくその角は、次元の裏側から人間の脳へ差し込まれた、不可視の干アク渉セス端たん子しがまとう陽かげ炎ろうなのだ。


    （やっぱり、動き、読まれてしまってる……でも、それは想定済み）


    　構えを保ったままで叶かなえは、男の背中から長く伸びた〝尻しつ尾ぽ〟へと目を向ける。


    　ある過程を経へて成長した鬼だけが持つ、背後の警戒を担になうセンサーだ。


    　姿のない、それでいて敏感極まりないその感覚器官は、宿主の脊せき椎ついと脳のう幹かんを貫通して、大脳の視し覚かく野やへと繫つながっている。


    　敵には、背後が──より正確に言えば、通り過ぎた場所が見えるのだ。


    　こちらの攻撃がことごとく回避されたのは、叶の体がそのセンサーに重なる状態にあったからにほかならない。追跡とはすなわち、相手の軌き跡せきをたどるということであり、後ろから追えば必然的にそうなってしまうのだ。そしてそれゆえに、神経パルスの流れを感知され、こちらの動きはすべて読まれてしまっていたのであろう。


    　だがそんな状況も、今は覆くつがえされていた。


    　敵と自分との位置は、先ほどの一瞬のすれ違いでもう入れ替わっている。さっきまで叶の体にまとわりついていた炎の触しよく手しゆは、若者の向こう側に伸びているのだ。


    　追いかけている限り動きを感知され、読まれてしまうのなら──敵の前に出ればいい。


    　敵のセンサーが移動の痕こん跡せきとしてまだ伸びていない地点。叶は今、まさにベストの場所にいた。次なる動きを理り不ふ尽じんに読み取られる心配はない。


    　今度はこちらが、敵の行動を読む番だ。


    　積み重ねてきた鍛たん錬れんによって、相手の重心の偏かたよりを吟ぎん味みする。


    　左足に異常がありそうだ。おそらく、先ほどフェンスを跳び越えたときに痛めたのだろう。


    　鬼は、憑ひよう依いした人間の身体能力を、筋肉や骨こつ組そ織しきが崩ほう壊かいするほどのすさまじさで引き出すことができる。そしてそれが治ち癒ゆすると、限界を超えて断裂した肉や骨が埋め合わされ、増強されて、さらに手がつけられなくなる。手負いの鬼は、逃がしてはならない。


    　路地の幅は、およそ二・六メートル。


    　空調のダクトや雨あま樋どいが至る所に突き出しているので、軽自動車ぐらいならギリギリで入ってくることはできても、ドアを満足に開けることすら無理そうな狭さだ。そして敵の背後には、先ほど叶かなえが切り捨てたフェンスが積み重なっている。


    　あれを乗り越え、もと来た隙すき間まへと逃げ込もうとするならば、敵はどう足あ搔がいても一手の遅れを受け入れねばならない。右手をフェンス側へと下げた斜めのスタンスで構えているので、逃げる場合の蹴けり足は、損傷しているだろう左側だ。


    　次の一撃が、チャンスだった。


    　路地に響き渡っていた蟬せみの音ねが、ふと途絶えた。


    　叶が、自みずからの持つ超常の武器、《蟬せみ丸まる》の刀身を消したのだ。


    《蟬丸》の刃やいばには、実体がない。


    　叶が握っているのは、日本刀の柄つかだけだ。


    　空虚より生せい成せいされ、甲高く鳴き叫ぶその刃は、毎秒数百回というオーダーで展開と格納とを繰り返す『内部の時間を止める力りき場ば』であり、彼女の改造眼球《天てん眼がん》に仕込まれた制御アカウントだけがそれを起動できる。そして、静止した時間と動く時間との境界面に巻き込んだあらゆる物質を、易やす々やすと切断する。


    　この世に切れぬもののない刀──それが叶の武器だった。


    　長い刀剣は本来、狭い空間での戦闘には向かない。だが叶の生み出す黒い刃は、壁にぶつからないようにと軌き道どうを制限する必要がそもそもない。《蟬丸》は、鉄骨だろうがコンクリートの壁だろうが、あらゆるものを抵抗なく切り進むことができるからだ。


    　問題は、動作中の《蟬丸》が出す音だった。


    　超高速でＯＮとＯＦＦを行ゆき来きする時空の境界面において、空気分子が寸断されてイオン化し弾はじける音は、《蟬丸》の特性と結びついたものであり、止められない。


    　叶が刀身を引っ込めたのは、その音で動きを読まれてしまうのを防ぐためだった。斬ざん撃げきの瞬間に、黒い無む双そうの刃を新たに生成し直すつもりだった。


    （いざ──！）


    　足運びは、わざわざ頭で考えなくとも体に染みついていた。


    　予備動作の加速時間を限界まで削りこむために、膝ひざの力を抜き、重力に任せて前方に体を落とし込む。体重をかけて拳こぶしや刀身を叩たたき込む必要はない。触れたあらゆるものを切断する刃の重さは空気と同じなのであり、《蟬丸》の斬撃には力など要いらない。


    　速さだけが重要だった。


    　体重を後ろに残す必要もなく、軸じく足あしで踏ん張る必要もない。足首から、腰と脊せき椎ついを抜けて手首に至るまで、いくつもの関節を瞬間的に連動させ、運動エネルギーのロスを極限まで絞り込みながら、跳ねるがごとく地面を蹴けって肉体を弾丸と化す。


    　敵も同じタイミングで地面を蹴った。痛めているはずの右脚でだ。人間の反応限界とされる〇・一秒に食い込もうかという電でん光こう石せつ火かの反応だった。


    　若者は、フェンス側に逃亡するでも、叶かなえへの反撃を試みるでもなく、壁へと跳んだ。左右をビルに挟まれ、倒れたフェンスで後方を塞ふさがれてはいても、逃走経路はまだ残っていたのだ。


    　すなわち──上に。


    《蟬せみ丸まる》が、再び鳴く。


    　手首の捻ひねりによって敵の動きを追いかけながら、千のビートを刻む黒い刃やいばが、跳ねる男に向けて一撃必殺の軌き跡せきを描えがき、振り上げられる。だが。


    （──まだ浅い！）


    　黒い刃は、目標の腰から胸元へと綺き麗れいに抜けたかに見えた。しかしその実、ペインターパンツのポケットと、だぶついたパーカーとを切断したにすぎなかった。


    　男は三角飛びの要領で壁を蹴って跳躍し、逆側のビル外壁にあった雨あま樋どいを摑つかむ。


    　そのまま体を引き上げられれば、あるいは壁から壁へと跳躍を繰り返されれば、《蟬丸》の届かぬ高さまで逃げられてしまうだろう。


    　鬼の操あやつる肉体の筋力なら、秒すら数えぬほどの時間で実行可能なはずだ。


    （──でも！）


    　それも含めてすべて、叶が予想したとおりの動き。


    　若者の摑んだ雨樋が、すぱんと外れる。


    　先ほど螺ら旋せんを描いた三撃目、彼女はわざわざ大きな旋せん回かいで、周囲に並ぶ雨樋や空調ダクトをも刃の軌道内に置いておいたのだ。


    　鋭えい利りな切断面を露あらわにした雨樋を手放し、男の体が、足場とバランスを失って宙に浮かぶ。


    　身を奇妙に捻りながら再び壁を蹴るが、無ぶ様ざまに体勢が崩れているために、もはやその方向も限られている。上ではなく、横だ。


    （今度こそ、斬きれる──！）


    　鳴き叫ぶ《蟬丸》を、手首の返しで新たな軌道に導みちびきながら、乾いぬい叶は勝利を確信する。


    　そのとき──、


    　空中で身を捻った男の体の向こうに、叶は尖とがったきらめきを捉とらえる。


    　強烈な殺意に、全身の毛穴が逆立つ。


    　ナイフだった。男はいつの間にか、もう一本の刃物を着衣のどこかから取り出していたのだ。奇妙な捻り方をした体を遮しや蔽へい物ぶつとして、その後ろに隠されていた腕が、こちらから窺うかがえぬ死角で何を準備していたのかに、ようやく叶かなえは思い当たった。


    　その腕が、鞭むちのようにしなって反そり返る。


    （投とう擲てき……っ!?）


    　それは、叶が最も警戒すべきはずの攻撃だった。


    　あらゆる物質を切断可能な超常の刃やいばは、先ほど別のナイフを二に分ぶんしてみせたように、投げられた鋼はがねを易やす々やすと切断できるはずだ。


    　しかし、《蟬せみ丸まる》には実体がない。


    　もし叶が手にしているのが普通の刀なら、投げられた物体を弾はじいて打ち落とすことも、逸そらすことも可能だっただろう。ところが《蟬丸》の刀身は、静と動を超高速で行ゆき来きする空間によって相手をすり刻むシュレッダーなのであり、実体ある存在と同じ結果を期待しようにもできないのだ。


    　刀身の腹でも先でも峰みねでも、《蟬丸》は触れたものを分断し、すり削ってしまう。


    　そして分断したところで、投射物が持つ運動ベクトルは何も変わらない。


    　バラバラに切り刻まれたそれぞれの破片は、同じ運動エネルギーを維持したまま叶へと殺到するだろう。いわばライフル弾が、ショットガンの散弾へと転じるだけ──。


    （まずい──！）


    　圧縮された感覚の中で、刃物を振りかぶった男の腕がぼやける。


    　引き絞られた弓の弦つるが、解放されるがごとき速さだ。


    　見えない。捉とらえられない。


    　しかも、斬ざん撃げきのために大きく踏み込んだ叶は、今や男が先ほど立っていた場所にいた。そこは、敵の脊せき椎ついから移動の痕こん跡せきとして伸びた、炎の尾がとぐろを巻く中心だ。


    　こちらが次の斬撃のモーションに入ってしまっており、回避への切り替えがもう間に合わないことも、すでに知られ、読まれている──。


    　パニックが襲おそい、頭が真っ白になる。


    　刹せつ那なの躊ちゆう躇ちよが生死を分ける境界にあって、叶は完全に自分を見失っていた。


    　死への覚悟すら、間に合わなかった。


    



    　なのに、恐れたものはやってこない。


    　何が起きたのか、叶は一瞬、理解できなかった。


    　目の前の空中に出現した、漆しつ黒こくの立方体。


    　無から湧わき出いでたかのごとく、それは瞬時に現れ──、


    　そして投擲されたナイフごと、あの若者──鬼の憑ひよう依い者しやを包み込んでいた。


    　一拍を置いて、ようやく理解が追いついてくる。その正体を、叶もよく知っていたのだ。


    　それは、彼女の持つ《蟬丸》と原理を同じくしながら、比べものにならないほどの汎はん用よう性せいを持つ、強力な時空操作の顕けん現げんだった。


    　ほんの数時間前、交通事故に巻き込まれそうになったあの小学生を助けた技。


    　あらゆるものを内に封じ込める、黒い筐はこ。


    　叶かなえの先輩であり、二十二歳という若さで《門かど部べ》の筆頭封ふう伐ばつ員いんを担になう、百もも刈かり圭けいの武器。


    　停時フィールド《朧おぼろ筐ばこ》──それが立方体の名だった。


    



    　　　◇　　◇　　◇


    



    　常人と《門部》の封伐員とを隔へだてるのは、二つのテクノロジーの有う無むだと、百刈圭は理解している。


    　ひとつは言うまでもなく、改造眼球──《天てん眼がん》。


    　次元の裏側からこの世へと挿さしこまれる不ふ可か視しの接続端たん子しを、かろうじて見破ることができる見けん鬼きの力である。


    　もうひとつは──停時フィールド。


    　囲んだ空間の時の流れを止める力と、それをコントロールする制御アカウントだ。


    　どちらも人類の科学力を大幅に超えた存在なのは間違いないが、改造眼球だけに絞れば、まだ手が届きそうな技術だと言える。高度な計測・判別機能と演算能力を備えた生体カメラであり、コンピューターであり、モニターなのだと捉とらえるなら、分子サイズの生体加工技術を究きわめてゆきさえすれば、いつか人類にもたどり着ける領域にあるはずだからだ。


    　しかし停時フィールドのほうは、明らかにその埒らち外がいにあるテクノロジーだった。


    　何しろその力りき場ばは、時間を包み込んで止める。


    　折り畳まれた空間自体が演算ハードウェアとなって、時空間を制御しているとも言う。


    　そしてその発現の形は、制御アカウントを持つ者によって変化する。乾いぬい叶が操あやつる停時フィールド《蟬せみ丸まる》が、手に握った物体から伸びる刃やいばの形で姿を成すように。


    （一秒──）


    　百刈圭は、心の中で時を数えながら路地を疾しつ走そうする。鬼の憑ひよう依い者しやを包んだ黒い立方体が、ごとん、と地面に落ちる。その向こうで、安全圏へと飛びすさった後輩の黒髪がひるがえるのが目にとまる。


    （二秒──）


    　圭の停時フィールドは、たった三秒間しか維持できない。


    　形状は、比率こそ自由だが、直方体に限られる。


    　その代わりに、時を止める超常の場の展開自由度は、いかなる封伐員よりも高い。サイズのコントロールにおいても射程距離においても、他の追つい随ずいを許さない。


    《朧筐》の名のとおり、変幻自在でありながら、わずか三秒という儚はかない寿命しか持たない封印の箱なのだ。


    （三びょ──）


    　展開したフィールドが消えてしまう直前に、圭けいは現場にギリギリで滑り込み、体の勢いをそのまま乗せ、黒い立方体の角を思いっきり蹴った。


    　停時フィールドの質量は、内部に封じられた質量の総和に等しい。


    　鬼の憑ひよう依い者しやである細身の若者とその着衣、投とう擲てき中ちゆうだったナイフ、あとは周囲の空気だけしか閉じこめていない立方体の重さは、多くとも七十キロ程度だ。蹴けった脚にはそれなりの衝しよう撃げきが走ったが、停時フィールドは地面の上で九十度近く向きを変えた。


    　展開し続けている間の《朧おぼろ筐ばこ》は、内側の時間こそ止まっていても、その外からなら固体として見なすことができるのだ。触れられるし、力を加えて動かすこともできる。


    　三秒が過ぎ、《朧筐》は弾はじけた。


    　黒い静止時空が消え失うせたその刹せつ那な、憑依者と、その手から離れたばかりだったナイフが、三秒前に中断された運動を再開する。凍り付いていた両者の時間が再び動き出したのだ。


    　ただし──位置と角度は、時が止まる前とはもう異なってしまっている。


    　刃物の投擲のために上体を不自然に[image: ]ねじりこんでいた若者は、本来なら二メートルも下にあったはずの地面に、受け身も取れぬまま転がった。


    　乾いぬい叶かなえの胸部を直撃するはずだったナイフのほうも、進路上に突とつ如じよとして出現したビルの壁面で弾かれ、跳ね返って、男の太ももに深々と突き刺さった。


    　鬼の宿やど主ぬしの顔に、初めて啞あ然ぜんとした表情が浮かぶ。


    　獣けもののような叫び声を上げ、横になってのたうつその背中へ、百もも刈かり圭は体を沈めて、左手に握っていたスタンガンを素早く押し当てた。


    



    　　　◇　　◇　　◇


    



    　ぐったりとした若者の首筋に圧力注射器を当て、ほのかに青みがかった薬剤を注入し終えると、止めていた長い息をようやく吐き出せた。


    　横たわる男の体をチェックしながら、《門かど部べ》本部への通信チャンネルを開く。耳にはめてあるコミュニケーターは《天てん眼がん》と連動しているので、わざわざ手で操作する必要はない。


    「百刈より本部。目標を麻ま酔すい拘こう束そく完了」


    　男の肉体が受けている損傷を、逐ちく一いち報告していく。　


    「左大だい腿たい部ぶに刃物による深い刺し創そう。見たところ動脈出血はなし。胸部に《蟬せみ丸まる》での浅い切せつ創そうがおよそ十二センチ。あとは軽微な打撲と擦さつ創そうが多数。封ふう伐ばつ員いんは──」


    　そこまで報告して、圭は、荒れた呼吸を整えながら所在なげに佇たたずんでいる見習いの少女へと目を向けた。その細い顎あごが、こくりと頷うなずき返す。


    「──どちらも被害なし。状況以上」


    　イヤホンに返ってきた声には、含み笑いをしているような響きがあった。


    『まずまず、と言ったところか。現場の所感はどうだ？』


    「突っ込ませすぎですし、単独で先走りすぎです。わかってるんですか？　あいつ、死にかけたんですよ？」


    『それが乾いぬいの戦い方だ。だからこそ筆頭封伐員おまえをバックアップにつけたんだろうが』


    「そりゃ……」


    『救命班が急行中だ。封ふう伐ばつは任せる。十分以内に撤収しろ。門を用意しておく』


    「了解……百もも刈かりより以上」


    　やるせない思いで通信を切り、顔を上げると、叶かなえが目の前に立っていた。


    　顔はこちらを向いておらず、怒いかれる瞳ひとみで倒れた若者を睨にらんだままだ。


    　まだ轟ごう々ごうと視界の中で揺れている紅ぐ蓮れんの炎──宿やど主ぬしの意識が途切れてすら、その脳を執しつ拗ように操あやつろうとしている邪悪な影を、視線で射殺そうとしているかのようだった。


    　その目が軽く閉じられ、また開かれたのち、圭けいのほうを向く。


    「先輩、これの封伐……私に」


    「今の聞いてただろ。どいてくれ、俺おれがやる」


    　思わず言葉に棘とげを含ませてしまい、すぐさま自分に向けて心の中で舌打ちした。彼女を責めるのはお門かど違いなのだ。いくら腹が立っているとはいえ、ベストにはほど遠い選択である。


    「……つまり、私は、落第だと」


    「そいつは上が判断する。俺がどうこう言うことじゃない」


    　拗すねたような怒りが、声に滲にじんでしまっていた。明言は避けたものの、圭の師が彼女を昇進させる心づもりでいることは、さっきの通信で感じられたのだ。


    （合格だとすりゃぁ、先が思いやられるな……）


    　ひとりで任務に出るほうがマシだとすら言えた。


    　今回の封伐も、従来どおりに圭が前衛担当なら、トラップに誘い込んでの《朧おぼろ筐ばこ》の一撃で、獲え物ものに気づかれることもなく早々に決まっていたはずである。今頃は帰りのバンに揺られている最中だっただろう。


    　青ざめた顔で俯うつむき、唇くちびるを嚙かんでいる叶の背後から、救命班の面々が駆かけ寄ってくるのが見えた。率ひきいているのは、圭が封伐員として現場へ出るようになって以来七年間、ずっと封伐の補佐を担当し続けてくれている毎度の顔なじみであった。


    「ちーす。まいど」


    　女性だ。百七十七センチの圭よりもヒールの分だけわずかに高い、すらりとした細身の体に白衣を羽織り、颯さつ爽そうと歩いてくるその姿は神こう々ごうしくすらあった。


    　モデルとしても充分に食べていけそうな長い脚の歩みは、自信に溢あふれている。


    　三み十そ路じに入ったばかりのその美び貌ぼうは、二十代の前半でも通るだろう。ただし、不ふ摂せつ生せいと生活リズムの悪さで荒れっぱなしの肌はだと、目の下の濃い隈くまが、すべてを台なしにしていなければの話ではあったが。


    「よーし、担たん架か、その馬ば鹿かの隣ね。撤収の車あっち側に停とまるから、あんたは出口確保。ほら走んな！」


    　不健康にひび割れた唇くちびるの端に禁煙パイプをくわえたまま、率いてきた救命員たちにあれこれと乱暴に指示を出している白衣の美女に、圭けいは頭を下げた。


    「すみません、予想以上に追跡が長引いて、お手数かけます」


    　返事は言葉より先に、蹴けりで返ってきた。


    「うるせぇ馬鹿。部下の手た綱づなぐらいちゃんと握っとけっての。あ、叶かなえちゃんはいいのよー、ぜーんぶこいつの責任だから。どっか見えないとこ怪け我がしてない？　どれどれ……」


    　急に抱きすくめられて体中をまさぐられながら、哀れな後輩は全力でその抱ほう擁ようから逃のがれようとしていた。感じているものこそ違うだろうが、気分は痛いほどわかる。


    　信頼に足たる腕と実績を持ち、長年世話にもなっているとはいえ、人として好意を抱いだけるかどうかは別である。決してイコールで結べるものではない。


    　はっきり言えば、圭はこの乱暴な女医──貴き治じ崎ざき花はながかなり苦手だった。


    　患者の痛みに頓とん着ちやくしないどころか、むしろそれを眺めてにんまり笑うような女なのだ。


    　ようやくその魔の手から抜け出した少女に、当の女医が真剣な眼まな差ざしを送る。


    「でも別にさ、この馬鹿だって好きでイケズしてるわけじゃないのよ。このクラスの鬼、ぺーぺーのあんたに任せるわけにゃいかないってだけ。いい機会だから、よーく見ときなさい」


    　そう言うと貴治崎は、ほら、ちゃきちゃき終わらせな、と小こ瓶びんのアンプルを投げてよこした。


    　あわてて手を伸ばし、空中でそれを受け取る。


    　いつにもなくこちらを罵ののしることといい、貴重な薬剤を乱暴に扱うことといい、いろいろと言いたいことはあったのだが、ひとまず任務を優先することにする。


    　なにしろ鬼の封ふう伐ばつは、ここからが本番なのだ。


    　ためらうことなく圧力注射器にアンプルを収め、倒れたままの男にもう一度注射する。


    　液体は、心しん肺ぱい機能と脳の神経活動を止める中ちゆう枢すう神しん経けい毒どくだ。無論、致ち死し量りようである。


    　貴治崎が、叶と救命班のスタッフとを伴って、三歩ほど距離を取る。


    「さーて、復習よ、見習い研修生。鬼の封伐における第一のルールは？」


    　投与からわずか数秒で、若者は軽く痙けい攣れんし、呼吸を止めた。医学的な死の状態に移行したのだ。同時に、若者の体を包んでいた色彩のゆらめきが、炎の角と一緒に霞かすんで薄まり、火の粉このように散りながら消え失うせていく。


    　そして──。


    　その消失とまったく同時に、今度は圭の心の中に、獰どう猛もうな殺意──ありとあらゆる人間を殺し、屠ほふり、滅ほろぼしたいという渇かつ望ぼうが渦巻き始める。


    　抗あらがうべくもない強さで。逃のがれようもない速さで。薄めようもない濃度で。


    「鬼を……殺した者は……」


    　叶かなえが呟つぶやき始めたのは、貴き治じ崎ざきからぶつけられた問いへの回答だ。


    　彼女の《天てん眼がん》は、さっきまで若者の額ひたいでゆらめいていた陽かげ炎ろうのごとき二本の角が、今は圭けいの前ぜん頭とう葉ように突き刺さっているのを捉とらえているだろう。鬼が宿やど主ぬしの死を察知し、その死をもたらした狩かり人うどへとプラグを差し替えたことを、まざまざと目まの当たりにしているはずだ。


    　燃えさかる深しん紅くの渦が、今は圭の体を深く包み込んでいることも。


    　殺したい──。


    　目の前にいるこの女どもを、殺したくてたまらない──。


    　しかし体は、溢あふれる殺意に応こたえてはくれない。鬼の憑ひよう依いを感知した圭の《天眼》が、即座に頸けい椎ついから下の神経伝達を遮断し、肉体の自由を奪っているからだ。鬼狩りの人員が新たな脅きよう威いへと脱皮しないように、何重にも施ほどこされている安全装置のひとつだった。使いようによっては大量殺さつ戮りくも可能な《朧おぼろ筐ばこ》を濫らん用ようされないようにと、停時フィールドの制御アカウントも真っ先に凍結されている。


    　殺意に支配された意識をわずかに残したまま、自由を失った圭の体がブレーカーを落とされたかのように崩れ落ち、薄汚れた地面がスローモーションで近づいてくる。


    　そんな圭の耳に、叶が呟いた回答の残りが届く。


    　鬼を殺した者は──、


    「……鬼になる」

  


  
    02◆鬼落としの門


    



    「ほら担たん架か急げ。そっちの若いのゴミは解げ毒どくと蘇そ生せい。済んだらその辺に捨てときな」


    　貴き治じ崎ざきがてきぱきと飛ばす指示に従い、麻ま痺ひした百もも刈かり圭けいの体を救命班のスタッフが運んでいくのを、乾いぬい叶かなえはじっと眺めていた。鬼は今や彼に乗り移り、ただの人間に戻った前憑ひよう依い者しやの若者は、蘇生と解毒、そして止血を施ほどこされて路地にそのまま放置された。


    　撤収には、十分もかからなかった。


    　バンの後部座席で揺られる叶の頭には、疑問が渦巻いたままだ。


    （これまでと、手順が、違う……？）


    　宿やど主ぬしの生命活動が停止すると、その死に連なるもっとも強い因果を持つ者へと、鬼のプラグは移動する。それこそ鬼が〝殺さつ戮りく因いん果が連れん鎖さ憑依体たい〟と呼ばれる所以ゆえんであり、鬼が持つ最も厄やつ介かいな特性だった。


    　たとえ直接の加害者がいなくとも、鬼は見えない因果の線をたどって、宿主を死へと誘いざなったトリガーをどこかで引いた誰かに、必ず憑依する。


    　そのことは叶だってよく理解していた。鬼を滅ほろぼす封ふう伐ばつ員いん候補生として、訓練課程で何度も叩たたき込まれた基礎知識である。問題は次のステップだ。


    「納得いかないって顔ねぇ。それこそ、今回の失態の全責任が後ろの馬ば鹿かにあるってことの、れっきとした証しよう拠こだわな」


    　くわえた禁煙パイプを上下に揺らしながら、貴治崎が親指で後ろの隔かく壁へきを指した。分厚いアクリル樹脂の向こうには、救命班スタッフの監視のもと、担架に体を縛しばり付けられた百刈圭が横たわっていた。


    「どういう意味……ですか？」


    「ブリーフィングが全然足りてなかったってこと。封伐に出んのこれで何回目だっけ？」


    「四度目、ですけど」


    「そのうち、赤鬼を追ったのは？」


    「二回、です」


    　鬼は、宿主の死によってのみ自身を変化させる。死の因果連鎖をくぐり抜けるたびに成長し、その都度、より厄介な脅きよう威いに育っていく。


    　なかでも、英語圏で活動する同業者たちが〝赤い悪魔レツド・デビル〟と呼ぶ存在──常人には見えない深しん紅くの炎をまとう赤鬼は、直接的な暴力による死の連鎖ばかりを何度も繰り返した鬼の姿だ。


    「でも〝尻しつ尾ぽ付き〟はまだだったでしょあんた」


    「はい……どんな相手かは、学科で学んだし、訓練時代にも、聞いてましたけど」


    〝尻尾〟は、鬼がたどった死の連鎖のどこかで、宿主が背後から襲おそわれて殺害されたことに起因する成長の証あかしだった。のたうつあの長い尾が、憑ひよう依い者しやの背後を常に監視する高度なセンサーであることを、叶かなえは今回、身をもって体験したばかりだ。


    「でも、甘く見てた。理解が、足りてなかった。浅はかでした」


    「あー、そっちもあるけど、もっと根本的なところ。あの段階まで成長した鬼ってさ、もう一ひと筋すじ縄なわじゃいかないの。いいこと？」


    　そこから貴き治じ崎ざきが語ってくれたことの多くは、とうに学び終えていた知識のおさらいばかりだったが、叶は口を挟まず、静かに耳を傾けた。


    　鬼──殺さつ戮りく因いん果が連れん鎖さ憑依体たいは、人間の前ぜん頭とう葉ように差し込まれるプラグとしてこの世に出現する。憑依先はランダムに選ばれ、その頻度は土地面積あたりの人口に比例して上昇する。


    　言うまでもなく、その値が世界でも飛び抜けて高い場所のひとつが、この東京だ。


    《門かど部べ》の戦略評価官の計算によると、この街では二百十二時間──およそ九日──に一体の割合で、新たな鬼が湧わき出しているという。それを上回るペースで鬼を滅ほろぼしていかなければ、いずれは敵の増加速度に追いつけなくなり、この都市が殺人者の群れに飲み込まれてしまうことを、その数字は教えていた。


    　彼ひ岸がんの世界からそうやって湧き出してくる第一段階の鬼は、額ひたいに生えた〝角〟──干渉アクセスプラグだけの存在であり、まだ危険度は低い。


    　それは他人への殺意を煽あおるだけであり、憑依された者はまだ意識を保っている。突発的に襲おそってくる殺意を意志の力と社会的なモラルで抑えつけて、他者に危害を加えることなく生きている者もいるという。


    　だが、殺し、反撃されて殺され、という連鎖が進んでしまうと、そうはいかない。


    　鬼は死から学習するかのように、脳や体への支配力を増していく。暴力による死の連鎖を経へた鬼は、同じ暴力の化け身しんである赤鬼へと変移していくし、間接的な謀ぼう殺さつの連鎖によって進化した鬼は、また違った恐ろしさを持つ青鬼となっていく。


    　もちろん、鬼自体がこうした色を持っているわけではない。


    　脳や神経に干渉して人を操あやつり、殺された者から殺した者へと因果の線に乗って転移し続ける鬼は、この世に生きる者には、そもそも見ることも触れることもできない存在なのだ。紙の上で躍おどる砂さ鉄てつが、決して裏側にある磁石を覗のぞき込めないのと同じである。


    　合成映像の中で着色された鬼の分類は、大気の揺れ方や、電離したイオンの量から判別しているだけの、都合上の区分けにすぎないわけだ。


    　でも事実、ゆらめく色彩の影をまとい始めた鬼は、区分けして然しかるべき違いを持ち始める。


    　赤はより凶暴に、青はより狡こう猾かつに。


    　この第二段階に至ると、鬼がもたらす殺意はもう、人間ごときの弱い意志や倫理感では抑えつけられなくなってしまう。殺人の連鎖はサイクルを加速し、鬼は急激な成長と変化を成し遂げる。《門部》にとって、一刻も早く封ふう伐ばつしなければならない、放置できぬ宿敵となるのだ。


    「でも宿やど主ぬしをブチ殺してもさ、鬼自体は消すことができないわけよね。それどころか、鬼の成長を一段階進めちゃうだけ。ほんと、クソ厄やつ介かいなアルゴリズムだわ」


    　この貴き治じ崎ざきをはじめ、《門かど部べ》に属する医者や科学者たちが、ときたま鬼のことをソフトウェアであるかのごとく語ることに、叶かなえはかなり前から気づいていた。そしておそらく、それは正せい鵠こくを射ているのだろうとも感じていた。


    　憑ひよう依いされた人間の命は奪えても、鬼は殺せない。


    　裏で動いているプログラムを停止させない限り、鬼は滅ほろびないのだ。


    「でもシンプルなだけに、穴もある。そこんとこだけは、このクソったれなコードを書いた誰かさんの手抜きっぷりに感謝しなくっちゃねぇ」


    　貴治崎はそこで言葉を切り、叶のほうを向いた。


    「鬼を滅ぼす方法、いくら見習いつったって、ちゃんと理解してんでしょ？」


    「自死……ですよね？」


    「そ。ジャンプ先アドレス不備。次の憑依対象が自分自身ってことだから、どっちかっつうと無限ループかね。カラス神父が最後に窓から飛び降りなきゃいけない理由さね」


    　貴治崎の言葉にあったのは、とある有名なホラー映画のエピソードだったのだが、残念ながら叶はその映画を見たことがなかった。


    　当然、意味も摑つかめなかったわけだが、それでも言いたいことは大枠で理解できた。叶もすでに任務で目にし、学んでいたことだからだ。


    　鬼は、死の原因をもたらした者を、新たな宿主として定める。


    　その特性を利用して、鬼を消し去る手順があるのだ。


    　自殺──すなわち〝宿主が自みずからの意志で自分の死の引き金を引く〟というケースに落とし込めば、鬼は〝新たに憑依すべき対象がすでに死んでいる〟という抜け出せない穴に嵌はまってしまうのである。


    　封ふう伐ばつ員いんが鬼の宿主を何らかの手段で殺害すれば、鬼はその封伐員に取り憑つく。


    　そしてその封伐員が自ら命を絶てば、鬼は消しよう滅めつするのだ。


    　そのために、叶たちに与えられた改造眼球《天てん眼がん》には、中ちゆう枢すう神しん経けい毒どくを随ずい意い的に合成する機能が持たされていた。脳に直接注入される毒によって自決し、憑依した鬼が消滅したことを見届け役のバックアップ要員が確認したのち、駆かけつけた救命班によって毒の中和と心しん肺ぱい蘇そ生せいが施ほどこされるのである。


    　命を救える状況にあるなら、前の宿主もその場で蘇生され、救助されることになる。目には見えない鬼だけを、この世から滅ぼして。


    　もちろん叶も、封伐が任されたならそうするつもりだった。


    「でも今回のはさ、ちょいと育ちすぎてたわけよ」


    　第三段階──脳と全身の神経にプラグの支配が及び、様々な付属器官を生やし始めた鬼には、そんな封ふう伐ばつの手順が通用しないというのだ。


    　今回のケースが、まさにそれ。


    「この段階まできた鬼ってのはね、糸を手た繰ぐる力が半端ないの。確率としては大きくはないけど、自死のループに持ち込んでも、因いん果がの線をたどって誰かに再憑ひよう依いしちゃう可能性が出てくるわけよ。たとえば、任務を補佐してたあんたにとか、あるいは──」


    　貴き治じ崎ざきが告げたのは、考えるだに恐ろしい結論だ。


    「──その命令を出した、うちの上層部の誰かとかにね」


    　初耳だった。


    　でもそれは、叶かなえが抱えていた疑問の答えにもなっていた。隔かく壁へきの向こうで拘こう束そくされている百もも刈かり圭けいは、自死の手順を踏んだ通常の封伐作戦なら、すでに死と蘇そ生せいを順に経由して元通りになり、叶の隣に座っているはずなのだ。


    　でも今回、圭は鬼に憑依されたまま自由を奪われ、本部へと運ばれている。


    「そこんとこをね、後ろの馬ば鹿かはちゃんとあんたに説明しとくべきだったの。いくら急に入った任務だとしても、伝えとく時間ぐらいいくらでもあったはずでしょ」


    　そう締めくくると、言うべきことは言ったとばかりに欠伸あくびをして、貴治崎は黙った。


    　言われてみれば、往路での圭はどこかおかしかった。何か物思いにふけっていて、叶も現場到着の直前まで、声をかけるのをためらってしまったのだ。


    　でも──。


    　やはり悪いのは自分だ、と叶は思う。


    　百刈圭とのコミュニケーションを避けているのは、自分のほうなのだ。意思疎そ通つうができるように普段から接していれば、彼だって説明を省はぶいたりしなかったのではないだろうか。


    （現場でも、私が功を焦あせって先走らなきゃ、何も問題は起きなかった）


    　自分ひとりでも鬼を倒せることを証明したい──そんなエゴを丸出しにして単独追跡に踏み切ったりせず、ベテランの圭と共に行動していれば、もっとましな結果が出せたはずなのだ。


    　上が与えてくれたチャンスを無駄にし、圭がかけてくれる心配を無む為いにしている。


    （先輩と……話し、してみなきゃ）


    　目を伏せ、シートの上で膝ひざを抱え込む。


    （でも）


    　撤収の直前に目にした、自分を殺そうとしたあの若者の顔が、瞼まぶたの裏側に浮かぶ。


    　救命班に蘇生を施ほどこされた若者の顔は、穏やかだった。鬼が落ちた彼は、どこにでもいるような普通の青年としか見えなかったのだ。


    《門かど部べ》から、すでに所しよ轄かつ署しよへの連絡はついている。港区の公園で五名を刺殺後、四日にわたって警察捜査の網あみから逃のがれ続けた殺人犯は、今夜のうちにあの路地で逮たい捕ほされ、明日あしたの朝刊に載ることになるだろう。


    　彼に罪があったのかどうか、膝ひざを抱えたまま、叶かなえは考え続ける。


    　答えは出ない。


    　ただひとつはっきりしているのは、もし叶の最後の一撃が届いていれば、鬼に憑ひよう依いされていたあの青年は蘇そ生せいもせず、真の死を迎えていただろうということだった。真っ二つに体が断たれてしまったら、いくら《門かど部べ》の救命班とはいえ、生き返らせることは不可能だ。


    　乾いぬい叶は、あの若者の命を無視した。


    　百もも刈かり圭けいは、決して無視しなかった。


    　その断絶の大きさが、叶には酷ひどく苦しいのだった。
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    《門部》──内閣府宮く内ない庁ちように属する、表向きは存在しない外げ院いん。


    　平安の時代から千二百年以上にわたって、この国で鬼の封ふう伐ばつを生なり業わいとしてきた狩人かりうどたちの根ね城じろ。昭和の後期に京都から移転してきたというその本部は、地下深くにあった。


    　副都心の高層ビルを間近に望む、オフィス街のど真ん中。


    　地上設備の外観は、四方をテナントビルに囲まれた小さな神社でしかない。


    　隣接するビルの地下駐車場から、専用のエレベーターで降下すること、およそ百七十メートル。かつてソビエト連邦と呼ばれた北の大国と、この国の保護者を気取る合衆国との間で繰り広げられた軍拡の熱狂が、その場所に核シェルターを造らせたのだという。


    　工事の名目は、地下鉄のトレインヤード増設。本当の目的は、権力者たちの避難場所。巨大な地下空洞がくりぬかれたのは、もう半世紀近くも前のことだそうだ。


    　もちろん、叶はそんな時代のことなど、教科書の中でしか知らない。


    　それでも地下に穿うがたれた施設の規模を目まの当たりにするたび、その当時には確かに存在したのだろう狂気の大きさを、彼女なりに測ることができた。


    　やがて、冷戦の終結と老いた権力者たちの他界によって、この地下施設は無用の長ちよう物ぶつとなり、それを《門部》が秘ひ密みつ裏りに譲ゆずり受けたのだと聞く。


    「あの、この階って」


    　貴き治じ崎ざきに連れられて叶が降り立ったのは、これまで足を踏み入れたことのない階層だった。


    　エレベーターの出口からは、太い通路がまっすぐに二十メートルほど、突き当たりを塞ふさぐ分厚そうな金属隔壁まで続いているだけだ。


    「そ、あんたのセキュリティ・ライセンスじゃ入れない階。ここ、普段は式しき務むの管かん轄かつだから」


    《門部》が三つの部署によって成り立っていることは、叶も理解していた。


    　ひとつは〝封ふう務む〟──叶たちが属する、鬼を封伐する実行部隊である。


    　それを支えるのが〝巧こう務む〟──移送、機材管理、通信連絡、分析や戦略立案などをまとめて担当する部署だ。組織の円えん滑かつな運営のために最も大切な部位がこうした〝裏方〟であることは、学校のクラス運営から政治の場に至るまで同じはずである。封ふう伐ばつ作戦を補助してくれるサポート班や、貴き治じ崎ざき花はなの率ひきいる医療／救命班もここに所属していた。


    　そして最後に残るのが──〝式しき務む〟。


    　名前だけしか聞かぬその部署が、この地下施設のどこにあり、どんな仕事をしているのか、叶かなえはまだ知らされていなかった。


    「ま、自分の目で確かめるのが一番よ、ほら、行きなさい」


    「貴治崎……さんは？」


    「あたしゃ、もいっかい上がってあの馬ば鹿か連れてくるし」


    　どうやら、権限を持たない叶を通すためだけに、わざわざ同行してくれたらしい。


    　左右にゆっくりと開く自動隔壁を四つもくぐった先には、巨大な空洞があった。


    　直径で七十メートルはあるだろうか。


    　天井が闇やみに滲にじんで見えないほどの、部屋ともドームとも呼べぬ丸い空間だった。


    　どこまでもフラットな床ゆかは、美しく磨かれた大理石か何かの石張りで、自分の汚れたスニーカーが踏むべきものにあらずという気分にすらなってくる。あまりに殺さつ風ぷう景けいすぎてオモチャじみて見えるそんな空洞の中央に、奇妙なものがぽつんと立っていた。


    （……鳥居？）


    　まさしく、鳥居だった。しかし色は朱ではなく、鈍にび色いろ。


    　直線だけで構成されていて、柱の断面も見たところ四角のようだ。それが地上にある小さな社やしろの鳥居と同じ形であることに、叶は気づいた。


    　あの神社の前を通るたび、なぜ両の柱が角張っているのだろうと常々疑問に思っていたのだが、地下深くにそそり立つこの鳥居をそのまま象かたどったものであることは、こうして実物を見ればもう明らかだった。


    　鳥居の前には、二人の人物が待っていた。


    　うちひとりは見知った老人だった。なにしろ、叶のはるか上に位置する上司なのだ。


    　アロハにサンダル履きという、ラフにも程がある出で立ち。


    　いつも通信の向こうで、厳いかめしげな声で命令を放つ老指揮官──阿あ黍きび宗そう佑すけである。


    　叶の先輩であるあの百もも刈かり圭けいを、百ひやく戦せん錬れん磨まの筆頭封伐員へと育て上げた師であり、伝説的な強さを語り継がれる元封伐員であり、《門かど部べ》の当主代行を務める男でもあった。


    　鬼を狩り続けるこの組織の、事実上のナンバー２であり、最古参とも聞く。


    　トップに立つ〝当主〟がどこの誰なのかをまだ知らされていない叶にとって、彼の姿はすなわち、鬼狩りの狩人かりうどたちを率いる王そのものである。


    　そして阿黍は、訓練生時代の初期に、叶を鍛きたえ上げてくれた教官のひとりでもあった。


    　緊張が背筋を走り、びくりと体中の筋肉が震える。


    　こうして肉眼で見える距離にいるだけで、ギロチンの刃やいばに取り囲まれているかのような気分になってしまうのが常だった。重心を落とし、いつでも逃げられるよう身構えてしまいそうになる体を、なんとか意志で押さえつける。


    　人好きのする笑い皺じわを湛たたえたこの年配の小男が、四年前にその座を百もも刈かり圭けいに譲ゆずって現役を退しりぞくまで、最強の筆頭封ふう伐ばつ員いんの名をほしいままにしていたことを、叶かなえは知識として知っている。


    　この道に足を踏み入れたのは二年前なので、当時のことは又聞きでしかないのだが、その強さと厳しさの一端は、彼が教官を担当した訓練時代の一時期、我が身をもって何度も体験し、心に刻み込まれていた。


    　老齢にさしかかってなお、その体は矍かく鑠しやくとしている。


    　アロハの袖そでから露あらわになった両の腕は、一見して年相応に細く筋張っては見えても、その実、エッジの立った筋肉が皮ひ膚ふの裏に敷き詰められていることが遠目にもわかる。


    　鬼教官であり、上司であり、伝説でもある男の前で、いつもの叶なら身を縮めてしまっていただろう。叶は決して、優秀な生徒ではなかったのだ。


    　萎い縮しゆくを免れたのは、老指揮官の隣に並ぶもうひとりに注意が向いたからだった。


    （女の……子？）


    　まだ年若い、幼おさないとすらいえる少女だった。


    　体が勝手に一歩を踏み出した。歩を進めるにつれ、叶の身を縛っていた緊張が不思議なほどに解けていった。それほどにその姿は吸引力があり、同時に異様だった。


    　目の前に立つ頃には、両の瞳ひとみが彼女に吸い付いて離せなくなっていた。


    　この世の者とは思えぬ、啞あ然ぜんとするほどの、美──。


    　もっと具体的に言うなら、少女は、作り物めいていた。


    　莫ばく大だいなギャラを支払ってキャスティングしたトップスターの子役に、ハリウッドの有名スタジオが特殊メイクとＣＧ補整を施ほどこしたのなら、まさにかくあろうかというその容よう貌ぼうは、スクリーンの中に生み出される幻想の中にのみ存在が許される類たぐいのものだった。


    　なにしろその肌はだは、命の営みを感じさせぬほどの純白。


    　まっすぐな髪は、腰を通り過ぎてふくらはぎあたりまで長くしなだれ、その流れる一本一本は黒ではなく、星々を湛たたえているかのようにきらめく銀色だ。


    　身を包むのは、折り目のしっかりした白しろ装しよう束ぞくに、目の醒さめるような朱色の袴はかま。


    　美しく彫ちよう塑そされた面相が、神こう々ごうしさと同時にどこか人形じみた印象を与えるのは、完かん璧ぺきなまでの左右対称性と、表情の乏しさゆえだろうか。


    　こちらの視線を捉とらえて放さぬその顔に、確固たる意志をもって輝かがやくのは、澄んだ空がどこまでも広がる草原のごとき、鮮あざやかな青とライトグリーンで上下に塗り分けられた瞳。
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    　後頭部のやや後ろでは、金色の粒りゆう子しがまたたきながら宙を舞い、これぞ聖者の証あかしと言わんばかりに、おぼろげな輪を空中に描えがき出してすらいる。


    　何度瞬まばたきしても己おのが目を疑い続けるほど、この世の者とは思えなかった。


    　あまりにも、命の暖かみが希薄で、


    　そして、美しすぎた。


    「やあ、叶かなえちゃん、はじめまして。がんばってるみたいじゃない」


    　幼くも芯の通った声で、話しかけられた。


    　どう対応していいのかわからず、「あ」とか「え」とかいう無ぶ様ざまな呻うめき声が出た。


    　なにしろ少女の白い顔は、軽々しい口調とは裏腹に、ほとんど表情を変えていないのだ。


    「楽にしてよ。叶ちゃんもこれから、ちょくちょくここに来ることになると思うから。さっき宗そう佑すけと決めたんだ。君を筆頭封ふう伐ばつ員いんの正式パートナーに採用するってさ。いいよね、宗佑？」


    　誰もが畏い怖ふと尊敬をもって語る阿あ黍きび代行のことを、少女は呼び捨てにしていた。


    　そのことに異議も唱えず、怒りの表情も浮かべず、わずかの躊ちゆう躇ちよすら見せずに、鬼司令官が恭うやうやしく頭を下げ、少女に向けて一礼する。


    　叶はようやく理解した。内閣府宮く内ない庁ちよう外げ院いん──《門かど部べ》のすべてを統とう轄かつするこの伝説の男が、誰の〝代行〟であるのかを。


    「ああ、そういや自己紹介すんの忘れてたね。ボクは燈あかり」


    　神々の美しさを持つ少女は、その容姿や冷たい無表情さにはまったくそぐわない言葉遣いのまま、こう続けたのだった。


    「この《門かど部べ》の当主、百もも刈かり燈あかりだよ。お兄ちゃんともども、今後ともよろしく」
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    　首から下が麻ま痺ひした体をストレッチャーに乗せられて、百刈圭けいは中央ドームへと運び込まれた。そして、妹の声を聞いた。


    　目を閉じ、歯を食いしばり、頭の中で轟ごう々ごうと燃える殺意をなんとか押し留とどめる。


    　生なま半はん可かな封ふう伐ばつ員いんでは思考をまるごと上書きされてしまいかねないほどの、赤黒い渦の中にいながらも、なんとか自みずからの意識を保てているのは、十五のときに封伐員に選抜された日から数えて、すでに七年にもなろうとしている鬼の封伐経験あってのことだ。


    　殺し、憑ひよう依いされ、自ら命を絶ち、そして生き返る。


    　自我を守る鎧よろいとなっているのは、そんなルーチンワークを延々と繰り返してきた幾百もの夜が、圭の心の表面に積み重ねてきた錆さびの重さだった。


    「──そうだよ。宇宙人。最初はみんな信じてくれないんだよね」


    　燈の声は、いつも妙たえなる音楽のように耳を撫なでる。


    　どうやら妹は、あの厄やつ介かいな新人、乾いぬい叶かなえと喋しやべっているらしい。


    「でもどっちかって言うと、異星知性体って呼んでほしいかな。ボクの中にいるのは、ヒトってわけじゃないからさ」


    　新入りに洗礼を施ほどこしているのだと、圭にはわかる。正規の封伐員を含む、組織の中ちゆう枢すうメンバーだけが知ることを許されている真実──自分の正体を伝えているのだ。


    「ふたつでひとつ。つまり、共生してるわけ。ずーっと昔っからね。今の担当が、このボク」


    　仰あお向むけになって運ばれる圭には、そんな妹の姿は見えていない。


    　そして、見えていないことに安あん堵どする。見たくなどなかったからだ。


    　二十二歳になる圭とは、本来なら一歳しか離れていないにもかかわらず、燈は十二、三歳程度の幼おさない姿を保っていた。神経系に寄き生せいした存在によって、肉体の代たい謝しやが常人の六分の一まで引き落とされているせいで、加齢が極端に遅いのだ。


    　人間の毛根細さい胞ぼうは独立した代謝系を持つため、栄養が充分に行き渡らない状態で伸びた髪は、細胞の間に隙すき間まができ、その空白や気泡が光を乱反射する。


    　だから彼女の髪は、銀色に輝かがやいている。


    　左右の首筋には、人類にはない神経瘤りゆうが二つも埋まっているそうだし、表皮は半年に一度の間隔で銀粉状になって剝はがれ落ち、入れ替わるとも聞く。


    「ヒトの形をしてないモノに指図されるのって、なんかヤでしょ？　だからこういう二人三脚が必要なわけさ」


    　燈の姿をした、燈でないモノ。


    　そこには、ボーイッシュなショートカットで元気に走り回るおてんば娘だった、かつての妹の面おも影かげはどこにもない。


    　今や燈あかりは、《門かど部べ》の狩人かりうどたちを束ねる託たく宣せんの巫み女こであり、鬼狩りの長おさだ。


    　平安の世から千年以上にわたって蓄積された記憶と知識をすべて受け継ぎ、冷徹に鬼の討とう伐ばつを命じる彼女は、それでも圭けいのことを「お兄ちゃん」と呼ぶ。


    　圭にはそれが辛つらく、よく目を逸そらしてしまう。


    「考えてもみてよ。停時フィールドなんていう、人類には原理すら理解できないテクノロジーを、誰がもたらしたのか」


    　十二年前。心因性ショックで擬死タナトーシス状態となり、外界との反応を失い、何も見ず何も喋しやべらず、生きるための食物摂取すらひとりでできない虚うつろな抜け殻がらとなった彼女と、その兄である圭は、《門部》の筆頭封ふう伐ばつ員いんだった阿あ黍きびに引き取られた。


    　圭は鬼を討伐する狩人として育て上げられ、妹の燈は、平安時代には陰おん陽みよう師じたちの神であったという異星知性体の器うつわ──依より代しろとなった。


    　ストレッチャーで運ばれながら、圭はやはり燈から顔を背そむけた。変わり果てた妹の姿を目に入れたくはなかったし、鬼の憑ひよう依いによって圭の中で荒れ狂っている殺意が、彼女へ向けられてしまうのも嫌だったからだ。鬼とは別種の人じん外がいと成り果ててはいても、それでもその肉体は、圭のたったひとりの肉親だったものなのだ。


    　担たん架かの移動が止まり、しばしの静寂が生まれた。


    　燈と叶かなえの息づかいが、すぐそばに感じられる。


    　沈黙を破ったのは、やはり燈だった。再び叶に語りかける。


    「……とにかく、今は鬼落としが優先だから、詳しいことはあとでゆっくりね。門を開くから、そこ動かないで」


    　その門──鈍にび色いろの鳥居は、妹から顔を背けたことで、もう圭の視界に入っていた。


    　日本の神社にある多くの鳥居は、明みよう神じん鳥居と言われるものが大半だ。


    　二本の円い柱は亀腹と呼ばれる台座を持ち、内側にやや傾いて配置される。その頂上に横渡しに乗せられるのは、島しま木ぎと笠かさ木ぎという二つのパーツをひとまとめにしたもので、末端にいくにしたがってわずかに反そり返っている。その下にやや隙すき間まを空けて渡されたもう一本の横木は貫ぬきと呼ばれ、文字どおり、柱の外側まで貫通している場合がほとんどだ。


    　この《門部》中央ドームに鎮ちん座ざする鳥居は、様子が違った。


    　最上部の横木はひとつのパーツから成り、反りを持たず、まっすぐだった。左右の柱も直立していて、そこに渡された二本目の横木は貫通していない。明神鳥居よりも歴史の古い、神しん明めい鳥居に近い形状である。


    　そして両の柱は、円柱ではなく四角い断面を持っていた。あらゆる部分が直線だけで構成された、シンプルな形状だった。


    　息を呑のむ音が、圭けいの耳に届いた。おそらく叶かなえのものだ。


    　目の前の鳥居が輝かがやき始めたのを目にした驚きだろう。


    　鈍にび色いろからゆらめく虹にじ色へと、内側から染み出るように光が溢あふれる。


    　それに合わせて、両の柱が左右へとスライドし、下段の横木もそれに合わせて不ふ可か思し議ぎに伸びながら、地面へと下がっていく。


    　ただの鳥居ではないのだ。


    　これもまた星界の技品──《天てん眼がん》や停時フィールドと同じく、人類の科学力をはるかに超越したテクノロジーの産物である。


    　非の打ちどころのない均等比率を持つロの字形の枠と化し、床ゆかからわずかに浮かんだ虹色の門を、その中央から純白の光の膜が広がって満たしていく。


    「これが、鬼落としの門。《門かど部べ》──門を扱う者、っていうこの組織の名の由来だよ」


    「鬼落としの……門」


    　オウム返しに呟つぶやく叶の声が、畏い怖ふに震えている。


    「そう。この枠はね、量りよう子しの泡から生せい成せいしたワームホールの特異点を広げて固定するためのもの。どういう理屈なのかの説明は無理だから期待しないで。コアの部分を記述できるだけの言語と数式を、人類はまだ持っていないから。ほら、見てて。次のプロセスが始まるよ」


    　白で満たされた虹色の枠に、ナイフでスライスしたかのような筋が入った。薄く前後に二に分ぶんされ、そのまま左右にスライドして、二つの門へと分かれていく。


    「ワームホールの入り口と出口さ。この二つは繫つながってるんだ。片方の門から入ると、もう片方に出る。逆方向もしかり。すぐそばに出口を開いた行き来自在の通路って考えるといいよ」


    　説明を受けている叶が、ちゃんとそれを理解し、ついていけているのかは怪しいものだ。圭とて、初めてこれを見せられたときは、ただただ呆ぼう然ぜんとするしかなかったのだから。


    　ごとん、と音を立てながら地面がせり上がり、左側の門へと続くスロープが形作られる。


    　そしてその直後、ばしん、という軽い衝しよう撃げきが走る。


    　右側の門が、一瞬にして黒い立方体に包み込まれたのだ。


    「ただの停時フィールドだよ。このボク自身のアカウント。じゃ、お兄ちゃんを送り出そうか。ハナちゃん、お願いね」


    「仰おおせのままに。いくわよ馬ば鹿か」


    　貴き治じ崎ざきの返事とともに、圭を乗せたストレッチャーが押し出される。


    「も、百もも刈かり……先輩を、この中へ？」


    　叶の疑問はもっともなものだ。魔法めいた二つのゲートが、燈あかりの言うとおりに空間を結びつけているとしても、その片方は停時フィールドで封じ込められたままなのである。


    　入り口は開いていても、出口のほうは時間が凍り付いている。


    「そう。成長しすぎた鬼を滅ほろぼす唯ゆい一いつの方法だよ。この停時フィールドにはね、ひとつの命令を与えてあるんだ。己おのれの外で一万年が経たったら、自分自身を解除せよってタイマーなんだけどさ、どうなるか考えてみてよ」


    　そう言われたところで、すぐに答えを出せるようなものではないことぐらい、燈あかりはわかっているはずだった。そしてやはり、妹の声はふた呼吸ほどしか挟まずに先を続けた。


    「外で一万年が経過する間、あっちの門の時間は止まってるわけだよね。封じてからもうすぐ九十秒経つけど、ここと繫つながってる〝あっちの門にとっての九十秒後〟は、停時フィールドのタイマーが切れてからの九十秒後なんだ」


    　ひと繫がりになった時空間の穴。


    　入り口はこの現在にあるままで、静止した時の断絶を経へた出口だけが、一万年の放置という形をとって、はるか未来へと送られる。


    「わかるかな？　つまり開いたままのこっちの門をくぐれば──」


    　圭けいの横たわる担たん架かがスロープに乗りかかるのに合わせて、燈は言葉を結んだ。


    「一万年後に、お兄ちゃんはあっちの門から出てくるわけ」


    



    　　　◇　　◇　　◇


    



    　門をくぐると、そこは薄ぼんやりとした暗くら闇やみだった。


    　場所は変わっていない。《門かど部べ》本部第七層の地下空洞、中央ドームだ。


    　肌はだ寒かった。


    　それでも体が急に軽くなり、頭を占領していた焼けるような殺意が失うせていくのが、圭にはよくわかった。憑ひよう依いしていた鬼が消しよう滅めつしたのだ。


    　それを《天てん眼がん》が感知して、遮断されていた神経を繫ぎ直すべく薬剤を投与してくれる。痺しびれて動かせなかった手脚に、ぴりぴりとした痛みとともに、だんだんと感覚が戻ってくる。


    　担架の拘こう束そく具ぐが自動でほどけるのを待って、圭は身を起こす。


    　分厚い埃ほこりが積もるドームを、ワームホール膜の仄ほのかな光が、うっすらと照らし出していた。


    　耳にはめたままのコミュニケーターに、声が届く。


    『ようこそ、百もも刈かり圭封ふう伐ばつ員いん。現在時間は、西暦一万二千──』


    　圭のいたあの時代から、一万の夏と冬を隔へだてた、もう意味を持たない年号が続く。


    　その声は、人間のものではない。


    　圭が出てきた、時の凍り付いていたほうの門ではなく、一万年という長い時間をずっと外で耐えてきたもう片方の門が、長いカウントを過去からの来訪者に告げているだけなのだ。


    　その響きには知性はなく、感情もない。


    　機械的に喋しやべるだけの合成音声が、続けてどんなに苦い報告をするのかも、圭は百を超える経験から知っていた。


    『──あなたを除けば、この惑星の総人口は、ゼロです。現在、地球人類の滅めつ亡ぼうから、九千八百七十四年が経過しています』


    　圭けいに憑ひよう依いしていた鬼が消えてしまった理由は、そこにあった。


    　ここが、人類がすでに絶滅した未来だからなのだ。


    　鬼は『自分が憑依する宿やど主ぬしの同族を駆く逐ちくする』という基本命令を持たされ、別次元から送り込まれた駆除プログラムのようなものだと推察されている。そして鬼を滅ほろぼすには、自決毒を使った鬼落としのように、そのプログラム自体の穴を利用するしかない。


    　宿主以外の人類がもう存在しないという状況に放り込めば、任務を果たし終えたそのプログラムは停止し、自壊する。


    　人類絶滅後の未来への、タイムトラベル──。


    　それこそが、どれだけ成長した鬼でも確実に滅ぼせる、唯ゆい一いつの手法なのだ。


    「百二十六年……か」


    　一万マイナス九千八百七十四。圭が呟つぶやいたのは、単純な引き算の答えだった。圭にとっての現代であるあの時代から、たった百年と四半世紀で、人類は滅亡してしまったのだ。


    　人類絶滅という悲劇のイベントを前提とした、時間旅行を利用した鬼落とし──絶望に値するその仕組みを、正規封ふう伐ばつ員いんとなった者は必ず知ることになる。


    　あの新人、乾いぬい叶かなえもちょうど今頃、《門かど部べ》の当主である燈あかりからその説明を受けていることだろう。そう思い巡らせてから、唇くちびるに乾いた自じ嘲ちようの笑みを浮かべ、頭の中で訂正する。


    〝今頃〟などではない。それはもう、一万年も前に過ぎ去った事象なのだ。


    　叶も、女医の貴き治じ崎ざきも、師である阿あ黍きび代行も、そして妹の燈も、もうとっくの昔にそれぞれの人生を終え、死に絶えている。


    　人類の、文明のすべてもだ。


    　燈が叶に、どんなふうに真実を伝えたのか、圭には易やす々やすと想像できる。自分もかつて同じことを、その口から告げられたのだから。


    　真実を知り、絶望の未来を見つめること。それは、あの中央ドーム──《門部》の聖域に入ることを許され、正式な封伐員として認められた者が必ず受けねばならない、残酷な通過儀礼だった。


    　燈は、こう断言しただろう。


    「ボクらは負ける。人類は滅ぶ。今のところ、それは確定してるんだ」


    　叶は動揺したはずだ。でも、構わずに燈は、すべてを告げただろう。


    「鬼の出現率はね、世界人口の増加に合わせて指数関数的に上昇してるのさ。グラフのカーブは、どんどん曲がって急角度に跳ね上がっていく」


    　その先に待つのは、圭がこうして立っている、静寂に満たされた死の世界だ。


    「このまま人口増加が続けば、あと五十年ほどで閾いき値ちを超え、封伐が追いつかなくなる計算になるんだ。鬼の出現は急増し、死と成長の連れん鎖さはとめどもなく加速して、人類は、いともあっけなく殺し尽くされる」


    　そして破は滅めつへの秒読みはおそらく、そんな計算よりも早くやってくる──否いな、きたのだろう。大量破壊兵器のスイッチを管理する軍部の人間や政治家に強力な鬼が憑ひよう依いすれば、全面戦争への道など簡単に開いてしまうのだから。


    　人類の絶滅はとうの昔に約束されており、人々が耽たん溺できする安あん穏のんと平和は、砂漠を渡る遭難者の水筒に残った、最後の一口の潤うるおいでしかなかったのだ。


    　瞳ひとみに暗い炎を宿し、自分自身を押し殺しながらも血気にはやるあの新人──乾いぬい叶かなえは、それをどんな思いで聞いただろうか。


    　敗北を先延ばしすることだけに、命を懸かける修しゆ羅らの道──圭けいも追うそんな轍わだちを、彼女には歩ませたくなかった。昇進には反対だったし、現場に出そうという判断にも怒りを覚えた。


    　その怒りが、叶のことを本気で慮おもんぱかってのものだったら、どれほどよかっただろう。


    　そうではないのだ。


    　十二年前の秋、あのベンチの脇わきに阿あ黍きびが立ったように、一昨年の初夏の日、両親を亡くした彼女に手を差し伸べたのが圭だった。叶をこの世界に引き入れてしまったのは、自分なのだ。


    　つまるところおまえは、そのことが後ろめたいだけだろう。


    　そう自みずからを嘲あざけりながら、圭は振り向き、並んで浮かぶ二つの門を眺めた。


    　乗ってきたストレッチャーの向こうで、圭が通り抜けてきた白い膜が輝かがやいていた。その隣に浮かぶ、一万年前にくぐったもう片方の門からは、同じ光は失われている。時の流れのどこかで、そっちの入り口は閉じられたのだろう。


    　一万年にわたって時が凍り付いていたおかげで、まだ開かれてからほんの数分しか経たっていない生きた側のゲートをくぐれば、圭は再びあの〝現代〟へと戻ることができる。叶が通過儀礼の説明を受けている最中に帰ることもできるだろう。


    　でも、圭にはその前に、することがあった。


    「施設の状況と、地上へ出られるかどうかを教えてくれ」


    　門からの回答は、耳のコミュニケーターに、淡々とした口く調ちようで返ってきた。


    『施設の動力はすべて損失し、上層の三フロアが地ち殻かく変動により崩ほう落らくしています。地上へのルートは第三非常脱出坑こうの階段が通じていますが、出口扉とびらが開くかどうかは不明。少なくとも大気は呼吸可能です』


    　知りたいことはそれで充分だった。もし外が強い放射能で溢あふれていたり、水没したりしているのなら、そう警告が返ってきたはずだからだ。ドームの出口に向かって、圭は歩き出した。


    　背後から、言葉が続いた。


    『なお、今の質問に対応したメッセージが残されています。録音者は貴き治じ崎ざき花はな。再生します』


    「あんたの検査終えなきゃこっちゃ寝られないんだからさ、これが聞こえたら、道草なんかしないでとっとと帰ってこい馬ば鹿か」


    　一万年も大切に保存されてきた内容がこれかと、苦笑するしかなかった。帰ったら貴き治じ崎ざきにまた睨にらまれることになるなと肩をすくめながら、圭けいは歩みを再開した。


    　動力も失い無人の廃はい墟きよとなった地下空洞には、当然照明などなかったが、暗視機能のある圭の眼めは、周囲をちゃんと見分けることができた。通路を抜け、錆さび付いた鋼鉄の非常扉とびらをこじ開け、三百メートル近い深さの地底から延々と上に続く細い螺ら旋せん階段を、汗だくになりながら登っていく。


    　脚の筋肉を酷使するだけの単調な繰り返しの中で、またもや自分を嗤わらう。


    　結局自分は、くだらない道草をやめられていないのだ。子供のときと、何も変わらずに。


    　地上に出るのは、滅ほろんだ世界を、自分の目で確かめるためだ。


    　それは、未来を訪れるごとに圭が行おこなう、儀式のようなものだった。


    　来るたびに、その景け色しきは異なっていた。


    　出口が瓦が礫れきや土砂に埋もれて、地上まで出られなかったことも多い。全面核戦争でも起きたのか、微量の放射線を感知して警告を発する《天てん眼がん》をなだめながら、草木一本生えぬほどに凍りついた廃墟を歩いたこともある。


    　今回もまた、そこは静かな世界だった。


    　外の明るさに、圭の改造眼球が瞬時に順応する。深夜ではなく昼間なのは、圭のこんな〝道草〟を知る燈あかりが、停時フィールドでの封ふう鎖さ期間を、一万年ジャストからほんの数時間だけずらして調整してくれていたからだろう。


    　かつてそこに立っていた小さな神社の、朽くちた石の瓦礫の中から、圭は這はい出た。


    　ビル街はとうに崩れ落ち、至る所で鉄骨の骨組みを天に向けていた。


    　樹齢が千を超えているだろうとおぼしき太い樹木が、そんな塔の残ざん骸がいに[image: ]ねじれながら絡みついて、緑の梢こずえを雄大に広げていた。青空が覗のぞく雲間から光が射し込む中、肌はだ寒い風が吹き付け、うっそうと茂る草を揺らせている。生物化学兵器でも使われた痕こん跡せきなのか、瓦礫の隙すき間まで動く小動物や鳥たちは、どことなく姿が歪ゆがんで見えた。


    　その光景は、圭たちの敗北の姿だ。


    　増え続ける鬼に人類が敗北し、滅ぼされた世界。


    　それでも圭は、その景色をなぜか美しく思い、こうして毎回、地表までわざわざ上がってきて眺めるのを、どうしても止められないのだった。


    



    　探索は、十分ほどで切り上げた。再び地下まで降りてゲートを逆向きにくぐり、圭は現代の《門かど部べ》本部へと戻ってくる。


    　背後で、ジッ、というノイズ音と、空気の震える気配。


    　振り向くと、圭を未来に送り込んだ白い膜と、もう片方の門を包み込んでいた黒い箱が消えている。圭けいの帰還を確認すると同時に、異星の知性体をその身に宿す燈あかりが、ゲートの片方を封ふう鎖さしていた停時フィールドを解除し、ワームホールを閉じたのだ。


    　その瞬間──ひとつの未来がキャンセルされたことになる。


    　これから一万年間、ゲートが開いたまま封じられている、という前提が崩ほう壊かいし、圭の見てきた景け色しきは、もはやこの世界とは繫つながらない〝分ぶん岐きした可能性の未来〟として切り離されたのだ。


    　あの廃はい墟きよは、未来のどこかにある。


    　しかしもう、この時間線の延長上には存在しない。


    　鬼を封じるということは、憑ひよう依いされた人間ひとりの運命を変えるということであり、バタフライ効果によって未来は必ず変化する。だから次にこの門で鬼を滅めつするときには、また別の景色がそこに広がっているだろう。


    　滅ほろびの時を、少しでも先に逃のがそうと闘い続ける圭たちの一歩一歩が、その未来の形をわずかずつ変えていく。


    　再びひとつに合わさり、元の鳥居の形へと構造を戻していくゲートの横から、圭の帰還を待っていた燈が、拙つたない足取りで歩み寄ってくる。


    　銀の髪を揺らし、白い肌はだにわずかな微笑ほほえみすらも浮かべずに。


    　命を感じさせないその唇くちびるが、作戦の終了を意味する言葉を告げる。


    「おかえり、お兄ちゃん」


    　鮮あざやかな青と緑──ついさっき一万年後の世界で目まの当たりにしてきたばかりの、あの美しくも寂しい光景をどことなく連想させる、その二色の澄んだ瞳ひとみを直視できないまま、それでも圭は精いっぱいに微笑み、愛すべき妹に──あるいは妹の残ざん骸がいに──言葉を返す。


    「ただいま、燈」


    　鬼狩りの任務が、今夜も無事に完了したのだった。

  


  
    03◆親友


    



    　写真立てが棚の上にあるのを見て、ああ、これは夢だな、と、叶かなえは思った。


    　身の回りを整理するとき、たった一枚だけ手元に残したその写真を、現実の彼女は飾ることができていないのだ。どの引き出しにしまったのかすら、もうよく覚えていない。


    　父と、母と、叶。


    　かつての自宅でもあった小ぶりな空手道場の駐車場で、両親と並んで撮った写真。


    　ちょうど二年前、叶は中学三年生。カメラのタイマーをセットしたのは、日差しのいい初夏の日曜日だった。


    　ふと気がつくと、叶はその写真の中に入り込んでいた。


    「おい、きみ、ちょっと待ちなさい」


    　父の声。道場の前を通り過ぎながら、火のついた煙草タバコを路上へ投げ捨てた人相の悪い男へと歩み寄っていく、広い背中。


    　いけない。そいつに話しかけては。


    　近づくのはだめだ。そのチンピラにかまってはいけないのだ。煙草のポイ捨てなんて放っておけばいい。父の袖そでにすがり、なんとしても引き止めたかった。でも叶の体は、写真に焼き付けられた過去の幻像であり、ぴくりとも動かない。


    　叶はもう知っている。鬼が、その男に取り憑ついていることを。


    　夜になったら、そいつが死を引き連れて戻ってくることを。


    　工事現場から盗み出したダンプカーで、家に突っ込んでくることを。


    　叶は、動かぬ体で叫び──、その悲鳴で、世界にヒビが入る。


    　亀き裂れつの向こうに覗のぞくのは、崩ほう壊かいした自宅の一階だ。


    　もの言わぬ肉にく塊かいとなった両親にすがりつき、泣き叫んでいるパジャマ姿の少女がいた。それもまた叶であり、いつの間にか、叶はその少女自身となって瓦が礫れきの中にいた。


    　ドアが歪ゆがんで開かなくなったダンプカーの運転席から、粉々になったフロントガラスを散らして、あのチンピラが這はい出てくる。


    　傷だらけで、脚をひきずりながらも、その顔はへらへらと笑っていた。


    　飛びかかった。そして殴った。獣けもののように叫びながら殴り続けた。


    　指の皮がめくれる痛みにすら気付かぬまま、ぐったりとして動かなくなった男へとどめを刺そうと振り上げた拳こぶしが、誰かに手首を握られ、直前で止められる。


    「もういい。君がすることじゃない」


    　若い男の声。歯を食いしばるような、辛つらそうな響き。


    「間に合わなかった。すまない」


    　凶暴な表情を剝むき出しにしたまま、叶かなえは振り向く。


    　背後に立っていたのは、かけられた声の主とは違った。こちらを見つめていたのは、後に先輩と仰あおぐことになる男ではなく、あの写真と同じ服を着た、十四歳の自分だった。


    「あのとき、こうやって止めてもらってなきゃ、殺してた？」


    　暗い瞳ひとみで、もうひとりの自分が尋ねてくる。


    「だったらあなたも、人殺し」


    　違う。違う。手を振り払い、後ずさる。


    　近所から、何事かと人が集まってきていた。パトカーのサイレンの音も近づいてくる。暗い目をした叶の分身が、顔を腫はらして倒れているチンピラを血まみれの手で指さす。


    「そいつと、あなたは、一緒」


    　違うっ！


    　叫んだ。身を打ちすえる恐怖から逃のがれようと、絡む足をなんとか動かして、駆かけ出すために振り向いた。そしてその瞬間、広々とした、薄ら寒いドームに包まれる。


    《門かど部べ》本部の聖域だ。


    　朱色の袴はかまをはいた巫み女こ装しよう束ぞくの少女が、鳥居の前に立っていた。


    《門部》の当主と同じ恰かつ好こうをした、また別の叶だった。


    「人類の絶ぜつ滅めつは、避けられない。でも、そんなことはどうでもいいんだよね、君には」


    　当主の恰好で、当主の口く調ちようで、そしてそれでも叶の顔と声のまま、彼女は語りかけてくる。


    「はるか遠い彼方かなたの、世界の終わりなんてどうでもいい。仕方ないよね。だって君はまだ、人生を十六年と数か月しか経験していない、ただの小娘なんだし」


    　本当のことだった。百年先どころか、五十年先のことすら叶には想像できないし、人類全体のことになど、スケールが違いすぎて思いが及ぶべくもない。


    「でもさ、生きる目的、なくなっちゃったよね。どうする気？」


    　心が軋きしむ音が、胸の中で反響する。


    　両親を奪った存在──鬼。殺さつ戮りく因いん果が連れん鎖さ憑ひよう依い体たい。


    　奴やつらを一匹でも多く封ふう伐ばつし、その絶滅にわずかでも貢献すること。それが《門部》に入ることを決意してからの二年間、自分を動かし続けてきた目的であり原動力だった。


    　だから一日でも早く、正規封伐員の座につきたかった。


    　しかし、待ちこがれたその地位にようやく迎えられたあの夜、自分の進む先に勝利など待っていないことを、叶は知らされたのだ。


    　確定された敗北を、ただ先へ引き延ばしているだけなのだと理解し、目指していたことの無意味さと無価値さを、心に傷として刻まれた。


    　出血は、なんとか押し留とどめることができた。くすぶる怒りを集めて傷口を無理やりに塞ふさいだのだ。たどり着くべきゴールを失っても、目的は保てると自分に言い聞かせた。


    「そうだよね。過程そのものを、目的にしてしまえばいい」


    　鬼を、一匹でも多く滅ほろぼす。ただそれだけを目指せばいい。


    「そうすれば、いつ人類が負けようが、近い未来に文明が滅び去ろうが、どこかで己おのれが野の垂たれ死のうが、君にはどうでもよくなる。憎しみと、怒りだけを糧かてにして、鬼との戦いそのものを目的とした修しゆ羅らにさえなれば」


    　そのとおりだった。そうやって自分に決着をつけたのだ。深いところに刺さった棘とげや、のしかかる落石をひとつひとつ引きはがし、血を拭ぬぐい、捨てていく作業だった。


    「でも、そいつだけは、抜けなかったよね」


    　巫み女こ装しよう束ぞくから伸びた指が、叶かなえの胸をさしていた。目をやると、錆さびた鉄てつ杭くいがジャージに血を滲にじませながら、自分の胸から突き出ていた。


    　杭には、粘ねばつく黒い糸が巻き付けられ、床ゆかへと伸びている。


    　目でたどると、糸はあの鳥居まで続いていた。それはすでに正方形の枠に形を変えてゲートとなり、白く輝かがやく膜が張られていた。


    　膜へと伸びていた黒い糸が、しゅるると中に吸い込まれていく。


    　やがてそれはぴん、と張りつめ、ものすごい力で叶を引っ張った。つんのめり、咄とつ嗟さに足を踏ん張って足あ搔がいたが、抵抗も空むなしく、眩まぶしい光の中に引きずり込まれた。


    　繫つながったワームホールの片方だけを停時フィールドに包み込み、時間を止めて封じることで未来への旅を可能とする、鬼落としの門。過ぎ去った場所には決して行けない、未来にだけ繫がった時越えのゲート。


    　しかし枠をくぐった先にあったのは、未来ではなく、また別の過去の光景だった。


    　畳敷きの広い部屋。かつて自宅にあった道場の間だ。父の広い背中の向こうで正座させられているのは、まだ小学生の叶だった。


    　泣きはらした目は真っ赤かで、頰ほおにはひっかき傷が残っていた。


    　その日のこともよく覚えていた。クラスメイトとの口くち喧げん嘩かがエスカレートしてしまい、最後の最後に拳こぶしに訴えてしまった彼女を、父が厳しく叱しつ咤たし、懇こん々こんと説教してくれたのだ。


    「言い負かされたことがただ悔くやしくて、相手を憎み、手を上げたんなら、それは道を踏み外した逆さか恨うらみだぞ、叶」


    　ひたすらにまっすぐな父の声に、逃げ出したくなった。ここに居たくなかった。


    　なのに振り返ると、ゲートはもう消えている。仕方なく玄関へと走ったが、父の静かな諭さとし声は、失うせることなく追いかけてきた。


    「もしそうなら、お前のやったことは武ではなく、ただの暴力だ。人間のクズになりたくないなら、性しよう根ねを改めなさい。いいね」


    　玄関を抜けて逃げ出した先は、暗くら闇やみだった。傷だらけの拳とパジャマの袖そでを血で濡ぬらし、獣けもののような目をした十四歳の叶が、瓦が礫れきの中で待っていた。


    「そう。あいつと、私は、一緒」


    　耳を塞ふさいだ。でも、その言葉はもう否定できなかった。


    　両親を殺したあの男に憑ついていた鬼は、意識を乗っ取るほどに成長したものではなかった。いくら殺意を強められていたとはいえ、男が凶行に走った理由は、煙草タバコのポイ捨てを咎とがめられたことへの、安易でちっぽけな憎しみの念──かつてクラスメイトを殴ってしまった叶かなえと同じ、単純な逆さか恨うらみだったのだ。


    　もうひとり、巫み女こ姿すがたの叶が闇やみから歩み出てくる。


    「だから君は、あの写真をまともに見られないんだよね。せっかくの、家族みんなで揃そろって撮った最後のスナップショットだっていうのにさ」


    　そのとおりだった。自分と、あの憎むべきチンピラとの間には、何も違いなどない──そう気づいてしまって以来、写真の中であっても、もう両親の顔を直視できなかったのだ。


    　背後に、小学生の叶が、すすり泣きながら立った。


    「だって、父さんの、期待に沿えられない、人間のクズなんだ、もん」


    　三人の自分に囲まれ、逃げ場を失った叶の胸が、焼けるように痛んだ。そこに刺さったままの鉄てつ杭くいを握りしめ、絶叫を振りまきながら力の限りに引き抜いた。


    　ずるずると体から抜け落ち、手に収まったそれは、《蟬せみ丸まる》の柄つかだった。


    「「「その証しよう拠こが、それ」」」


    　三つの、自分自身の声が重なる。悲鳴とともに顔を上げると、ドッペルゲンガーたちはいつの間にか消え失うせていて、涙でにじむ闇の向こうに遠い光が望めた。


    　その光へ向けて、歩いている人影が見えた。見知った背中だ。


    　あの瓦が礫れきの中で、叶の拳こぶしを止めてくれた男だった。


    　自分と同じように家族を殺され、自分と同じように《門かど部べ》の封ふう伐ばつ員いんとなり、自分と同じように鬼を追いながらも、それでも叶とはまったく違う道を歩いている男の背中だった。


    　立ち上がり、嗚お咽えつを漏もらしながら、その影へと駆かけた。


    「「「追いかけても、無駄。あの人は、違う」」」


    　声だけが、後から追いすがってくる。


    「「「あの人が発現したのは、あなたとは違う力」」」


    　声は言う。停時フィールドは、その所持者ごとに異なる姿で顕けん現げんするのだと。叶が追う男の《朧おぼろ筐ばこ》は、たとえ短時間しか展開できなくとも、応用範囲が格段に広い万能能力だと。彼はその力を、誰よりも遠く届かせ、誰よりも豊かな幅で、誰よりも精密に操あやつるじゃないかと。


    　その力を自在に振るえば、叶の《蟬丸》など及びもつかないほどの精度で敵を粉ふん砕さいし、切り刻むことだって簡単にできるはずだと。


    「「「でもあの人は、決して、そうしない」」」


    　彼は、相手を害するより、誰かを守るためにその力を使う。


    　一方、叶かなえの発現した《蟬せみ丸まる》は……刀だ。


    　刀は殺すための武器であり、それ以外の役目を持たない。


    「強くなりたい」でも「誰かを守りたい」でもなく、ただ復ふく讐しゆうしたい、鬼を殺したい、という彼女の望みをそのまま写しとった、叶の鏡像なのだ。


    　父が奉じていた、誰かを守るための力──〝武〟ではなく。


    　自分の欲望を満たすための力──〝暴力〟が形為なしたもの。


    「「「人殺しの、道具」」」


    　そうだ。だから叶は、自分の武器である《蟬丸》が本当は嫌いだった。叶自身の声が語るとおり、発現したその停時フィールドの有り様こそが、自分が亡き父親の期待には決して応こたえられぬ者であることの、動かぬ証あかしなのだから。


    　駆かけていた脚が、だんだんとスピードを緩ゆるめ、やがてのろのろと歩くだけになった。首をうなだれ、暗くら闇やみの中で立ち止まり、へたり込んだ。


    　追いかけても無駄だ。追いつき、共に並んで歩けるだけの価値が、私にはない。


    　そう自分に言い聞かせ、諦あきらめと自じ嘲ちようの混じった笑いを、口の端に浮かべたときだった。


    「そんなことないよ、かなえちゃん」


    　かけられた声は、自分のものではなかった。


    　顔を上げた。彼方かなたの光を背負った誰かがそばに立ち、座り込んだ叶に手を差し伸べていた。


    　よく知る幼おさななじみの、柔らかそうなシルエットが。


    「だって、かなえちゃんは──…─……──…─…──」


    　最後に彼女がなんと言ったのかは、聞き取れなかった。つんざくベルの音が、夢のすべてを上書きしていったのだ。


    



    　暴力的な音量で鳴り続ける目覚まし時計をなんとか叩たたき止めて、乾いぬい叶は目覚めた。


    　彼女が《門かど部べ》の聖域へ入ることを許され、正規封ふう伐ばつ員いんとして迎えられてから、十三日目の朝がやってきたのだ。


    　このところずっと見続けている夢の残響を頭から追い払い、パジャマ姿を布ふ団とんから引きずり出して、六畳間を這はい出た。


    　叶が一人暮らしをしているのは、簡素な作りの古びた安アパートだ。


    　玄関と兼用の小さな台所に隣接するユニットバスまで、部屋を出てたった四歩の距離を、寝ぼけ眼まなこでふらふらと体を揺らしながらたどる。膝ひざを抱え込んでしか浸つかれない小さなバスタブと洋式便器との間にある洗面台で、うす汚れた鏡にようやく向かい合った。


    　毎朝のように眺める、死人のような寝起きの顔。


    　両頰ほほに平手を打ち、無理やりに笑え顔がおをつくった。表情を忘れがちになる夜の自分をしっかり振り払っておかねば、昼の顔は演じられない。


    　洗顔と制服への着替えを手早く終え、寝ね癖ぐせにブラシを当てていると、玄関から叶かなえを呼ぶ声が聞こえてきた。夢の最後に手を差し伸べてくれた、同じ響きが。


    「かーなえちゃーん！」


    「はーい、今いく！」


    　可能な限り元気そうな声を張り上げて応じると、このところずっと朝食代わりとしている《門かど部べ》支給の携帯糧食を無理やり口に詰め込み、鞄かばんを引っ摑つかんで玄関へと急ぐ。


    　表で待っていてくれたのは、幼おさななじみの親友、朋とも之の浦うら結ゆいだ。


    　その明めい朗ろうとしかいいようのない笑え顔がおに向き合うたび、叶は、心に澱おりのように沈んでわだかまっている重いものが、ふと消え失うせるような錯さつ覚かくを覚える。


    　血と闘争に塗りつぶされている夜のことを、その顔は毎朝、忘れさせてくれる。


    「かなえちゃん、いつもモグモグしながら出てくるよね」


    「むー、ひふもほひるのひりひりらはら」


    「いつも起きるのギリギリだから、って、言い訳になってないよーそれ」


    「んぐ。ゆいっちこそ、よく聞き取れるねこんなの」


    「だーってかなえちゃんのことなら、以い心しん伝でん心しんだもんねー」


    　先輩の百もも刈かり圭けいがこのやり取りを目にしていたなら、《門部》にいるときとは別人のような叶の姿に、口をぽかんと開けて呆ほうけていただろう。


    　叶だって、相手次第ではちゃんと喋しやべることができるのだ。


    　なかでも結は、特別だった。


    　いつでも朗ほがらかなこの幼なじみの前でだけは、昔の自分に戻れる、と叶は常々感謝しているが、同時にそれは、本当の自分を隠し、親友を偽いつわらねばならないという意味でもあった。そのことに、ちくりとする痛みを感じないではない。


    　でも偽り通し、これからも演じ続けねばならないだろう。


    　どんなときでも叶のことを思い、案じ、気にかけてくれ、そして信じてくれるたったひとりの相手だからこそ、叶は彼女との関係を失うのが、ひどく怖い。だから結の前でだけは、どんなに自分が変わっていこうとも、ただの幼なじみで徹していこうと決めているのだ。


    「あ、もうバス来ちゃう。急ご。ほらゆいっち、バッグバッグ」


    　毎朝のルーチンとして、ずっしりと重いスポーツバッグを結から受け取って、肩にかける。これを運ぶのは叶の役目なのだ。


    「いつもいつもすまないねぇー、かなえぽん」


    「ぽん、て。てか走るよ！　ほらほら！」


    「あいあい、合がつ点てん承知！」


    　小走りにバス停へと向かいながら、叶はちらりと通りの向こうを見やる。


    　建ち並ぶ民家の向こうに、建設中のマンションが覗のぞいていた。
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    　かつて叶かなえの家──父の空手道場があった場所である。


    　地じ均ならしされて空き地となっていたその土地にようやく買い手がついたのは、ほんの半年ほど前のことだ。売却の手続きは《門かど部べ》がすべて代行してくれた。


    　結ゆいの家は、そのすぐ近所にある。バス停までのほうが格段に近いのに、わざわざ親友は毎朝、遠回りしてまで叶のアパートを訪ねてくれているのだ。そのことが、叶には宝石のようにまばゆく、大切なことに思える。


    　バス停でも、乗り込んだ車内でも、そして校門をくぐった先の校庭でも、隣にいる親友と他た愛わいもない冗談を交わしながら、叶は《天てん眼がん》での監視を欠かさなかった。


    　鬼は、どこに現れるかわからない。


    　並んでバスを待つサラリーマンや、乗り合わせた主婦や、たむろする学生たちの中に、いつそれは紛まぎれ込んでくるとも知れないのである。


    　もし鬼が、結や結の家族──朋とも之の浦うらのおじさんやおばさんに近づこうものなら、ためらいなく刃やいばを抜き、《門部》の掟おきてや規約に背そむこうとも、その凶行を防ごうと叶は決めていた。


    　命を懸かけてでも、守りたいもの──。


    　それがある限り、叶はまだ、百もも刈かり圭けいの立っている場所を目指せる。本当の人間のクズへと堕だしてしまうことを、踏みとどまれるように思うのだ。そう信じなければ、いつまで経たっても叶は、あの写真と向き合えないだろう。


    　とはいえさすがに、授業中まで親友の周囲に目を配るのは無理だった。残念なことにクラスが違うのである。本音を言えば、ずっと廊下の窓から結ゆいの教室を見張っていたいところなのだが、さすがにそれでは危ない人だ。


    　仕方ないので、叶かなえはいつもどおりの授業態勢に移行する。


    　教科書を立てて寝るのだ。


    　教師たちの大半は、前年度まるまる一年をかけて彼女の居眠りを阻止すべく奮闘してきた経験から、何をどうやっても時間の無駄にしかならぬと悟っていたので、爆睡モードに入った叶を注意する者はもういない。


    　たまたまこの日の午前中は、専用教室に移動する授業や体育は入ってなかったので、もはや職員室で知らぬ者のない〝眠り姫〟が起きたのは、昼休みの直前だった。


    　このときばかりはやたらと正確になる叶の体内時計が、昼食の時間を告げて目が覚める。チャイムが追いかけてくるのはいつもその後だ。そして、結の声も。


    「かーなえちゃーん！　めしだよー」


    「んー、いくー」


    　机に貼はり付かんばかりだった口元の涎よだれを拭ぬぐい、迎えにきてくれた結と二人で並んで、屋上への階段を上る。


    　昼休みになった直後の屋上は、三年生の有名な強こわ面もてカップル二組がいつも陣取っていて、そのおかげで利用する者がほかにいない、という静かなランチスポットだった。なにせそのひと組は女生徒会長と風紀委員の剣道部主将、もうひと組はちょっと不良気味のイカつい先輩カップルなのである。


    　おかげで叶と結は、広々とスペースを陣取って、誰にも邪魔されずに昼食にありつくことができるのだった。


    　結のあの重いバッグから、巨大な水筒と二組の弁当箱が出てくる。


    　片方は萌もえ葱ぎ色の小さなプラスチック製二段組みだが、もう片方は深さ八センチはあろうかという巨大なアルマイト製で、いわゆるドカベンというやつだ。


    　結のお母さんが毎日用意してくれる叶の弁当と水筒こそが、バッグの重量の大半を占めているのが実情なわけである。叶が運ぶのを引き受けて然しかるべきものだし、教室では、さすがにこれは食べにくい。


    「いただきます、おばさん」「いっただっきまーす」


    　目を閉じ、ちゃんと手を合わせて感謝の気持ちを言葉にしたあと、叶は待ちに待った手作りの昼食を大口で頰ほお張ばり、目を細めて味わい、全身全霊をもって堪たん能のうしつつ胃の腑ふに収めていく。


    　味気ない携帯糧食とは比べるべくもない美お味いしさである。一日のうちで、トップクラスに幸せな時間のひとつだ。


    「まったく、このほっそいおなかのどこに入るのかなぁこの量が」


    　叶かなえの脇わき腹ばらを指でつつきながら、結ゆいが言う。


    「ふぁべおわっふぁらひゃんほおはかべへるよたべおわつたらちやんとおなかでてるよ」


    「そっかなー、あんま出てないように見えるけどなー。なーんかずっこいなー」


    「んぐ。それにほら、夕方からずっと運動してるから」


    「親しん戚せきの道場通ってるんだっけ？　やっぱえらいよなぁかなえちゃん。あたしなんかダラダラしてるだけだもんなー。食べたら食べただけ体重計に出ちゃうわけだ」


    　道場通い──それも、叶が親友につかねばならない噓うそのひとつだった。


    　部活に入っている結を残して一足先に下校したあとのことは、そう説明しておくしかなかった。新宿近郊の地下深くにある秘密施設で軍人顔負けの訓練に打ち込んでいるとか、夜を徹して鬼を追いかけ、街を駆かけ回っているとかいう真実を伝えるわけにはいくまい。


    「ゆいっひ、ほのままれはわいいはらいいひゃんそのままでかわいいからいいじやん。むぐ」


    「お、いくら褒ほめてもこっちのおかずは渡さんでござるぞ」


    「じゃあこのひとつだけで」


    「いっ、いつの間に!?　あーっ卵焼きはダメだって！」


    　弁当箱の底が八割ほど露あらわになってきたタイミングで、生徒会長が「お先にね」と告げて通り過ぎ、「はい、おつかれさまでーす！」と元気に返事する結に会え釈しやくを返す剣道部主将の高い背を伴って、昇降口へと消えていく。


    　その次はもうひとつの、柄の悪いほうのカップルが帰っていく番だ。タイプは異なりながらも、近づきがたい雰ふん囲い気きという点においては一致しているこの四人と、はてさてどういう繫つながりがあるのか、結はけっこう仲がいい。最初に屋上に叶を連れてきて、この二組に紹介してくれたのも結だった。


    　そのおかげで、ちょっと厳いかめしい面めん相そうをした不良じみた恰かつ好こうの先輩が、実は父の道場出身だということも知れた。髪形が坊主頭からリーゼントに変わっていたので遠目にはわからなかったのだが、商店街の電気屋さんの息子で、中学校時代には何度も組み手をしたことがある相手だったのだ。


    　彼は必ず、叶に「押お忍す」と声をかけてくれる。そして今日きようは、それだけではなかった。


    「もうすぐ先生の三回忌だよな。線香、上げさせてもらっていいか？」


    　ぐっと込み上げてくるものがあって、すぐには答えられなかった。


    「はい、もちろんです。父さんも喜ぶと思います。でも、うち、仏壇ないから」


    「墓のほうだよな。わかってる。じゃな、がんばれよ、乾いぬい」


    　先輩が彼女と連れ立って消えると、滲にじんだ目を腕で拭ぬぐって、残りの弁当をかきこんだ。


    　こんな瞬間に出会えるのも、すべて結のおかげだった。結が自分を、この学校へ、社会へ、世界へ、結びつけてくれているからだ。


    「ありがとね、ゆいっち」


    「わ、なになにいきなり」


    「ゆいっちがいなかったら、私、ここにはいないなーって思って」


    　叶かなえは、大切な親友を偽いつわり、本当の自分を隠して生きている。


    　でもその言葉だけは作られたものではなく、本心からのものだった。たとえ自分の本ほん性しようが人間のクズであっても、叶が絶望せずに生を選び、戦っていけるのは、結ゆいとのこうした触れ合いが自分の支えになってくれているからなのだ。


    　もし彼女がいなければ、今の叶はない。学校は辞やめていただろうし、死を選んでいた可能性すらある。あるいは、救いようのない本物のクズへと堕だしていたかもしれない。


    　親友の表情は、なんとも言えない珍妙な顔芸を披露したあと、照れ笑いへと落ち着いた。


    「いやー、えーとその、なんかわかんないけど、たぶんお互い様だよ、うん。えへへ」


    　二組の三年カップルが去ると、それを待っていた生徒たちが屋上に上がってくる。級友の何人かも一緒だ。弁当を片付けた叶たちもそれに混じって、談笑し、ふざけ合い、フェンス越しに街を眺める。


    （本当に、本当にそうなんだよ、ゆいっち。だってあの日も──）


    　両親を失って《門かど部べ》に入り、適性検査と基礎訓練をくぐり抜けた後、叶は中学三年の夏休みと二学期の前半、あわせておよそ二か月半を盲目の状態で過ごした。網もう膜まく、水晶体、視神経、脳の視し覚かく野やに至るまでを入れ替えるのに、それだけの期間を要したのだ。


    　異星テクノロジーの産物である《天てん眼がん》は、外科手術で与えられるものではなく、眼球を内部から作り直される形で形成される。そしてその期間に、封ふう伐ばつ員いん候補は闇やみに閉ざされた無視界状態での、厳しい近接戦闘訓練を課せられることになる。


    　叶が選んだのは、そういう世界だった。


    　視力が回復し、復学にこぎつけたとき、決して以前と同じような学園生活は送れないだろうと、叶は覚悟していた。でもクラスで彼女を待っていたのは、大勢の励ましの言葉と、叶が休学していた間に手分けして作られた、授業ノートのバインダーだった。


    　後になって、結が辛抱強くクラスメイトに働きかけたのだと知った。


    　叶とはあまり仲が良くなかった子も、進学校への受験を控える優等生たちも、それに協力してくれていた。


    　表向きは「両親を失ったショックで寝込んでいる」ということになっていた叶に対する同情や哀れみが、級友たちの動機の芯しんにあることはわかっていた。しかし、それを束ねて形にし、叶を支えようとしてくれる結の気持ちが皆に伝染したその総体は、とてつもなく素晴らしいものに思えた。


    　幼稚園時代からの幼おさななじみとはいえ、なぜ結がそこまで親身になってくれるのか、今でも叶はわからない。尋ねることがどこか失礼なように思えて、[image: ]きいたことがないのだ。それでも、


    「実はその、あたしの担当したパートが、一番出来が悪くて……」


    　などと頭を搔かく親友の姿が涙で滲にじんだことは、理由などもはや必要ないと断言できるほど、今でもはっきりと覚えている。


    　忘れない。忘れずにいたい。


    　あの日の涙を。そして、今日きようのことも。


    　明日あしたも、明後日あさつても。結ゆいと過ごす、すべての日々を。


    　それを心に抱いだいている限り、自分はやっていけるという思いが湧わいてくる。どれだけ絶望しようとも、立ち上がれるだけの力を残しておけると信じられるのだ。


    　だから叶かなえは、そんな結と一緒に進んだこの高校に通っている間だけは、普通の女子高生に戻る。


    　いずれはここを巣立ち、《門かど部べ》の仕事に専念することになるだろう。そうなればもはや残る人生は、鬼を狩る修しゆ羅らの道しかない。それどころか卒業を迎える前に、この眩まぶしい景け色しきを自分から捨てねばならない日が来ないとも限らない。


    　だからこそ叶は、結と一緒の学園生活を何よりも大切にし、日だまりのような暖かさとのどかさを精いっぱい楽しむと決めていた。


    　女子たちの恋愛話やファッショントーク、男性アイドル談義なんかには入っていきにくいし、夜型生活のせいで午前中はどうしても寝不足が辛つらい。それでもお喋しやべりし、冗談を交わし合い、満腹に食べ、大いに笑うのだ。


    　この日も最後まで、そんな、かりそめの幸福な一日が繰り返されるはずだった。


    　しかし、そうではなかった。


    



    　夕方のホームルームを終え、掃除当番をこなしているとき、それは叶の視界に入った。


    　北棟──向かいの校舎の三階廊下で、部屋へ入っていく何者かの姿だ。


    　確かめようと振り向いたときには、もうその人影は扉とびらの向こうへと消えていた。


    「ちょ、ちょっと乾いぬいさん！　どこ行くの！」


    　同じ当番だったクラスメイトの呼びかけを背中で無視して、叶は教室を飛び出した。


    　全力で廊下を駆かけた。


    　一瞬だけ目に飛び込んできたその色は、赤でもなく、青でもなかった。それでも叶の《天てん眼がん》は、鬼がまとう大気のゆらめきを確実に捕ほ捉そくし、警告していたのだ。


    　鬼が、この学校に、いる。


    　しかも、警告の強さからして、かなり高レベルのものが。


    　ちらりと目の端に捉とらえただけだったので、憑ひよう依い対象がどの生徒なのかまではわからない。


    　だがその鬼が入っていったのは、校舎北棟の三階にある視聴覚教室隣の資料室で、そこは親友が所属している天文部の部室だった。


    　結はいつも、部員の少なさと予算の不足を嘆いていた。叶も何度か誘われてはいたが、放課後はすぐ《門かど部べ》に出頭し、夜を通しての任務もしくは訓練に励まなければならないので、後ろ髪をいくら引かれようとも断ことわり続けていたのだ。


    　廊下にまだ残っている学生たちを縫ぬうように、《天てん眼がん》が最短の踏とう破はルートを網もう膜まくに描えがき出し、教えてくれる。そのラインを蹴けって渡り廊下を疾しつ走そうしながら、上着のポケットから携帯を取り出した。巧こう務むからの支給品であるその端末を、ちらりとも目を向けぬまま手探りだけで操作し、三桁けたの数字コードを入力する。


    　意味するところは──『五十メートル以内に高レベルの鬼を視認』そして、『追跡中』。


    　そのメッセージは、四秒後には《門部》本部に伝わったはずだ。


    　とはいえ、バックアップ要員と救命班が到着するまでには、いくらなんでもまだ時間がかかる。それまでは鬼を安全に封じる手段はなく、静かに監視を続けるか、あるいは殺さずに取り押さえるしかない。


    　親友と同じ部屋に鬼の憑ひよう依い者しやがいる、というだけで気が焦あせった。


    　階段を駆かけ上がって三階へと飛び出し、滑る軸じく足あしのバランスをとりながら壁を蹴って廊下への角を曲がる。


    　扉とびらまでは、あと十メートル。


    　もし鬼が、結ゆいに危害を加えるようなら──、


    　殺す──。


    　そう、叶かなえは誓う。


    　その現場を親友に目撃され、人殺しと罵ののしられ恐れられ、嫌われても、結が死ぬよりははるかにマシだ。自分が鬼に憑依された後の、蘇そ生せいのあてのない自決まで覚悟して、叶は天文部部室の扉を開け放った。


    　そして、呆ぼう然ぜんと立ちつくした。


    　鬼は、直接的な暴力による死の連れん鎖さで赤鬼へと育つ。同じように、間接的に人を殺あやめる謀ぼう殺さつの連鎖によって、別の意味で厄やつ介かいな青鬼へと成長するし、二つの混じり合った斑まだら模様の鬼も様々に存在する。


    　しかしどんな鬼でも、この世に湧わき出し、人の脳に最初に根を下ろすときは、前ぜん頭とう葉ように差し込まれた二本の角──干渉アクセス端たん子しだけの存在でしかない。


    　赤鬼も青鬼も、そこから死の因いん果が連鎖によって成長した姿なのだ。


    　目の前の鬼は、違った。


    　その角は、二本ではなかった。


    　宿やど主ぬしの頭ず蓋がいには、額ひたいの両側だけでなく、側頭部、頭頂部、額の中央、後頭部から首筋に至るまで、それこそ頭髪を埋め尽くすほど無数の端子が、ありとあらゆる場所に突き刺さっていた。


    　ときおり虹にじのように七色の光が混じる、ゆらめく白い輝かがやきに全身を覆おおわれた、見たこともない──白い鬼。


    「あれ？　かなえちゃん、どしたの？」


    　そう首をかしげる叶かなえの親友に、その異様な鬼は憑ひよう依いしていた。


    　あまりの混乱に、心が空白になった。


    　憎むべき敵と、なんとしてでも守りたい大切なものが、同じ姿に重なっているのだ。喉のど元まで上ってきた言葉が、なかなか口へと出てこない。そもそも、内から這はい出してこようとしているのがいかなる言葉なのかすら、叶にはわからなかった。


    　そんな躊ちゆう躇ちよを別の意味にとったのか、親友──朋とも之の浦うら結ゆいが、頰ほおを両手で挟んで嬉うれしげに目を見開いた。


    　無数の見えないプラグを頭ず蓋がいに挿そう入にゆうされ、眩まぶしい白い光に包まれたままで。


    「わわ！　もしかしてもしかして、にゅ、入部希望とかっ!?」

  


  
    04◆白鬼と狩人


    



    《門かど部べ》の司令部は、通常は地下の第五層にある。


    　しかしこの夜、百もも刈かり圭けいが押したエレベーターのボタンは、その階ではなかった。


    　第七層──地下最深部。


    　司令部が、鳥居のある中央ドームに移されていたのだ。


    　正確に言えば、鬼落としのワームホールゲートが鎮ちん座ざし、当主である燈あかりが住まうこの聖域こそが、《門部》本来の中ちゆう枢すうである。無数の通信コンソールが並ぶいつもの戦略司令室こそ、かりそめの仮設司令部にすぎないのだ。


    　こんなふうに司令部が移されるのは、実に四年ぶりのことだった。


    　定期的に大地震の洗礼を受ける関東平野の地下にありながら、一万年の時を経へても無傷でいられる場所。異星の技術で強化された壁面に囲まれる、この世で最も安全な砦とりで。司令部がそこに戻るということは、それだけの危機が到来しているという意味でもある。


    　聖域の様相は、通常とはまったく異なるものに化けていた。


    　がらんどうで空虚に思えた空洞が、静かながらも活気に満ちているのだ。


    　平らだった床ゆかの一部が、円形にくりぬかれた浅い穴となって階段状に落ちくぼんでいて、巧こう務むの分析官とオペレーターたちの座るコンソールが底で円陣を組んでいた。その向こうには鈍にび色いろの鳥居を背景にして、一メートルほどの高さがある畳敷きの高台が設もうけられている。


    　座しているのは、朱色の袴はかまと白しろ装しよう束ぞくに身を包んだ銀髪の巫み女こ──燈あかりだ。


    　高台の周囲には、同じような白装束に小豆あずき色の袴を穿はき、のっぺりとした仮面をかぶった女性たちが並び控えているのも見えた。鬼狩りの当主であり、託たく宣せんの巫女であり、そして星界から降りてきた神の器うつわでもある燈を世話する、式しき務むの女官たちである。


    　もちろん、封ふう務むの現場担当──封ふう伐ばつ員いんたちの姿もあった。


    　総職員数八百一名を数え、大都市を中心に四十七都道府県のすべてに監視員を常駐させている《門かど部べ》とはいえ、主戦力である封伐員はごくわずかしか抱えていない。


    　引退した阿あ黍きびを除くと、その数はたったの十二名。


    　そのうち四名が、地方での任務中のため抜けていた。乾いぬい叶かなえは未知の白鬼の監視に張り付き、そのバックアップにベテランがもう二名回っている。


    　この場に集まっているのは、残る五名だった。


    「圭けいくん圭くん、見てきたんだよね？　さっそく共有しようよ共有」


    　その五名をかき分けて圭にすがりついてきたのは、白衣を着た髭ひげ面づらだった。巧こう務むの分析官であり技官でもある間ま白しら田だ俊とし彦ひこである。


    　もじゃもじゃにからまった髪と髭が服を着て歩いているような人物で、年は三十代だというが、その声は口調とも相まってもっと若く聞こえる。


    「ささ、早く早く。みんな待ってんだからさ」


    　乾叶の通う高校の生徒に発現した、未知の鬼──。


    　その姿は、圭自身がもう自分の《天てん眼がん》で確認していた。彼の眼球が記録してきたその映像を、まず全員で共有しようというのだ。


    《門部》の職員には、すべて《天眼》の手術が義務づけられている。その大半は、停時フィールドの制御アカウントを持たない、いわば簡易版だったが、超常の眼球を持たぬ者はこの場にはおらず、モニターやディスプレイの類たぐいは必要としなかった。


    　無数の角を頭ず蓋がいに突き立てられた、白く輝かがやく炎に覆おおわれた少女──朋とも之の浦うら結ゆいの姿がそれぞれの目に投影されると、息を呑のむ音が空洞を満たした。


    「なんだよこりゃおい」「くそっ」「勘弁してくれよ……」


    　といった声は、主に封伐員からのものだ。対して巧務の分析官や技術者たちからは、いかにも興味深げな呟つぶやき声が重なって洩もれ出している。


    「見たところ、大小合わせて七十本から八十本というところか……」


    「脳の干渉地図、この映像からざっと起こせませんかね？」


    「これだけのプラグが刺さってて、宿やど主ぬしに影響が出てないってのは本当か？」


    　白鬼の憑ひよう依い者しやは、なぜか今のところ、殺意に取り憑つかれている気配がなかった。それどころか、常態と何ら行動が変わっていないという。少なくとも、対象のそばに張り付いている乾いぬい叶かなえの観察によればそうだった。その点を圭けいが報告すると、


    「証明不可能です。予断は慎つつしむべきかと」


    「外見と行動からそう推察できる、ってだけではちょっとなぁ」


    「あの新人だろ？　判断下すにはまだ経験不足じゃないか？」


    　そんな声があちこちで上がり、不信のざわめきが広がっていくだけだった。


    　当の乾叶は現在、白鬼の憑ひよう依い者しやである少女の家に〝お泊まり〟に行っている。もちろん鬼の宿やど主ぬしに張り付き継続監視するためなのだが、圭には、それ以外の理由も推察できた。


    　おそらく、叶の親しい友人なのだろう。


    　そしてなんとか、その友人を守ろうとしているのだ。


    　通報を受け駆かけつけた際に、圭は顔をつき合わせて、叶から直接報告をうけていた。そのときの彼女の表情は、子を守るために威い嚇かくする母猫のようだった。


    「もし殺意がはっきりしたら、封じます。この私が」


    　こちらの瞳ひとみを凝ぎよう視ししながら、彼女はそう断言した。圭はその覚悟を尊重し、叶の向かった宿主の自宅──朋とも之の浦うら家けの周囲に監視部隊を配置して、集めた情報を携たずさえて本部に戻ってきたのだった。


    　スタッフの見解は二に分ぶんされていた。


    　まず、いかなるものでも鬼は滅ほろぼすべき、という《門かど部べ》としては真っ当な意見があった。もうひとつは、殺意に支配されている気配がないのなら、しばらく様子を見るべきだという意見であった。しかしこの後者には、叶の判断しか根こん拠きよも保証もない。


    　鬼の中には、むやみに行動を起こさず、殺意の衝しよう動どうを抑え込んで世間に潜ひそむ奴やつもいる。


    　そして、そのような鬼こそ捕ほ縛ばくが難しいのである。鬼に憑依された経験を必然的に持っている封ふう伐ばつ員いんたちを中心に、こうした「油断大敵」論が湧わき出し始めていた。


    「頭部のプラグ増設だが、第四段階以上の鬼ではけっこう前例があったはずだな」


    「ここ十年だと……栗くり原はら童どう子じ三十一号と三十二号、岸きし和わ田だ童子十二号、横よこ浜はま童子十六号……あとは、姿をくらましたままの荻おぎ窪くぼ童子二十七号か」


    「おい、ちょっと待て。そうなるとアンプラグ・コラプスが──」


    　封伐員の何人かと、巧こう務むの分析官たちが深刻な顔になる。


    「アンプラグ……コラ……なんですって？」


    　まだ経験の浅い、巧務の若いスタッフが尋ねる。


    　引き抜き崩壊アンプラグ・コラプス──。


    　脳のう髄ずいに突き刺さる角が複数増設された鬼は、新たな宿主へと転移するとき、死亡した古い宿主のシナプス結けつ線せん網もうをずたずたに焼き切っていくことがあるのだ。


    　脳の結線パターンをスキャンし、より詳細な死の経験を次世代へと持ち越す……そのための進化ではないかという仮説が一応立てられているが、真実のほどはわからない。


    　ともあれ、そうなった宿やど主ぬしは《門かど部べ》の救命班でも蘇そ生せいが難しく、救命が成功したごくわずかな例でも、日常生活をまともに送れぬ廃人となっていた。


    「封ふう伐ばつ員いんなら防げるが、それも《天てん眼がん》まかせだ。今の世代で封伐の経験があるのは……」


    「阿あ黍きびさんと霧きり島しまさんだけだな。霧島さんは今北海道だから──くそっ」


    　先ほどの若いスタッフが、唇くちびるを嚙かんでいる封伐員に食い下がった。


    「ちょ、ちょっと待ってください。じゃ、あの女の子はもう……助からないってことですか？」


    　嫌な沈黙がおりた。


    　年配の分析官が歩み寄り、彼の肩を叩たたく。


    「落ち着きなさい。あくまでそういう可能性があるってだけです。第一、今回の鬼はまだ出現したばかりでしょう。因いん果が連れん鎖さで成長を繰り返してきた鬼と同じことをするとは限りません」


    「で、でも……」


    　鬼を封伐しても、宿主は命を奪われるか、廃人と化してしまう──。


    　その可能性は誰にも否定できないのだ。


    　引き抜き崩壊アンプラグ・コラプスの懸け念ねんは、それ以上深くは掘り下げられずに残ったままとなった。皆が皆、その話題を避けたのだ。結果、スタッフと封伐員の大半は「滅ほろぼす」意見に流れた。


    　それに反対する一派は、圭けいともよくチームを組むメンバー二名が中心だった。先ほどの髭ひげ面づらの技官、間ま白しら田だと、医療部を率いる女医、貴き治じ崎ざきである。


    　両名は、立場も性格もまったく異なり、実を言うといつも衝突が絶えない仲なのだが、今回は二人とも、未知の白鬼を是ぜが非でも確保し、長期観察したがっているようだった。


    「あー、いいですか？　この《門部》にはですね、平安時代から延々と続いてきた鬼の記録が残ってるわけですよ。ま、古いのには遺い失しつしてんのも一部ありますけど」


    　間白田が、見た目にまったくそぐわぬその若い声で、演説を始める。


    「昔の記録は、紙や木もつ簡かんでしたからね。でも今じゃ、すべてデジタルに移行してますし、データベース化して簡単に検索もできるようになってます。ちなみにやったの僕です。しかし、しかしですよ？　そのどこにも、白く輝かがやく鬼の記録などないんですこれが。貴重なデータサンプルを取る絶好の機会なんだから、急いで封伐すんのはもったいないでしょ」


    　どっと反論が湧わき始めるのを、間白田は手で押し留とどめた。


    「……というのは、ま、建前でして。実際のところはね、データはちゃんとあるはずなんですよ。いやホント。僕らが知らないだけで。だよね花はなさん？」


    「当然。なんでみんなそこを問題にしないのか不思議。馬ば鹿かばっか」


    「そもそもですね、鬼に色がついてるわけじゃないってこと、みんな忘れてませんか？　僕らの《天眼》が勝手に着色して、分類してるだけでしょ？」


    　今度のざわめきは、反論のためではなかった。皆が皆、当然ともいえるその事実について考え始めたのだ。そして問いには、答えはひとつしかなかった。


    「つまりですね、白い鬼が《天てん眼がん》に見えるってんなら、すでに識別対象としてこいつのプログラムにちゃんと登録されてるってことですよ」


    　間ま白しら田だは、指でこつこつとこめかみを叩たたきながらそう言った。眼がん窩かに収まる改造眼球のことを指し示しているつもりなのだろうが、もじゃもじゃの髪の毛に指が埋もれてしまって、頭の痒かゆいところを搔かいているようにしか見えない。


    「ま、経過観察したいってのはもちろん本気なんですけどね。僕としてはまず単純に、知りたいだけなんです。なぜその情報が──」


    　──僕らに隠されているのかをね。


    　そう結んだ間白田の声に合わせて、その場にいた大半の目が、ひとつの場所を向いた。


    　式しき務むの女官たちが取り囲む、鳥居の前の高台である。


    　件くだんの白鬼がいかなる存在なのか、少なくとも《天眼》を人類に与えた異星知性体──その依より代しろである燈あかりは知っているはずなのだ。


    　そもそも、部内がこうして二つに割れているのは、当主である燈と、その代行の阿あ黍きび宗そう佑すけが黙ったままだったからだ。二人はまだ、ひと言も口をきいていない。


    　燈は分厚い座ざ布ぶ団とんにちょこんと座って、熱い茶を旨うまそうに啜すすっているだけだったし、阿黍は阿黍で、式務の女官がぐるりと固めるその高台の手前で、パイプ椅い子すをどこかから持ってきて不機嫌そうにふんぞり返っているだけだった。


    　皆をまとめて命令を出すべき二人がこの体ていたらくなのであるからして、スタッフが混乱に陥るのも無理はなかったのである。


    「で、どうなんだよ、燈。みんな待ってんだから、そろそろ喋しやべれって」


    　誰も口に出さないので、仕方なく圭けいが尋ねた。


    　女官たちの最前列にいたひとりが、すかさず声を上げる。


    「百もも刈かり殿！　いくら御前の兄君とはいえ、不ふ遜そんにすぎますぞ！　慎つつしまれよ！」


    　仲間である封ふう務むの面々や、いつも世話になっている巧こう務むの連中とは違って、圭があまり式務の女官たちを好きでない理由は、こういうところにあった。


    　彼女らにとって、圭の妹は正しよう真しん正しよう銘めいの貴人であり、崇あがめ奉たてまつる神なのだ。


    　当の燈は、湯飲みから離した左手を緩ゆるやかに振って、女官たちの憤いきどおりを軽く制した。


    「あー、いいよいいよ、黙ってるこっちが悪いんだからさ。んー、でも、どう説明したもんかなぁ。宗佑、先になんか言うことある？」


    「ええ、ではひとつだけ」


    　低い声でそう告げ、阿黍が椅子から身を起こした。身長が百七十に満たない小男であるはずなのに、立ち上がっただけで巨人が身を起こしたように感じてしまうのは、その存在感がやはり飛び抜けているからだろう。


    　街に湧わき出す奴やつらとは比べものにならないほどの特大の鬼が、《門かど部べ》にはいる──封ふう伐ばつ員いんや職員の間で冗談めかして囁ささやかれるそんな声を、圭けいも何度となく耳にしたことがある。本人の前では決して出ないだろうそうした揶や揄ゆは、この老人への畏い怖ふと崇すう敬けいが滲にじみ出たものだ。


    　現《門部》当主代行、阿あ黍きび宗そう佑すけは、立ち上がるや否いなや、こう言った。


    「全員、この三分間に百回は死んでると思え。お前もだ、モモ」


    「は？」


    「これだけ殺意をぶつけ続けても、誰も気づかんとはな。もし《久く遠おん棺かん》が使えたら、貴き様さまら全員、二秒で消せたぞ」


    　その目には、圭も知る現役時代の鋭するどい光が戻っている。


    「特に封伐員、心せよ。《天てん眼がん》に頼りすぎてなまくらになっとるぞ。そんな体たらくで鬼狩りが務まると思うな、未熟者どもめ。少しは乾いぬいを見習え」


    「乾……ですか？」


    　ここにはいない新人のことをなぜ阿黍が言げん及きゆうするのか、圭にはわからない。確かに叶かなえは今回の当事者だが、話は白鬼のことだったはずである。


    「あいつはいつも、わしの殺気を必ず察知する。どんなに小さく漏もれ出たヤツでもな」


    　封伐員たちがはっと顔を見合わせた。思い当たる節があるのだ。圭にも心当たりがあった。叶は阿黍代行の前に出ると、いつもガチガチに緊張してしまう。まるで、どこかから飛んでくるやも知れぬ銃じゆう弾だんや刃やいばを警戒しているかのように。


    「こと本能的な殺意の察知に関しては、乾の判断は信頼に足る。わしからは以上だ」


    　それだけを述べて、阿黍は再びパイプ椅い子すにふんぞり返った。


    　白鬼の憑ひよう依い者しや──朋とも之の浦うら結ゆいが、現状では殺意を持たず、無害な存在であるという叶の報告を、高い信しん憑ぴよう性せいをもって念頭に置け、という通達だった。


    　スタッフが頷うなずき合っているのは、ひとつの揺るがぬ指針がトップの人間からもたらされたことへの安心あってのことだろう。なにしろ《門部》で最も多くの鬼と戦い、封じてきた男の言葉である。重みが違う。


    　新米である叶の報告は眉まゆ唾つばと感じてはいても、阿黍宗佑は信頼に足るどころか、絶対服従にも値する実績者なのだ。判断は彼に任せ、自分たちはただ全力を尽くせばいい。


    　そんなふうに心を落ち着けたらしいスタッフたちを横目に、圭は別のことを考えていた。彼の耳には、阿黍の言葉の一部分が、こびりついたように残っていたのだ。


    　もし《久遠棺》が使えたら──阿黍はそう言った。


    《久遠棺》は、阿黍宗佑の停時フィールドの名である。


    　阿黍が現役から退しりぞき、引退した際、最強を誇ったその停時フィールドの制御アカウントを燈あかりに返却した、という噂うわさがあった。それがどうやら真実だったらしいことを、圭は嚙かみしめる。確かに阿黍はこの四年間、それを一度も使っていないのだ。現場に出てすらいない。


    　千を超える鬼を封じてきたという無敵の封ふう伐ばつ員いんは、もういないのだ。


    　そして今はこの自分、筆頭封伐員を任された百もも刈かり圭けいこそが、その代わりを務めねばならないのだ。たとえ、現役時代の阿あ黍きびと比べれば、段違いに非ひ力りきであったとしても。


    「さて、と、じゃあ次はボクの番かぁ」


    　妹の声に、圭は心にのしかかる重さを振り払って、高台のほうを向いた。


    　燈あかりは湯飲みを置き、青と緑に塗り分けられた宝石のような瞳ひとみを、こちらに向けていた。


    「白鬼の存在を、ボクは知ってる。でも同時に、ほとんど何も知らない」


    　別に冗談を言っているわけではないようだった。


    「この国じゃ、白鬼の出現はこれまで一度もなかったんでね。だからボクも、ボクの先代も、そのまたずっとずっと前の依より代しろも、白鬼とは遭そう遇ぐうしたことがない。でもね──」


    　──別のボクは、それと出会ってる。


    　そう言うと、燈は畳の上でゆらりと立ち上がり、袴はかまの裾すそを払った。


    「ここにいるみんなはさ、当然知ってるわけだよね。ボクの後ろにあるこのゲートが、いったい何をするものなのか」


    　指や身振りで示されてはいなくとも、彼女の背後に聳そびえる鳥居を指していることは明白だ。


    　もちろん、皆が皆、その役目を熟知していた。


    　そもそもこの聖域、最深部の中央ドームに入ることを許されているのは、時を越えての鬼落としと、人類絶ぜつ滅めつの運命とを知り、絶望を心に焼き付けた者だけなのだから。


    　加えて言うなら、入室のためのセキュリティライセンスは、それぞれの《天てん眼がん》に与えられているものであって、招かれぬ限り、部外者は絶対に入ってこられない。


    「でもこれに関しては、半分ぐらいしか知らないんじゃないかな。このゲートは──」


    　白しろ装しよう束ぞくの胸元で人さし指と中指を立てながら、燈はこう続けた。


    「──あと、二つあるってこと」


    　静かに頷うなずく者も、どういうことだと不安げな声を上げる者もいた。


    　圭は、そのことを知る半数に入っていた。燈本人から以前に聞かされていたのだ。


    　異星知性体がこの地球に持ち込んだ、分ぶん岐き未来作成のためのワームホールゲート。それはこの《門かど部べ》地下本部にある鳥居を含め、地球上に三つ存在するのである。


    　ゲートを動作させられるのは、専用の制御システムを操あやつる異星知性体の依代だけだ。


    　ワームホールゲートと、異星知性体と、その依代。


    　三者はセットであり、その関係は切り離せない。


    　何千年も前から人類に紛まぎれ、鬼を狩り消しよう滅めつさせることを任としてきた異星知性体も、門の数と同じく、この星の上にあと二体存在することになる。


    　そして──そのうちの一体は、圭もよく知る大組織に潜ひそみ、《門部》と同じように狩かり人うどの部隊を編成して、ヨーロッパを中心に、鬼との熾し烈れつな戦いを続けていた。


    　初耳だったらしい若いスタッフ連中のざわつきが静まるのを、燈あかりはしばし待った。


    「ボクらはね、鬼の出現と封ふう伐ばつの記録に関してだけは、互いにデータリンクしてるんだよ。固定機能だから、情報の共有は止められない」


    　二つの組織は互いに非干渉だが、こと鬼に関しての事象だけは筒抜けとなる。


    　鬼の存在を《門かど部べ》の依より代しろである燈が知れば──彼らも知る。


    　朱色の袴はかまから覗のぞく白い足た袋びを一歩だけ踏みだし、燈は静かに宣言した。


    「もし《門部》が白鬼を封伐しないなら、彼らが乗り込んでくるよ。この日本にね。それどころか、もうすでに国内に入っちゃってるかも」


    　ざわり、と聴衆がまた揺らいだ。


    「ボクたち《門部》とは違って、彼らは歴史上、何度か白鬼と遭そう遇ぐうしてるんだ。そしておそらく、即刻封伐すべき不ふ俱ぐ戴たい天てんの敵だと見なしてる」


    　彼らは手段を選ばないよ、と燈は首をすくめてみせた。


    「管かん轄かつや縄なわ張ばりなんて言葉は、彼らには意味がないからね。この東京の街が戦場になることも厭いとわず、実力行こう使しに出てくると思うよ。まず間違いなく」


    　誰も言葉を紡つむげないなか、手を挙げたのは、髭ひげの間ま白しら田だ俊とし彦ひこだった。


    「つまり……そうなる前に、この《門部》自身で始末をつけろ、ってことなんですかね？」


    「そういうこと。残念だけど」


    「この鬼が、乾いぬいくんの判断どおり、安全なものだったとしても？」


    「もちろん、考慮には入れたうえさ」


    「殺意に取り憑つかれてもいないあの宿やど主ぬしが、引き抜き崩壊アンプラグ・コラプスで命を落としても？」


    「くどいね、トシ。もう答えたはずだよ」


    「ちょっと待て、おいこら！」


    　圭けいは、怒鳴ってしまっていた。


    　再びいきり立つ式しき務むの女官たちを、燈が手をかざして押さえつける。


    「いいからいいから。お兄ちゃんの意見、聞こうじゃない」


    　しかし、いざそう促されても、すぐには言葉を続けられなかった。


    　言いたいことは、山ほどあった。


    　燈の言うことは、《門部》という組織としても、日本という国の機関としても正論なのだとわかってはいた。鬼は、殺さつ戮りくの嵐あらしを巻き起こす。いくら非情に見えようとも、大を救うために小を犠ぎ牲せいにするのは、鬼狩りに関わる者にとっては揺るがぬ正義なのだ。


    　それでも圭は、そこになぜか怒りを感じてしまう。


    　いや──なぜか、ではない。理由は明白だ。


    　燈が下そうとしている決断は、あの後輩、乾叶かなえの進もうとしている道を閉ざしてしまうのだ。


    　圭には守るべきものがあり、追うべき明確な復ふく讐しゆうの相手もいる。


    　しかし叶かなえは違う。守るべきものはすでに亡く、復ふく讐しゆうの対象すら虚うつろだ。二年前に彼女の両親を殺した鬼は、その直後、圭けい自身が封ふう伐ばつしているのだから。


    　ゆえに彼女の怒りは──空回りし、凝ぎよう固こしつつある。


    　そんな叶が今回、〝守る者〟の顔を初めて見せた。


    　不器用な生き方しかできない十六歳の少女が、今ようやく、自分の意志で守る対象と生きる道とを見つけようとしているのだ。たとえ《門かど部べ》の方針から外れてしまおうとも、たとえ最後には叶自身がその鬼を封伐することになろうとも、圭はその背を押してやりたかった。


    　言葉には、ならなかった。


    　その代わりに、圭はただ、当主の立つ高台へと歩み寄り、その顔を見つめた。


    　いつものように目を逸そらしたりはせず、妹の瞳ひとみを睨にらみ続けた。


    　そして──。


    　折れたのは、妹のほうだった。


    「仕方ないなぁ……説得も、足止めも、どっちも難しいよ？」


    　そう呟つぶやいて銀髪の少女が頷うなずくと、待っていたかのように阿あ黍きびが立ち上がった。ホールの全体に響き渡るほどの声で号令をかける。


    「件くだんの白鬼は、危険な悪あつ鬼きであるという兆候を見せるまでの条件付きで、《門部》が保護するものとす。巧こう務むは一連の保護プランを二ふた二ふた三さん〇まるまでに検討。立案急げ」


    　了解の声と敬礼が、ドームの至る所で同時に上がった。


    　あとは雪崩なだれを打ったように、一斉にスタッフたちが動き始める。


    「霧きり島しまは北海道、姥うば山やまは四国……あの二人が東京を離れてる今、対〝柩ひつぎ使い〟戦の実戦経験者はお前だけだ、モモ。現場で陣頭指揮を執れ」


    「りょ、了解です」


    　柩使い──超常の武器、停時フィールドの所持者。


    　絡んでくる相手が、《門部》と根底を同じくする鬼狩りの組織である以上、もし万が一両者間の衝突が起きれば、停時フィールド同士の戦いとなってしまう。


    　その恐ろしさと危険さを、圭は心の揺るがぬ位置にしっかりとはめ込み、焼き付ける。


    　この世に、停時フィールドの攻撃を防げる装備はない。防弾チョッキなどオブラートほども役に立たず、核シェルターの中へだって切り込める。


    　そしてこの世に、停時フィールドの守りを突破できる兵器はない。時間を停止させるフィールドで自身を包み込むことができる術者は、核兵器の爆心地ですら無傷でいられるのだ。


    　すでに指令の一部は、『警戒を強化し現場を離れよ』『すぐに増員とバックアップを急行させる』『鬼以外の敵あるいは障害が接近中』を意味する数字コードに変換され、叶の携帯へと送られていた。


    　圭はそれに加えて、別の数字を携帯に打ちこみ、送信した。個人的なメッセージだ。


    『人命を何より優先せよ』を意味する三桁けたのコードだった。


    　鬼という災さい禍かに対する攻めの組織であるがゆえに、《門かど部べ》の命令体系の中には『守れ』という命令コードがない。だからその代わりだった。


    　出撃の準備を調ととのえている間に、叶かなえから二つの返事が届いた。


    　片方は数字コードではなく平ひら文ぶんで、ひと言だけ「ありがとう」とあった。


    　その文字をしばらく眺め、頷うなずき、メッセージを閉じる。


    　届いたもう一つは『至急敵の情報を求む』という三桁のコードだった。


    　圭けいは再びキーを打ち、平文で返した。


    　──バチカンの狩人かりうどが来る、と。


    



    　　　◇　　◇　　◇


    



    　日本の《門部》が〝鬼〟と言い習わすように、バチカンはその存在を〝悪魔〟と呼ぶ。


    　かつて、一九六二年から三年間かけて開催された第二バチカン公会議の場で、連綿と続いてきたひとつの歴史が終わった。


    　悪魔祓ばらい＝祓ふつ魔ま師し＝エクソシストの制度が廃止されることとなったのだ。


    　もちろんそれは表向きの建前であり、事実の裏返しだった。


    　人口爆発に伴う〝悪魔憑つき〟事件の急激な増加をうけ、より自由に祓魔師たちが活動できる環境を作るため、担当組織自体を非公式の修道会とし、地下に潜もぐらせたのである。


    　バチカンが抱える修道会の中には、その規模と政治的影響力の強さゆえ「教皇をも操あやつる」と揶や揄ゆされるものもある。存在を隠された地下修道会《ゲオルギウス会》の祓魔師たちを同じような言葉で紡つむぐなら──「教皇すら避けて通る」神の兵士だ。


    　東京の街に、すでに彼らは到着していた。


    　彼らがいかにしてその公園に現れたのか、その過程を目にした者はいない。


    　闇やみに溶け込むがごとき漆しつ黒こくの修道服をまとった、大小三名のシルエット。


    　長身痩そう軀くで白髪の、初老の修道士が梢こずえの合間に佇たたずんでいた。


    　まだ十代としか思えぬ修道女が、ビスクドールめいた無表情をフードから覗のぞかせていた。


    　ゴリアテのごとき巨漢の修道僧が、小刻みに体を揺すっていた。


    『ミケーラ、バルトロメオ、ここが東京です』


    　リーダーとおぼしき老人が、付き従う二人にそう声をかけた。ラテン語であり、わずか数秒前にこの街に着いたばかり、といったもの言いであった。


    　そしてそれは、紛れもない事実だった。いかなる手段をとったのか、飛行機も船も使わず、ローマのバチカンから日本まで、わずか数十分の所要時間で彼らは到着したのだ。
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    『さあ、祈りましょう』


    　その老修道士──ジグマール・ワイデンライヒは、恭うやうやしく頭を垂れた。


    『我らの奉ずる御おん身みとは異なれど、天より下りし三身一命の守護天使、その一翼が座する街、剣持ち踏み入る我らの罪、主がお許しくださいますことを。かくあれかしアーメン』


    『『かくあれかし』』


    　十字を切り、再び上げられたその青い瞳ひとみには、闇やみ夜よを見通すためのスリットが放射状に開き、水晶体のレンズの奥に無数のピクセルが躍おどっていた。


    　改造眼球《真実の目オクルス・ヴエリターテイス》──。


    《門かど部べ》が呼ぶところの《天てん眼がん》と同じものだ。


    　ワイデンライヒの薄い唇くちびるが次に紡つむいだ言葉と、続く二人の唱和も、共にラテン語だった。


    『悪魔は、相応ふさわしき住すみ処かへ──』


    『『地獄へ』』


    　もちろん彼らの言う地獄とは、悪魔を追い落とし滅ほろぼす無人の荒野──ワームホールで繫つながれた、人類絶ぜつ滅めつ後ごの未来であった。

  


  
    05◆ゲオルギウス会


    



    　誰かと一緒に風ふ呂ろに入るなど、いったい何年ぶりの経験だったろう──。


    　乾いぬい叶かなえは、湯上がりで火ほ照てる親友の顔を眺めながら、そう思った。


    　父や母と並んで湯船に浸つかったのは、もう幼おさない頃の記憶でしかないのだ。


    　朋とも之の浦うら家けの二階にある結ゆいの部屋に入るのも、たぶん二年ぶりだった。中学の途中まではしょっちゅう遊びにきたものだけど、両親を失って以来、叶は学校に通う以外の時間のすべてを《門かど部べ》に捧ささげてきたのだから。


    「うう……そんな見ないでかなえちゃん」


    　床ゆかにベタ座りしたパジャマ姿の結が、身をかき抱いだいて縮こまった。


    　その声は、ヘナヘナにしぼみきっている。


    「処刑が終わって凹へこんでる感じなのあたし。肉だよ肉。歩く脂肪だよもう……」


    　そこまで卑ひ下げする理由なんて全然ないのに、と叶には思える。


    　風呂で眺めた裸はだかの親友は、実に女の子らしいふんわりとした体で、肌はだだってきめ細かくて白く、抱きついて一緒に眠りたいような柔らかさが見て取れたのだ。太ってもいないし、むしろ女性として魅力的なほうだと思うのだが。


    「そんなことないよ。ゆいっち可愛いって。私のほうこそ、胸ないし、手も脚も筋すじ張ばってるし、なんかみすぼらしくて」


    「いやいやそれはないっ！　ぴっちぴちだしウエストなんかキューッて感じだし、腹筋割れてるのも憧あこがれるよっ！　……ってああぁ、見ないで見ないでこっち」


    　一緒に風呂にまで入らせてもらったのは、監視対象である彼女から目を離す時間を、わずかでも発生させたくないがゆえのお願いだった。


    　でもさすがに、ここまで困られると申し訳なくなってくる。


    　仕方なく叶は、ちょっとだけ目を逸そらした。代わりに視界に入ってきたのは、勉強机の脇わきに立てかけてあった筒状のキャリングケースだ。その中身は、中学の頃からずっと結が欲しがっていた反射望遠鏡で、誕生日のプレゼントに両親が買ってくれたものだという。


    　幼い頃からの親友なので、結の父母とは顔見知りである。


    　特におばさんのほうには、毎日のありがたいお弁当を作ってもらってもいる。その代金を、叶は何度もちゃんと支払おうとしているのだが、まだ一度も受け取ってもらえていない。


    　夕食でも、久々に訪れた叶のことを、二人はえらく歓待してくれた。


    　ビールで酔ったおばさんは、「うちが引き取っとくんだったわぁ」とか「いっそうちの娘になんない？」を連発した。


    　おじさんのほうは物静かな人なので、「こらこら」と妻を窘なだめているだけだったが、養子の件はまんざらではないらしく、後で叶かなえを呼び止め、「ウチのが言ってたこと、一度考えてみてくれないか」と優しく声をかけてくれた。


    　涙が出るほどありがたかった。もちろん、甘えるわけにはいかないことぐらいわかっている。彼らが住む世界と、叶が選んだ世界とは、すでに異なっているのだから。


    　時計の針は、もう十時を回っていた。遠距離通勤の共働きで朝が早いためか、結ゆいの両親は二人とも、半時間ほど前に寝静まっている。


    　部屋では扇風機が回っていて、叶と結の風ふ呂ろ上がりの髪を揺らしていた。


    　雨の少なかった今年の梅つ雨ゆも終わりに近づき、夏が迫りつつあるとはいえ、まだ暑苦しいというほどではない。それでも結に頼み込んで、扇風機をわざわざ押し入れから出してもらったのは、どうしても風が欲しかったからだ。


    《天てん眼がん》は、憑ひよう依い者しやの周囲にある大気の歪ゆがみを感知して、鬼の映像を網もう膜まくに直接合成する。


    　だから風が強い日は、いくら封ふう伐ばつ員いんといえども鬼を見分けることができなくなり、狩りは非常に困難となる。それと同じ効果が、今夜の叶には必要だったのだ。


    　なにしろ親友は──未知の鬼に憑依されている。


    　パジャマ姿の全身は、虹にじの欠片かけらがときおり立ちのぼる、陽かげ炎ろうめいた白い光に包まれていて、顎あごのラインまで頭を包むショートボブの上には、次元の裏側からの接続端たん子し──角が、同じ純白の輝かがやきを放ちながら、ハリセンボンの棘とげのごとく様々な方向に飛び出ていた。


    　扇風機の首が巡って結のほうを向くたびに、叶の眼めに映るそんな鬼の映像を、風が吹き飛ばして四散させてくれる。


    　その間だけ、親友の結は、以前と同じ姿に戻る。


    　この世の者の姿と、この世の者ではありえない姿とを、風の流れに合わせて行ゆき来きする。


    　目の前にいるのが幼おさななじみの親友なのか、それとも鬼のプラグに操あやつられた宿やど主ぬしなのかを、叶はもう何十回目も観察し、検討を繰り返していた。


    　答えは毎回同じで、いつもと変わらない結のままだ。


    「うう、また見つめられてる……今日きようのかなえちゃんなんか変」


    　頰ほおを染めながら、結がまたもや音ねを上げた。


    　確かに、変なのは叶のほうだ。


    　鬼は倒すべきもので、滅ほろぼすべき相手で、制圧すべき獲物である。


    　しかしどうやっても、結に対してはそんなことをする気になれないし、こうして会話しているだけで幸せなのだ。それこそが憑依している白鬼の欺ぎ瞞まんであり、狙ねらいなのかもしれないことだけを、叶は心にピンで留める。


    「あたしのパジャマだったら、かなえちゃんが着たらきっと横方向にだけブカブカだったよ危なかったよ地味にピンチだったよ……」


    　他人の嘲ちよう笑しようや否定をものともせず、いつか宇宙飛行士になりたいのだ、と胸を張って夢を語るのが結ゆいなのであり、こういう方面でのコンプレックスを抱えているのは計算外であった。


    　そんな結が突然、あっ、と声を上げて叶かなえのほうを向く。


    「そういやかなえちゃん、どこのどちら様なの、あの人？」


    「あの人？　……ってどの人？」


    「ほら、着替え持ってきてくれてた、あの」


    　百もも刈かり圭けいのことだった。


    「ももも、もしかして、かなえちゃんの大切な人だったり？」


    　下校時に、連絡のために顔を合わせたのを、結に目撃されてしまったのだ。


    　無理を頼み込んで朋とも之の浦うら家けに押しかけ、一晩付きっきりの監視をすることはもう決まっていたので、圭には合流の前に叶のアパートに寄ってもらい、装備一式と一緒に、着替えを取ってきてもらったのである。


    　可愛いパステルカラーに包まれ、綺き麗れいに整せい頓とんされているこの結の部屋とはまったく異なる、万年床どこに脱ぎ散らかした衣類が散乱するあの殺さつ伐ばつとした六畳間を、同僚の圭に見られたのはさすがに少々気恥ずかしい。


    　でも仕方がなかったのだ。叶の戦闘服であるジャージも、作戦用のコミュニケーターも、そして《蟬せみ丸まる》の柄つかも、すべてあの住すみ処かに置きっぱなしだったのだから。


    「違うってば。あの人は、その、ほら、親しん戚せきの道場の……」


    　噓うそは、すでにある噓に繫つなげてつくしかなかった。


    　圭には、人殺しになる一歩手前だったところを救ってもらい、この世界に入りたい旨むねを頼み込んで、《門かど部べ》の上層部に話を通してもらったという恩がある。優ゆう柔じゆう不ふ断だんかつ頑固な男ではあるが、強く頼りになる相棒であり、尊敬できる先輩でもある。


    　しかしそれは、あくまで同僚としての信頼であり、男性として意識したことなどなかったはずだ。そう頭の中を整理しようとして、いつもと何かが違うことに叶は気づく。


    　ほかでもない、結の存在だ。


    　夜の任務の間、自分はずっと、人間のクズに徹しようとしてきた。正規封ふう伐ばつ員いんへの洗礼を受けるずっと前から、あの錆さびた鉄てつ杭くいは心に深く刺さっていたのだから。


    　家族で撮った最後のスナップショットと一緒に、かつての自分自身も、目に付かない引き出しの奥深くにしまい込んでいた。


    　クズである自分には、人との繫がりなどもったいないし、必要ない。そうやって抑え込んできた自分の気持ちが、結の前でだけはただの十六歳の女子高生に戻って、はだけてしまう。


    　ただ戦いだけがある夜の世界とは、また別の角度から、百刈圭のことを見る。


    　星明かりも街灯の光も届かない、闇やみに満たされた路地裏が、《天てん眼がん》の暗視能力によって日中のごとく見通せるように、結の存在は、麻ま痺ひしていた叶の感覚を照らし出してくれる。


    　やっぱり、あの背中を追いかけていきたい。そう思える。


    　自分と同じように家族を失い、それでも曲がらずに生きようとする、あの背中を。


    　叶かなえの身に降りかかったような悲劇から、人々を守り続けきた、あの背中を。


    　一人娘だったのでよくはわからないにせよ、自分にもし〝頼れる兄〟というものがいたなら、あのような姿ではないのだろうか。


    「そ、そこで黙っちゃうってことは、や、や、やっぱり？　わわ、わわ！」


    　叶の沈黙を曲解して、親友が真っ赤かな顔で期待の眼まな差ざしを向けてくる。あわてて否定してはみるものの、誤解はどんどん逆方向に加速していく始末だ。


    「だってだって、なんかこう甘酸っぱい感じで、二人とも照れちゃったりしてて」


    　確かに、よくよく思い出せば、誤解されても仕方ないようなシチュエーションではあった。なにしろ若い男が、下着まで入った叶の着替えセットを運んできたのだ。


    「こうちょっと、顔そらしぎみで、ほっぺた染めちゃって」


    　言われてみれば荷物を手渡してくれたとき、圭けいの顔が少し赤らんでいたような気もする。


    　でもそれはきっと、荒すさんだあの部屋を目にしたうえ、押し入れにある簞たん笥す代わりの収納ケースを漁あさって、女子高生の下着を引っ張り出してこなければならなかったことへの気恥ずかしさか何かのはずだ。


    「かなえちゃんだって、負けないぐらい顔真っ赤で」


    　叶が赤面がちだったのも、別に百もも刈かり圭のことを想ってのことではない。


    　親友のいる手前、ぶっきらぼうにしか喋しやべらないように心がけている夜の自分に戻るわけにはいかず、かといって昼の立ち振る舞いで同僚に話しかけるのも抵抗があって、どもりどもりに意思疎そ通つうするしかなかったのだ。確かに恥ずかしくはあったが、結ゆいの思うような類たぐいの恥じらいでは決してないのである。


    　断じて、ないはずなのだ。


    「だから、えと、従兄弟いとこ。あの人、ただの従兄弟だから」


    「うおっ!?　つまりそれって、もももしや、き、禁断の恋ってやつ？」


    　叶の噓うそも、それを受けての結の誤解も、あらぬ方向に暴走していく。


    　携帯が震えたのは、そのときだった。《門かど部べ》本部からの指令が届いたのだ。


    



    　指令コードのやり取りを終え、そこに添えられた圭からの『守れ』というメッセージを、叶は心に刻みつけた。不思議と清すが々すがしい何かが、体の芯に居座った気がした。


    　行動は決まった。そしてそうなると、この朋とも之の浦うら家けを戦場にするわけにはいかない。


    「ゆいっち、お願いがあるんだけど」


    「およ？　なになに？」


    「動きやすい服に着替えて。今から、一緒に来てほしいの」


    「えと、それって、夜のお散歩……とかじゃないよねたぶん」


    「一晩だけ、安全な場所に移ってほしいの。何があるかは……すぐには言えないけど、私に、ゆいっちを守らせてほしいの。お願い」


    　何の説明にもなっていない、馬ば鹿か丸出しの、突とつ拍ぴよう子しもない注文だった。


    　しかし親友は、目を閉じて「ん～」としばらく唸うなったあと、手早く着替えに取りかかり、小ぶりなナップザックにいろんなものを詰め込み始めたのだ。


    　結ゆいは叶かなえとは違って頭がいいし、ぽわんとしたお花畑めいた見かけとは裏腹に、納得ずくでしか行動しない理屈屋な一面だってある。だからこそ根掘り葉掘り尋ねられることまで覚悟していたのに、まったくもって拍ひよう子し抜けの反応だった。


    「何も……[image: ]きかないんだ」


    「うん、[image: ]かない。なんか急ぎっぽいし、終わってから[image: ]く。それにね──」


    　まっすぐな目と、微笑ほほえみが返ってきた。


    「あたしにとって、かなえちゃんのお願いは、絶対だもん」


    



    　　　◇　　◇　　◇


    



    　乾いぬい叶と朋とも之の浦うら結が、そうやって家を出ようとしていた頃。


    　百もも刈かり圭けいは、間ま白しら田だ俊とし彦ひこ、貴き治じ崎ざき花はなと共に巧こう務むのバンに揺られ、現場へと急行していた。


    （もうすぐ現場到着。準備。装備確認……か）


    　かつて同じようなシチュエーションでかけられた叶の言葉を思い出しながら、圭は、身につけた装備をひとつひとつチェックしているところだった。


    　動きやすいスラックスにジャケットという、いつもの姿ではない。


    　出撃の際に、阿あ黍きびに「三番装備で行け」と命じられたのだ。めったに着用することのない、セラミック板をアラミド繊せん維いで織り込んだ、どことなく特殊部隊の装しよう束ぞくじみた防弾服とプロテクターのセットである。


    　そんな重装備が本当に必要なのかどうかを、圭は問い返さなかった。停時フィールド《久く遠おん棺かん》を武器とし、四十年以上にわたって最前線に立ち続けた最強の元封ふう伐ばつ員いんであり、圭の師匠である阿黍が必要だと言えば、それは必要なのだ。


    　その一方で、バンに乗り込む圭の背中を叩たたきつつ、最後に阿黍が命じた言葉には、明確な抵抗と反感を感じていた。


    「そのときが来たら、お前自身の手でカタをつけろ。いいな？」


    　白鬼を封じねばならぬ状況となったら、叶ではなく、圭の手で封伐しろということだろう。


    　頷うなずいてはおいたが、それは最後の手段としたかった。


    　この件に関しては、自分よりもその役目に相応ふさわしい後輩が現場で待っているのだし、何より、そんな状況に陥らないようにすることこそが圭の仕事だと思えたからだ。


    　助手席でそんなあれこれを思い巡らせている背後では、後部座席に座った間ま白しら田だと貴き治じ崎ざきが、天井あたりの宙をぼんやりと眺めながら、ブツブツと呟つぶやき合っていた。


    　知らぬ者が見れば、何か危険な薬物でもやっているのかと怪しんだかもしれない。


    　もちろん、そんなことではなかった。二人の《天てん眼がん》には、流れるデータがしっかりと見えているのだ。当主の燈あかりからようやく与えられた情報をチェック中なのである。


    　巧こう務むのサポート班の中でもひときわ目立つ髭ひげ男、技官であり分析官であり戦略官でもある間白田俊とし彦ひこは、ほとんど本部に閉じこもりっぱなしの出で無ぶ精しような人間である。今回も現場への同行を嫌がり、圭けいと貴治崎で無理やり引きずってこなければならなかった。


    　彼には、圭たち封ふう伐ばつ員いんのような、超常の停時フィールドを操あやつる制御アカウントは与えられていない。情報担当であり、主に戦況の分析検討と作戦立案を任とする間白田の《天眼》には、その代わりに強力な演算機能とデータ共有能力が持たされていた。圭が目にしてきた白鬼の映像を、司令部で全員が共有できたのも彼の力である。


    　貴治崎の眼球とリンクして、彼が宙に仮想投影しているのは、バチカンのどこかに潜ひそむ異星知性体が持つ、白鬼の封伐記録だった。


    「発見座標、捕ほ捉そくした場所と時間……あとは移動形跡ねぇ。たったこれだけ？」


    　貴治崎の問いに、間白田が即答する。


    「そ、これだけ。画像も映像もナシ。でも充分に助かる情報が詰まってるよ。こういう記録があるってわかってたら、僕の仕事もちょっとは楽になったのにねぇ」


    　不機嫌そうな貴治崎とは違い、間白田の声は浮き立っていた。車に乗せるまではふてくされていたのだが、データの山を扱っている限り、彼は幸せになれるのだ。


    「バチカンも《門かど部べ》と一緒で、ワームホールゲートの聖域を持ってるはずだよね。で、当然そこには異星知性体の依より代しろがいる。鬼を発見したり追跡したり、あるいは捕ほ縛ばくした封伐員が──まあ、向こうのは祓魔師エクソシストだけど──聖域に戻った時点で、データが吸い出されて自動リンクされる仕組みなんだろうね。当然《門う部ち》にも同じような記録はあるよ。地図にプロットしてみよっか」


    「間白田さん、こっちにも共有お願いします」


    　ルームミラーごしに、そう声をかけた。


    「ん。じゃ送るね」


    　言葉が終わる前に、圭の視界に東京の地図が投影された。情報機器としての《天眼》をこれほど自在に駆く使しできるのは、《門部》でも間白田だけである。


    「これ、ここ一年間の封伐記録ね。過去まで合わせれば数がすごいことになるから、ひとまず去年の分だけ」


    　赤や青で色づけられた、点と線とアイコンの連結だった。


    　東京のあちこちで突とつ如じよとして始まり、移動し、途絶える無数の流れ──。


    　それは、圭けいをはじめとする封ふう伐ばつ員いんたちが、鬼を発見し、追跡し、罠わなにかけ、そして封じてきた記録を、日時のカウンターとセットにして図ず示ししたものだった。


    　鬼が初めて確認された地点と、対ついになる消しよう滅めつ地点には、それぞれ見分けやすくアイコンが点滅していた。そして後者のいくつかは、ある一点──《門かど部べ》本部の位置へと集結して終わっているのがわかる。


    　ゲートを使った鬼落とし……強力な鬼たちのたどる末路である。


    「で、問題の、向こうの白鬼のデータがこれ」


    　眼球に映り込む地図がいったんクリアされ、今度は、ほぼヨーロッパ全域──西アジアや北アフリカまでを含む広大な地図が投影された。そこに新たに結ばれるのは、白い輝き線せんだ。


    　合計で、六本あった。


    「最初の記録は八世紀の終盤。日本だと奈良時代の終わり際で、平安時代に移ろうとしている頃ですね。花はなさん、何か気づいたことある？」


    「もったいぶらずにとっとと結論に進めっての。ホルマリン静じよう脈みやく注射するぞ」


    「厳しいねぇいつも。ほら、線の終わり方、おかしくない？」


    　確かに違った。何かが足りないのだ。


    　封伐の完了を意味すると思われる終端のアイコンが、地図には見当たらなかった。


    「どれも封伐が未完了……ってことですか？」


    「残念ながら、そうじゃないのね。受け取ったデータはこれひとつじゃないんですよ。けっこうショッキングだから、覚悟しといて」


    　白いラインが消え、新たなデータが表示された。


    　地図の上に別の線が引かれたのだ。


    　数は同じく、六本。


    「ほんとは黒なんだけど、見分けにくいから紫むらさきで縁取ってみたよ。どう？」


    　ヨーロッパ亜大陸の上をなぞる、六本の線。


    　その線は、ギザギザに各地を彷徨さまよいながらも、最後はすべて一か所に集中して終わっていた。封伐の完了を示すアイコンが居座っているのは、長靴を履いた脚の臑すねにあたる、イタリア半島の中央──ローマだ。もっと正確に言うなら、その片隅にあるバチカンだろう。


    「未知の鬼は、白鬼だけじゃなかったみたいなんですよ。どうやらもう一種いるみたいでね。それこそ悪夢みたいな黒鬼が」


    　黒鬼──間ま白しら田だは確かに、そう言った。


    「黒で区分けされてるわけだから、とにかくそう呼んどくしかないんだけど、こいつが大問題なの。いいですか？　さっきの白鬼のプロットと重ね合わせてみますよ」


    　その言葉に合わせて、地図に白いアイコンと輝線が加わった。


    　鬼は出現し、成長しながらもどこかで狩人かりうどに捕ほ捉そくされ、追跡を受け、やがては封伐される。ところが白鬼は、その軌き跡せきが途中でぷつりと切れ、尻しり切きれトンボになっていた。


    　そして、地図上にプロットされていた黒鬼の出現アイコンは、その切れた座標にぴったり重なって浮かび上がっていた。


    「繫つながって……る？」


    「そ。こうしてみりゃ一いち目もく瞭りよう然ぜんだよね。白く輝かがやくあの鬼は、どんな条件でかは知らないけど、いずれこの……黒い鬼へと化けるってわけです」


    　間ま白しら田だは、ため息交じりにそう言葉を結んだ。


    　それが何を意味するのか、圭けいには理解が追いつかない。なにせ、白鬼の正体すらわかっていないのが現状である。そこに別の鬼が新たに加えられても、未知の上に未知が重なるだけで、混乱が割り増しになるだけだった。


    　しかし、貴き治じ崎ざきは違うようだった。額ひたいに手を当ててうなだれ、こう呟つぶやいたのだ。


    「道理で……バチカンが死に物狂いで張り切るわけだわ」


    「だからショッキングって言ったでしょ？　まれに見る危機ってやつ。悪夢ですよ悪夢」


    「ちょ、ちょっと、どういうことなんです？」


    　たまらずに、圭は[image: ]きいた。答えたのはやはり間白田だった。


    「六体のうち、この最後の記録を追いかけてみよっか。バチカンの《門》で滅ほろぼされた日付は、一九四五年五月七日だね。祓ふつ魔ま師しに捕ほ縛ばくされたのはちょうどその一週間前で、四月三〇日。嫌なタイムスタンプだねぇ。場所はここ」


    　網もう膜まくに映る地図が、アイコンの位置めがけて急速にズームしていく。


    　ヨーロッパ中北部のとある国へ。


    　その片隅にある大都市の、ほぼ中心部へ。


    　建物に挟まれた平へい坦たんな土地を示して、画面の拡大は止まった。地図はネットでも参照できる衛星写真のデータで、アスファルトと白線、そして何台も並んでいる車がはっきりと見える。


    「駐車場……ですか？」


    「今はね。でも当時あったのは、紛まごうことなき〝フューラーブンカー〟なんですよ」


    　百もも刈かり圭には、まともな学歴がひとつもない。なにしろ義務教育すら終えていない身である。しかし人間、学ぼうと思いさえすればどこからでも学べるものだ。本は昔から好きだったし、頼めば《門かど部べ》のスタッフたちも喜んで教師となってくれた。


    　世界史についてもそうやって学んだ。


    　だから、その場所で死を迎えた男のことも、知識としてのみだが、よく知っていた。


    　なにしろ、その男が巻き起こした大渦に飲み込まれて、この世界は一度焼かれ、全世界で五千五百万人もの人間が死んだのである。


    　総統地下壕フユーラーブンカー──第三帝国終しゆう焉えんの地。


    「ほかのはまだ検証できてないけど、ぱっと見る限りじゃ、第一次十字軍、バグダードの戦い、こいつはポグロムかなぁ……どれも大だい虐ぎやく殺さつっぽいねぇ」


    　白く輝かがやく鬼は、いかなる条件でか、いずれ黒鬼なるものに化け──、


    　そして、大虐殺や戦争の引き金を引く可能性がある──。


    　とんでもないことだった。


    　その推測がもし正しければ、白鬼と、そこから転じて生まれる黒鬼は、赤鬼や青鬼とはもう次元の異なる、最凶最悪の鬼ということになる。


    　圭けいの中で、すでに決めたはずの指針が揺らぎ始めた。


    　白鬼はやはり、小さな犠ぎ牲せいなど顧かえりみることなく、一刻も早く封じるべきものではないのか。燈あかりのやろうとしていたことのほうが、非情ではあれ、やはり正しかったのではないのか。


    （そのときが来たら、お前自身の手でカタをつけろ。いいな？）


    　阿あ黍きびが言っていたのは、このことだったのだろうか。


    「ま、なにせ情報が足りないから、あくまで仮説にすぎないんですけどね」


    　間ま白しら田だの声が、後ろから圭の耳に届く。


    「とりあえず今見たこれっぽっちが、白鬼に関して手に入る全データなわけ。でも、バチカンならもっと知ってるはずですよ。なにしろ歴史上、これまで六体もそいつらを封じてきたって連中なわけですし。ぜひ情報交換したいとこですねぇ」


    　確かに、バチカンなら知っているだろう。


    　かつては崇すう高こうなる善の化け身しんだった大天使が、最も恐るべき魔王サタンへと堕だする。


    　そういう物語を、彼らははるか昔から、ずっと語り続けてきたのだ。


    「天使と魔王……か」


    　圭の思いを読んだかのように、貴き治じ崎ざきがそう呟つぶやいた。


    　ルームミラーの中で彼女は、くわえていた禁煙パイプを足元に投げ捨て、胸元から煙草タバコの箱を取り出した。一本をくわえ、火をつけ、深く吸い込んだ。


    「そういや、魔王になった天使の名前ってさ──」


    　座席に体重を預け、貴治崎は最後に、煙を吐き出しながらこう言ったのだった。


    「《明けの明星》とか《光り輝く者》とかって意味だったわねぇ……」


    



    　　　◇　　◇　　◇


    



    　百もも刈かり圭たちがバンの中でたどり着いた答えと、ほとんど重なる説明を、親友を背後にかばいながら、叶かなえは敵の口から聞かされていた。


    「……というわけでして、君の後ろにいる女性は、いずれ最悪の悪魔に変わる魔女なのですよ。こちらにお渡しなさい」


    　黒ずくめの、痩そう軀くの長身がひとり。


    　そしてその横に影のように佇たたずむ、同じ漆しつ黒こくの衣に身を包んだ女性がひとり。


    　流りゆう暢ちような日本語を操あやつっているのは、白髪が目立つ男のほうだった。


    「《門かど部べ》も、我ら《ゲオルギウス会》も、共に悪魔を狩る仲間であり兄弟のようなものです。邪魔さえしなければ、決して《門部》のメンバーであるあなたに危害を加えるつもりはありません。その証しよう拠こに、お仲間たちの命も奪ってはおりませんよ」


    　家を出たときから、嫌な予感がしていた。耳にはめたコミュニケーターへの応答がなかったのだ。何者かによって、強力な通信封ふう鎖さが為なされているとしか思えなかった。


    　当然ながら、不安はすぐ的中した。朋とも之の浦うら家けの近所で待機しているはずだったサポート班のバンは、すでに敵に制圧されていたのだ。同僚たちは全員、ベテランの封ふう伐ばつ員いん二名まで含め、いかなる手段をもってか、見事に気絶させられていた。


    　車両の窓やドアロックの部分は、ピラーごと削り取ったように、綺き麗れいな切断面を見せてくり抜かれていた。


    　明らかに、停時フィールドの仕し業わざである。


    　停時フィールドの境界面──通常の時が流れる外の空間と、時間の静止した内部空間との境界にあるものは、必ず切断されてしまう。時間の動いている場と止まっている場の間で、物体の原子同士を結びつけている鎖くさりが維持できるわけがない。万物の切断は、決して叶かなえの《蟬せみ丸まる》だけが独占する機能ではないのだ。


    　叶は夜道を、親友と連れ立って駆かけた。


    　そしてその逃走経路すらも、敵にはとうに読まれていたのだろう。叶と結ゆいはこうして、黒ずくめの二人組に立ちはだかられてしまったのだから。


    　東西に伸びる二車線道路の真ん中で、両者は向かい合った。


    「お初にお目にかかります。私はワイデンライヒ。こちらは教え子のミケーラ」


    　男は、そう名乗った。


    「あなたは《門部》の人間ですね。お話があるのですが。後ろにいるその少女について」


    「な、なになにこの人たち……わわ、が、外国のかた？」


    　などと最初は困惑していた結も、今は黙りこみ、叶の背後で身を縮めていた。


    　いったい何がどうなっているんだと、きっと混乱のさなかにあることだろう。


    　この怪しげな男女と叶に、いかなる関係があるのか。悪魔とは何のことを指しているのか。《ゲオルギウス会》とは、《門部》とは何なのか。そしてなぜ、自分がその渦か中ちゆうにいるのか。どれも理解が追いつかないことだろう。


    　でもわからないなりに、ひとつの事実だけは、話の節々から察することができたはずだ。


    　朋之浦結──彼女こそが、この睨にらみ合いの焦点なのだということを。


    　それでも結は、黙って叶に従ってくれている。


    （あたしにとって、かなえちゃんのお願いは、絶対だもん）


    　背中に感じるその信頼が、叶かなえの内側から力になって溢あふれてくる。


    「どうしました？　返事を聞かせて頂きたいのですがね。こちらとしては、できうる限り平和的な解決法を提示しているつもりなのですが」


    　叶は返事を返さない。もちろん、親友をむざむざ明け渡すつもりもない。


    　勝負の機を、慎重に読まねばならない。


    　エクソシストと言えば聞こえはよいが、その中身は《門かど部べ》の封ふう伐ばつ員いんと同じく、超常の停時フィールドを操あやつる柩ひつぎ使いだ。相手が鬼のときとは勝手が異なる。


    　強大に育ってしまった赤鬼や青鬼は例外としても、通常の鬼の場合、その殺意以外は常人とさほど変わらない。だから叶の場合、体術と俊しゆん敏びんさで相手を凌りよう駕がし、必殺の停時フィールド《蟬せみ丸まる》をいかに相手に叩たたき込むかが勝負となる。


    　だが、同じ停時フィールドを持つ相手となると話は別だ。


    　人によって静止時空をこの世に顕けん現げんする形が異なるので、相手がどのような技を使うかがわからなければ、そう簡単に動くことができないのだ。


    「君が今考えていることを、当ててあげましょうか」


    　バチカンの男は、薄い唇くちびるをかすかにつり上げてそう言った。


    「なぜ自分たちは、まだ我々の停時フィールドに封じられていないのか、訝いぶかしんでいますね」


    　図星だった。


    　ちょうど頭の中で、いくつか仮説を検討していたところだったのである。


    「君はひとり。敵は二人。数に勝るはずの敵が、なぜ先手をとってこないのか」


    　ワイデンライヒを名乗る老祓ふつ魔ま師しの声が、叶の視点に立ったまま語る。


    「そして君はこう仮説を立てる。まずひとつ。敵はどちらも、人間を捕ほ縛ばくできるサイズの停時フィールドを生せい成せいできないのではないか」


    　まるで、こちらの心をじかに読んでいるかのようだ。


    「二つ。相応なサイズの停時フィールドは生成できても、射程が短いために、もっと距離を詰める必要があるのではないか」


    　その一言一言が、叶を圧迫する。


    「三つ。サイズや射程距離は充分でも、目標だけを引き離して捕らえねばならない何らかの理由があるのではないのか」


    　結局、頭の中にあったすべてが見事に言い当てられた。


    「残念ながら君の推測は、すべて、間違っています」


    　バチカンからの刺客は、なおも続ける。


    「停時フィールドのサイズも、形状も、間合いも充分なのですよ。私たちはいつでも君たち二人を止まった時空で捕らえ、捕縛することができます」


    　叶には、何も返せない。


    「こうして対話しているのは、無駄な争いを避けたいからだと言っているでしょう。経験のない君たちでは手に負えない相手だからこそ、我々が〝悪魔祓ばらい〟を引き受けるだけなのです。君の後ろにいる彼女を、本当の意味で殺す気などありません」


    　そう告げながら、ワイデンライヒは胸元から透明な小こ瓶びんを取り出した。


    「〝聖水〟──君たち《門かど部べ》が使うのと同じ系統の毒です。皮ひ膚ふから浸透するタイプですがね。もちろん解げ毒どく剤ざいと賦ふ活かつ剤も。蘇そ生せいが済み次第、君の友人はすぐ自由になれます」


    「それは、噓うそ」


    　ワイデンライヒの長い眉まゆが、初めてピクリと動いた。


    　彼の並べ立てた一連の言葉に、叶かなえはちくりとした感触と、嫌な匂においを感じたのだ。


    　子供の頃から慣れ親しんだ、〝噓〟の匂いだった。


    　なぜそれが判別できるのか、子供時代の叶には理由などわからなかったし、今でもとんとわからない。しかしわからないなりにも、こう解釈していた。


    　──きっと自分が、噓つきだからだ。


    　──偽いつわることを、呼吸するようにできる人間だからだ。


    　彼らは結ゆいを、自由にする気などない。そんな確信をもって、叶は答える。


    「信じないでしょうけど、言ってることが本当か噓かは、わかるの」


    　精いっぱいの強がりでもあった。明らかに敵のペースで進んでいた会話にあえて乗ったのは、増援が到着するまでの時間稼かせぎとして、少しでもこの対話を引き延ばしたかったからだ。


    　敵がどう答えようが、今度はこちらのペースに巻き込んでいくしかない。


    　ワイデンライヒが、再び口を開こうとする。


    　しかし返事はその前に、別の方向から返ってきた。


    「信じるよ。あたし」


    　背後からの、親友の声だった。


    　それだけで、戦える気がした。


    　相手の男女は、依い然ぜんとして隙すきだらけに見える。距離はおよそ十メートル。


    　幼少時から空手で培つちかった瞬発力と脚さばきで、叶なら二秒もかからず間合いを詰めることが可能な距離だ。しかし敵のどちらかが飛び道具を隠しているか、遠えん隔かく精密攻撃が可能な停時フィールドを使うのなら、無防備となった結を撃たれるか、串くし刺ざしにされるか、あるいは封じられるかして、その場ですべてが終わってしまう。


    　ここに百もも刈かり圭けいがいれば、と叶は思う。


    　彼がいるだけで、行動の幅は十倍以上に増える。その彼は現在、こちらへ全速力で向かってくれているはずだった。タイミング的には、もうすぐ敵の背後から現れてくれてもおかしくないはずなのだ。叶は、彼を切望した。


    （百刈先輩──お願い、急いで）


    　その瞬間、視界の奥で光が炸さく裂れつした。


    　三秒ほど遅れて爆音が轟とどろき、背中に寄り添う結ゆいが「ひゃっ！」と悲鳴をあげる。


    　敵の背後の遠方に、炎と煙が天高く立ちのぼるのが見えた。


    （先輩──！）


    　それは、《門かど部べ》本部方面へと続く道であり、増援として圭けいが向かってきているはずだと叶かなえが信じた、まさにその方角だった。


    「これは失礼。少しばかりやりすぎる生徒がいましてね」


    　ワイデンライヒが、その口元に歪ゆがんだ笑いを取り戻す。


    「こちらも数で押されるわけにはいきませんのでね。どうかご理解ください」


    　敵は、この二人だけではなかったのだ。足止めのために動く別働隊がいたに違いあるまい。


    「もう引退したとは聞いてますが、今回ばかりは《久く遠おん棺かん》などにしゃしゃり出てこられるわけにはいかんのですよ」


    　爆破されたのは、十じつ中ちゆう八はつ九く、《門部》の増援車両だろう。


    　時間どおりのバックアップは、もう望めない。


    　叶は、背後で震える親友に声をかける。


    「ゆいっち、大丈夫？」


    「う、うん……なんとか。もういっぱいいっぱいだけど」


    「どうやら助けは遅れそう。でも、守るから、絶対」


    「うん、わかった、信じる」


    　結の返事で、覚悟は決まった。


    　左手には携帯を、右手はポケットの中の《蟬せみ丸まる》の柄つかを握りしめ、叶は神経のすべてを、敵の殺意のトリガーを感じるために研ぎ澄ませる。


    　自分と同年齢ぐらいに見える女修道士のほうはともかく、ワイデンライヒを名乗るこの祓ふつ魔ま師しは、似てもいないのになぜか阿あ黍きび宗そう佑すけの姿と重なった。


    　阿黍からいつも感じる、あの剃かみ刀そりのような殺気はない。しかしそれでも、第六感が告げる〝匂におい〟がそっくりなのだ。


    　年齢も、同じぐらいに老けている。それは阿黍のように、危険な鬼との戦いを長年にわたりくぐり抜けてきたベテランの証明でもあるのだろう。


    　そんな相手に、まだ未熟な、たった十六歳の小娘の技が通じるとは思えない。


    　出来損ないの、自分の武器と技が。


    　それでも、勝たなければならなかった。親友を守るには、それしか道はないのだから。

  


  
    06◆サークラ・イグニス


    



    　停時フィールドの内部が時間の静止した空間だとすれば、その奇跡を実現するテクノロジーの本体は、それを包む境界面そのものにあるという。


    　人類には理解不能な原理をもって、わずか数プランク長の厚みにまで畳み込まれた重じゆう合ごう空間の集積……そんな停時フィールドの境界面は、あらゆる波長の電磁波を吸収し、制御アカウントを持つ《天てん眼がん》から発信されたコントロール信号を除くすべてを、純粋な熱だけに変換して全方位に放射する。


    　人間の目が知覚できる光──可か視し光線も、もちろん電磁波の一種だ。


    　光をまったく反射させることなく吸収し、すべてを微細な熱に変換してしまうがゆえに、展開された停時フィールドには陰いん影えいがなく、その色は、黒よりも黒い。


    　闇やみ夜よともなれば、それを遠距離から視認し、察知することは不可能に近い。


    　しかし、車両のヘッドライトが明るく照らし出した道路のアスファルトを背景にして、その漆しつ黒こくの姿はほんのコンマ数秒だけ、圭けいたちの前に姿を浮かび上がらせた。


    　それは──わずか五十センチに満たないサイズに展開された停時フィールドだった。


    　地上から一メートルほどの高さに浮かんでいたその存在に激突し、法定速度を二十キロオーバーで疾しつ走そうしていたバンのフロント部分が、まるで倒れない電柱に激突したかのように凹へこみ、ひしゃげ、ぐしゃぐしゃに潰つぶれながら車内に食い込んでいく。


    　そのすべてが、一瞬のことだった。


    　ただ停時フィールドを空中に発生させただけでは、こうはならない。


    　停時フィールドの外側境界面は、あたかも固体のように振るまい、物体の衝突や接触による運動エネルギーの影響を受け、その重さは内部に取り込んだ物質の総質量と等価だ。


    　空気だけを取り囲んだ停時フィールドは、文字どおり空気の重さしかない。


    　硬さは無限に硬く、いかなるものでも破壊不能ではあっても、内部にあるのが空気だけでは、フロントガラスにぶつかっただけで軽く弾はじき飛ばせる代しろ物ものである。


    　しかし、停時フィールドを任意の物体に『遠えん隔かく固定』させることができる使い手もいた。


    　たとえば乾いぬい叶かなえの《蟬せみ丸まる》は、手に握った物体に常に固定された状態で発現する、特殊な停時フィールドだ。


    　圭たちの乗った二トン近くもある車両が紙細工のように粉ふん砕さいされたのは、そのフィールドが大地の奥深くに『固定』されていたからだった。


    



    　百もも刈かり圭の反応がほんの半秒でも遅れていれば、全員即死していただろう。


    　激突のほんの数瞬前に、運転席から後部座席までの座席空間をまるごと、圭が《朧おぼろ筐ばこ》で包み込んだのだ。衝突とともにバンはひしゃげながら横回転し、押し出された直方体の《朧おぼろ筐ばこ》が車体の後部ハッチドアを吹き飛ばして、道路にがこんと落ち、横滑りにスピンする。陰影も光沢もない黒一色のブロックは、そのままガードレールに激突し、勢いを殺しながら跳ね返って、元の進行方向に滑っていった。


    　地面をごりごりと削って回るその動きが収まる前に、三秒が経過した。


    《朧筐》の動作時間が切れる。


    　車体の床ゆか面だけで繫つながった奇妙な座席空間が、シートにしがみついた乗員ごと宙に吐き出され、軽くバウンドした。火花を散らすアスファルトとの摩ま擦さつで速度を落としながら再びスピンを始め、二十メートルほど滑ってようやく停止する。


    　間かん一いつ髪ぱつだったが、全員なんとか無傷だった。


    　巧こう務むの運転手は、ハンドルを握ったままで顔を引きつらせ、目を白黒させていた。


    　無理もあるまい。さっきまで車両を運転していたはずなのに、一瞬後には屋根もドアもない座席だけの鉄てつ塊かいに座り、突然切り替わった景け色しきの中を、まるで遊園地のコーヒーカップのようにぐるぐる回転していたのだから。


    「だから……現場は……嫌いなんですよね。ああ、吐きそう」


    「あれ、ちょっと、勘弁してよこれ、シートベルト外れないじゃない」


    　間ま白しら田だと貴き治じ崎ざきの声である。


    　動転していないところは、二人ともさすがであった。


    　座席から這はい出て身を隠し、シートベルトを順に外してクルーを逃がしながら、圭けいは、自分たちの現在位置を頭の中で再計算する。


    　バンが粉ふん砕さいされた地点より、進行方向へやや進んだ反対車線に、圭たちはいた。位置が割り出せると、次に敵の姿と、車両を破壊した停時フィールドを目で探す。


    　後者はすぐに見つかった。


    　燃えている車両の残ざん骸がいのすぐそばで、まだ空中に佇たたずんでいたのだ。


    　炎と煙が背景となって、その黒いシルエットは、はっきりと確認できた。


    　それは──奇妙な姿をしていた。


    　二つの円えん錐すいを頂点付近で合体させたような、砂時計の中央部だけを縦に引き延ばしたような、あるいはカクテル用のメジャーカップのような形状の、停時フィールド。


    　そして──、


    　不気味で甲高い、ジェットエンジンめいた轟ごう音おんが、その方角から鳴り響いていた。


    「ね、なんかアレ、デカくなってない？」


    　ようやくシートベルトから抜け出した貴治崎が、後ずさりしながら呟つぶやく。


    　確かにそれは、不吉な音をまき散らしながら、少しずつ成長し、太く大きくなり続けていた。


    



    　　　◇　　◇　　◇


    



    　そこから百メートルほど離れた、廃工場の陰。


    　小刻みに体を動かし続けながら、巨体の修道僧バルトロメオは念じている。


    （右、左、右、左……）


    　バルトロメオは、静止した状態の停時フィールドを出すことができない。それどころか、自分の武器が本当はどんな形をしているのかすら、彼は知らなかった。


    　なにしろそれは、常に超高速で回転しているのだ。


    （右、左、右、左……）


    　その回転を生み出すエネルギーがどこからもたらされるのかなど、バルトロメオは考えたこともない。彼はただ、独こ楽まのようにその軸じくを地面に『固定』しているつもりでいるだけだ。


    　地中の奥深くに根を下ろした回転軸とは独立した、二つめの『固定点』が、十のマイナス十二乗秒──ピコセカンド単位で『固定』する対象を小刻みに切り替え、半径六十キロ以内に存在するありとあらゆる移動物体や回転体から、少しずつ運動エネルギーを盗み取って、自身の角かく運動量に変換し続けていることなど、彼の理解の外にある。


    （どんどん、いくよ、右、左、右、左……）


    　都会の夜を疾しつ走そうする車の速度がわずかに落ちたとしても、ドライバーの大半は気づきもしないし、気づいたとしても風のせいとしか思わない。無数のタイヤがほんの少しだけその回転力を失っても、路面のギャップに乗り上げたとしか思わない。風に転がっていた空き缶がふと動きをやめ、回っていた換気扇の羽根が一時的に止まっても、誰も見向きもしない。


    　大は空をよぎっていく旅客機から遊園地の観覧車、小はエンジンの中で回るベアリングから波打ち際で躍おどる砂に至るまで、ありとあらゆるモノから運動エネルギーと回転の力をかき集めて、彼の奇妙な独楽は回り続ける。


    （でっかく、でっかく、右、左、右、左……）


    　彼の停時フィールドは、その回転に引きずり込まれる周囲の空気を取り込みながら、ほんの数ミリずつ大きくなる。停時フィールドを瞬時に解体し、同じ場所にサイズを大きくしながら再発現させているのだ。


    　一回ごとに回転方向を逆にし、少しずつ大きくなって再構成し続けるという一連のシークエンスは、完全に自動で行おこなわれていた。


    　バルトロメオは、ただそれを設置するだけなのだ。


    　あとは勝手に、育ってくれる。


    （まだまだ、まだまだ、右、左、右、左……）


    　およそ半秒に一回というペースで、回転方向の入れ替えと拡大とを何度も何度も重ね、繰り返しながら、彼の停時フィールドはどんどん太くなっていく。


    　愛いとしきその名は──《サークラ・イグニス》。


    （……ん？）


    　建物の陰から道路を覗のぞき込んでいたバルトロメオは、不機嫌そうに眉まゆをしかめた。


    　回転を続ける武器より二十メートルほど手前にいる異教徒たちが、彼のほうへ向けて後ずさりを始めたのだ。獲え物ものが《サークラ・イグニス》から距離を取りすぎるのはよくない。


    （もう少し、大きくしたかったけどな）


    　仕方なく彼は、《サークラ・イグニス》を消失させることを決める。


    　この瞬間が、彼は大好きだ。


    　猛回転していた停時フィールドが、その軛くびきを離す。


    　止まった時の中に閉じこめられていた空気の渦が、一気に解放される。


    　秒間数百万回転にも及ぶ速さで、しかも数ミリ刻みの幅で互い違いに逆回転させられていた大気のバウムクーヘンは、遠心力で広がりながら互いの摩ま擦さつで激烈な高熱を発して一瞬でプラズマ化する。逃げ場を求めて外へ広がろうとする上下対称の円えん錐すい形けいプラズマと衝しよう撃げき波はは、爆ばく散さんの途中で自分の片割れと出会い、衝突し、圧縮されてさらに温度を上げ──、


    　聖なる篝火サークラ・イグニスを、この地上に花開かせるのだ。


    　轟ごう音おんと共に紅ぐ蓮れんの炎が広がり、衝撃波を追いかけて熱波が地を焦こがし舐なめ進んでいく。


    　彼の停時フィールドは、一撃必殺の爆弾なのである。


    （……あれれ？）


    　ビルの陰に伏せた身を起こし、彼は首をかしげて爆心地のほうを見やる。思ったよりも爆風が届かなかったのだ。


    　それもそのはずだった。


    　その手前に、黒い壁が道路を跨またいで立ちふさがっていたからだ。


    　十五メートルはあるその巨大な壁は、バルトロメオが目を向けるとすぐに、幻まぼろしのようにぱっと消えてしまった。その根元には、あの異教徒たちが全員無事な姿でしゃがみこんでいた。


    （ずるい、ずるい）


    　バルトロメオの能力は、ほかへの応用がまったく利かず、大勢の敵性異教徒に紛まぎれ込んだ悪魔を、周囲ごと吹き飛ばすぐらいにしか使えない。仕事のお呼びもめったにかからない。


    （どうしようかな。えーと）


    　でも、師であるワイデンライヒ先生は、そんなバルトロメオを大切にしてくれる。そのうえ今回は、彼のことを作戦に必要だとまで言ってくれたのだ。


    　陽動と足止め──それが、先生から託された仕事。


    　敵性とはいえない異教徒を、何十人、何百人燃やすことになったとしても、それをまっとうしてみせる。


    　歪いびつで幼おさない心にそう誓って、彼は歩き出した。


    



    　　　◇　　◇　　◇


    



    　その数十メートル先──。


    　間ま白しら田だ俊とし彦ひこは、現場はやっぱり嫌だなぁ、と深いため息をつく。


    　ほんの四十秒ほどの間に、二回も死にかけたのだ。


    　巨大な壁状に展開した百もも刈かり圭けいの《朧おぼろ筐ばこ》がなんとか爆風を防いでくれたが、炎の向こう側はかなりの惨さん状じようだった。


    　吹き飛ばされて電柱やビルに激突し、哀れな横腹を晒さらしている二台の車は、どう見ても封ふう伐ばつ員いんたちの乗った後続のバンである。住宅地に隣接しているとはいえ、ちょうど川沿いの工場街で、ひと気がなかったのが唯ゆい一いつの救いと言えた。


    「敵もさるもの、だねぇほんと。ものの見事にハマっちゃってますよこれ」


    「感心してる場合ですか！　移動しましょう！」


    「うん。でも圭くん、あれ、ほっといていいの？」


    「……うっ」


    　間白田が指し示した方向に首を巡らせ、百刈圭の表情が歪ゆがんだ。爆心地に、あの黒い回転体がまた出現していたのである。


    　その動作原理はもう、間白田にも推測できた。大きさはまだ十数センチほどだが、あと二分もすれば、先ほどの規模の爆発をもう一度起こせるぐらいにまで成長するだろう。


    「じゃ、圭くん、ちょっとあれ見ててね。行くよ花はなさん」


    「わっ、何すんのよ！」


    　隣でブツクサ言っている口の悪い女医、貴き治じ崎ざきの手を無理やり握って、目指していた合流地点の方角へと、間白田はぺたぺたと走り始めた。


    「痛い痛い、引っ張んないでよもう！　死ね！」


    「ごめんごめん。でもほら、嫌いな現場でも仕事はしなきゃなんないでしょ」


    「しなきゃって、あんたの仕事は頭脳労働でしょうが！」


    　そんな二人の目の前に、建物の陰からぬっと出てきた黒ずくめの大男が立ちふさがった。


    『さきには、いかせないよ。足止め、ぼくのしごとだから』


    　大男は、体格に似合わない高い声をしていた。とはいえ間白田にとっては声質などより、どこの言葉なのかの方が重要だった。


    （ラテン語じゃなくて、イタリア語か……ま、どっちでもいいけど）


    『あー、やっぱりこっち側で待ち伏せてますよねぇ。はい、もう終わり終わり！』


    　同じ言語でそう嘆いて、間白田は地面に座り込んでみせる。


    　こいつ正気か、という表情をしている貴治崎の手を引っ張り、隣に並んで座らせた。


    　その視線は今にも間ま白しら田だを刺し殺さんばかりだったが、ぱちりと瞬まばたきすると一転し、呆あきれかえった顔になる。


    「ああなるほど。あんたほんとイカれてるわ」


    　それには返事せず、間白田は残してきた百もも刈かり圭けいのほうへと振り向く。


    『圭くん、あとはもう君だけでやりたまえ！』


    　当の筆頭封ふう伐ばつ員いんは、現れた敵に捕まりかけている女医と技官を援護すべきか、それとも背後で着々と爆弾化しつつある厄やつ介かいな停時フィールドに注意を向ければいいのかを、まだ迷っているようだった。おそらく、間白田の軽率さを心の中で罵ののしっているに違いあるまい。彼の突飛な行動のおかげで、にっちもさっちもいかなくなっているのだし。


    　ダメ押しとばかりに、もう一度叫んだ。


    『こっちは眼球の改造だけで、停時フィールドなんて高こう尚しようなモノ持たせてもらってないんだからさぁ！　戦うのはキミの仕事！』


    　すべてイタリア語のままだ。


    　大男が、座り込んだ間白田へと手を伸ばしてきた。人質に取るつもりなのはわかっているので、ひょいと飛びすさって転がった。


    　間白田たちを盾たてとして、この場にいる《門かど部べ》側の柩ひつぎ使いである圭が抵抗せぬよう脅きよう迫はくし、行動を封じ、爆殺するつもりなのだということは読めていたのだ。


    　間かん一いつ髪ぱつで、大男の手からは逃のがれられた。


    　しかしその太い腕は、隣で座り込んだままでいた貴き治じ崎ざきへと伸びた。白衣の胸元を摑つかみ、軽々と持ち上げる。


    『女おいてにげる、なんて、さいていの、異教徒だな、おまえ』


    　大男はせせら笑った。間白田は、今度は日本語で返した。


    「うん、異教徒だし、最低なのも知ってます。じゃ花はなさん、頼むね」


    「あいよ」


    　大男の笑い顔が、わずかにきょとんとなった。手に捕まえている貴治崎を見る。なぜ彼女の顔に嘲あざけりの表情が浮かんでいるのか、男には理解できないようだった。


    「ばーか」


    　貴治崎のひと言とともに、訝いぶかしんだままの男の表情は、元には戻らなくなった。真っ黒な彫ちよう像ぞうとなって固まってしまったのだ。


    　現場に出ることがない間白田に、停時フィールドが与えられていないのは本当である。


    　一方、医療部を指揮し、救命班を率いて封伐現場にも顔を出す貴治崎は、一刻を争う重傷患者の時間を止めて本部まで搬送するために、それを持たされていた。


    　彼女が発現した能力は、射程距離がゼロに等しいほど短い代わりに、人体だけをそのままの形で安全に包み込んで時間停止させる力──《磐いわ長なが》である。

  


  [image: ]


  
    　初期の３Ｄゲームに登場したポリゴンモデルのごとく、多面体で構成された人体彫像と化してしまった男の太い指から、摑つかまれた白衣をもぎ取りつつ、彼女はため息をついた。


    「いやマジ、頭悪い奴やつで助かったわ」


    「ね、ちゃんとほら、頭脳労働してるでしょ？」


    「うるせえ馬ば鹿か、十回死ね」


    　そこにようやく、百もも刈かり圭けいがげっそりとした顔で駆かけ寄ってきた。


    「うまくいったから良かったものの……今後は、無茶は控えてくださいよ」


    「なら今後は、僕を現場に引っ張り出すの、やめてもらえるかなぁ」


    「いや、それは……それより乾いぬいと、後続のバンに乗ってたクルーが心配です。貴き治じ崎ざきさん、医療部の増援を至急」


    「あいあい、わかってるってば。痩やせても枯れても《門かど部べ》の封ふう伐ばつ員いんなんだし、死んじゃいないわよたぶん。つーか、それよりさ……」


    　自分の《磐いわ長なが》に巻き込まれて襟元が一部欠けてしまった白衣を整えながら、貴治崎花はなは道路の向こうを顎あごで示した。


    「……あれ、どうすんのよ？」


    　そこには、時の流れから隔かく離りされた大男──バルトロメオの停時フィールド《サークラ・イグニス》が、依い然ぜんとして回転を止めずに成長し、爆発力を蓄積し続けていた。

  


  
    07◆トリジェミニス


    



    『柩ひつぎ使い同士の戦いとなりゃ──おめぇは無力だ』


    　バチカンの狩人かりうどたる、能力が一切不明な黒い祓ふつ魔ま師したちと対たい峙じしながら、乾いぬい叶かなえは、いつか聞いた阿あ黍きび宗そう佑すけの声を思い出していた。


    『生き延びたけりゃ、戦うな。避けろ。挑いどんでも受けても勝ち目はねぇ』


    　歴戦の古ふる兵つわものであり、かつて自分を鍛きたえ上げた教官でもあり、《門かど部べ》の当主代行でもある男の声は、まだ叶の耳にはっきりと残っていた。


    



    　叶が中学を卒業する直前、《門部》の訓練生時代──。


    《天てん眼がん》を授さずけられてからまだ半年ほどしか経たたず、ようやく停時フィールドのアカウントを与えられたばかりの頃。学校をはけてから深夜まで、叶はハードな基礎トレーニングと模も擬ぎ戦闘訓練を受け続けていた。


    　教官は日替わりで、最も厳しいのが阿黍代行の担当日だった。それこそ、地を這はわされた体が起き上がれなくなるまで、阿黍は指導の手を緩ゆるめなかった。


    　怪け我がも日常茶さ飯はん事じで、だから医務室通いも半ば日課となっていた。


    　右肩と左脚に受けた、内出血にまで至る打撲を貴き治じ崎ざきに診てもらっていたときのことだ。


    「またハデにやられたもんねぇ。鎖さ骨こつのヒビ塞ふさがったばかりだってのに。ったく女の子の柔やわ肌はだ、何だと思ってんのかしらねぇあの爺じいさん」


    　そういう貴治崎自身は、まったく自分の肌の手入れに気を使ってはいない。


    「でも気にしなさんな。痛みはしばらく我慢してもらうけど、うちの医療設備はよその四十年は先行ってるから、痣あざなんて残しゃしないわよ」


    「痣ぐらい……かまいません」


    「そうは問屋が卸おろさないのよー、さあさあ脱いで脱いでぬひひひひ」


    「あの、怖いん、です、けど」


    「いいからいいから怖いのは最初だけだってんふふふ……あ」


    　今にも叶を抱きすくめんばかりだった貴治崎が急に身を正し、直立不動の姿勢となった。阿黍宗佑が入室してきたのだ。《門部》本部職員の九割から（いろいろな意味で）恐れられている貴治崎とて、彼にだけは頭が上がらない。


    「話がある。貴治崎は外せ」


    「は。では」


    　部屋を出ていく女医とすれ違うようにして、阿黍は叶へと歩み寄り、椅い子すに腰を下ろした。


    　この老いた鬼教官と対面するときには必ず感じる、剃かみ刀そりの刃の上に寝かされるような緊張をなんとか押し留とどめ、叶かなえは診察台から身を起こした。


    「足運びと踏み込みは文句ねぇが、間合いの把握がまだ甘ぇな」


    　阿あ黍きびは、叶の身を案じるような言葉をかけにきたのではなかった。


    「おめぇが身につけなきゃなんねぇのは空手の間合いじゃあねぇ。わかるな？」


    「はい、《蟬せみ丸まる》は……刀ですから」


    　阿黍は、静かに頷うなずく。


    「だが、空手の経験が役に立ってねぇってこともねぇ。おめぇの筋肉繊せん維いの比率はな、剛ごう力りきと瞬発力とを生み出す白い速そつ筋きんより、持久力を担になう赤い遅ち筋きんのほうが多い。格闘家よりもマラソンランナー向きってわけだ。本来、瞬発力の低さと軽すぎる体重ってのは、格闘戦においては大きなデメリットになる」


    「理解……してます」


    「だがおめぇには、ガキの頃からの鍛たん錬れんで積み重ねてきた足運びと、アクロバティックとも言える重心移動の技術がある。そいつが足りてねぇ瞬発力を大幅に上乗せし、体質上の欠点を完かん璧ぺきにカバーしてくれてるわけだ。おめぇんとこの道場、伝統派だったと思うが？」


    　ずきんと、胸に痛みが走る。家族のことは、まだ乗り越えられていないのだ。


    「……堤つつみ千せん流りゆうの、分派です」


    「悪くねぇ。フルコンタクトとは違って、打撃力のために体重を脚や腰に残す必要がねぇから、予備動作の削りこみと重心移動の徹底で、技術的に神しん速そくを究きわめられる。おめぇの《蟬丸》にはぴったりだ。励め」


    　俯うつむきかけていた顔を上げた。まさか激励をもらえるとは思わなかったのだ。


    　阿黍は、布袋に包まれた棒のようなものを差し出していた。


    　おずおずと受け取り、袋を開けてみると、そこには見慣れぬ物体が入っていた。


    　柔らかなカーブで中央部分がわずかに細まった、八寸五分ぶの楕だ円えん柱ちゆう。


    　黒の鮫さめ皮かわに、白革の柄つか巻まき。


    　くろがねの頭かしらと鍔つば代わりの縁ふち冠がんむり。


    　それは──、日本刀の柄の部分だった。


    「あ、ありがとう……ございま」


    「勘違いするな。巧こう務むからだ。わしと違って甘やかす連中だからな、あのガキども」


    　叶はそれを、手に握ってみた。


    　固く[image: ]ねじられた革の感触が、不思議と掌てのひらになじむ。


    「おめぇの《蟬丸》を、封ふう務むの連中が陰でなんと呼んでるか、もう耳にしてると思うが」


    　確かに、耳にしていた。


    「はい……出来損ない、と」


    《門かど部べ》に属する正規封ふう伐ばつ員いんの数は、わずか十名と少し。


    　ひとりでも優秀な封ふう伐ばつ員いんが増えれば、それだけ鬼との戦いが楽になる。百もも刈かり圭けい以来の封伐員候補生ということで、叶かなえには相当な期待がかけられていた。


    　なのに叶の発現した能力は、彼らの期待に応こたえることができなかった。


    「そう、出来損ないだ。だが発現しちまったものは仕方がねぇ。柩ひつぎはひとりにひとつ。おめぇはこれから一生、そいつを相棒として戦っていくしかねぇわけだ」


    　停時フィールドのことを、阿あ黍きびは〝柩〟と古い名で呼ぶ。


    「おめぇの《蟬せみ丸まる》は、仲間からすりゃ援護しにくい。理由はわかるな？」


    　頷うなずいた。教官となってくれているほかの封伐員から聞いていたのだ。


    　戦闘の際、仲間の体を一時的に停時フィールドで包み込み、守る、という往々にあるシチュエーションが、叶に限ってはまともに適用できないことを。


    　それは、停時フィールドが持つ、覆くつがえせない基本ルールによるものだ。


    　すでに張られた停時フィールドの上に、別の停時フィールドを新たに重ねて展開することはできない。張りっぱなしになった《蟬丸》を握って戦う叶に対しては、柩使いにとっては当たり前のサポート戦術が使えないのである。


    「だからって単独で動かすわけにもいかんしな。仲間とどう絡むか、とっとと道を見つけろ。そのためには、ほかの柩がどう顕けん現げんし、どう動くのかを知らねばならん。百刈が適任だろう。いずれ実戦に出たら教導役としてつけてやる。奴やつから学べ」


    　是ぜ非ひもないことだった。学べと言われれば、学ぶだけだ。


    　いつしか阿黍の話は、叶への講義となっていた。


    　停時フィールド所持者──柩使いとしての心構えを叩たたき込もうとしているのだとわかった。《蟬丸》を発現してからまだわずか数日。封伐員たちの肩を落とさせ、ため息をつかせるばかりの出来損ないを、この男だけはまだ、戦士として育てようとしていたのだ。


    「いいか、柩ってのはな、そもそも人間が使うために作られたもんじゃねぇ」


    　時間と空間を、ある種の幾き何か学的構造体として認識する機能──それがどういう意味なのかは叶にはよくわからないが、とにかく地球人類の脳はその機能が大きく欠けていて、本来は万能の道具であるはずの停時フィールドを、完全に使いこなすことがそもそも無理なのだということらしかった。


    「生身の人間ごときじゃ、百あるうちの二十ぐらいがせいぜいってとこだ。いくつもある機能のあっちを立てようと思えば、こっちが立たなくなる。どう偏かたよるかによって、力も変わってくるわけだ。柩の個性ってのはそこに出てくる」


    　叶は、痛む体に鞭むち打ち、無理にでも姿勢を正した。阿黍の体から染み出す気迫が、ひときわ増したからだ。


    　大事なことを教えてくれようとしている。そんな直感があった。


    「四つの制限項目……もう皆から聞かされているはずだな。言ってみろ」


    「は、はい。まずは、サイズと、形状の──」


    　停時フィールドを展開できる大きさと、形状の制限。


    　数十センチから三メートルあたりが標準で、過去には顕けん微び鏡きようサイズや、ビルより大きな停時フィールドを張れた者もいたという。固定サイズでしか出せない者もいるし、逆に千せん変ぺん万ばん化かに変えられる者もいる。


    「そうだ。だが自由度が高ければ高いほど、どこか別のところにしわ寄せが来ちまう。形のほうも同じだな。ひと繫つながりでなけりゃいかんってとこは、誰でも一緒だが」


    　単一でありさえすればあらゆる立体が想定可能だが、空間がどこかで分断された複数のフィールドとしては生せい成せいできない。


    　穴の開いたドーナツは可能でも、二つのサイコロは作れない。


    　それは叶かなえにも容易に理解できた。もし複数に分割して展開できるなら、停時フィールドはひとりにひとつ、という根底が覆くつがえされてしまう。


    　次に叶が答えたのは、展開有効距離の制限についてだった。


    　常人のレベルでは、近くは手の触れられる範囲から、遠くは十メートル程度が標準だという、いわば技の射程距離である。


    　優秀な使い手でも、十五メートルを超えることはめったにないらしい。もちろん、かつて最強を誇ったという阿あ黍きびや、筆頭封ふう伐ばつ員いんの百もも刈かり圭けいのような例外もある。


    「距離だけが問題ってわけじゃねぇぞ。視覚や身体感覚にどう繫がるかも重要だ」


    　すべての柩ひつぎ使いは、目で見えるところや体で触れられるところにしかフィールドを展開できない。人類は、そういう形でしか周囲の空間を把握できないからだ。


    　遠えん隔かく固定点についても、続いて答えた。


    　阿黍がそれを補足する。


    「離れた物体に柩を固定できるって特性を、自在に使いこなせる者は多くねぇ。ごく単純で、しかも単一の固定能力なら問題はねぇんだがな。こいつが飛び抜けちまうと、しわ寄せがハンパなく出てきちまう。残るひとつはなんだ？」


    「持続時間の、制限です。でもそれは」


    「そう、あまり考える必要はねぇ。ほとんどの場合、時間の制限はなきに等しい。おめぇや百刈みたいな特殊な例を勘定に入れさえしなけりゃな」


    　百刈圭の《朧おぼろ筐ばこ》は、たった三秒間しか展開できないという大きな枷かせがある代わりに、ほかの項目においてすさまじいほどの自由度を得ている停時フィールドだ。それは叶の《蟬せみ丸まる》とは、まったく違う万能の力だった。


    「この四つの項目すべてにおいて、おめぇの《蟬丸》は、ほぼ最弱だ」


    　歴戦の狩かり人うどは、そう断言した。


    　そしてそれは、叶自身にもよくわかっていたことだった。


    　大きさと形状──《蟬せみ丸まる》は、日本刀サイズの刃やいばという形状しか持っていない。


    　展開有効距離──《蟬丸》は、手元にしか出せない。射程距離はゼロだ。


    　遠えん隔かく固定機能──《蟬丸》は、手に握った物体にしか固定できず、外すこともできない。


    　展開持続時間──《蟬丸》は、展開と消しよう滅めつを高速で繰り返し、決して安定しない。


    　そして《蟬丸》は──何も封じることができない。


    　停時フィールドの最大の力は、文字どおり囲んだ時間を止めることにある。それを使って何を、いつ、どんな形で時間の流れから切り離し、封じ込めるのかによって、戦局を自在に変えることができる。


    　叶かなえの武器には、それが不可能だ。


    《蟬丸》はあまりにも細く、薄く、しかも手に握る物体に付ふ随ずいしてしか展開が不能で、不安定に明滅を繰り返し、何も封じることがない。


    　出来損ないの名こそ、確かに相応ふさわしい柩ひつぎなのだ。


    「ゆえにだ、乾いぬい。おめぇの本当の武器は、おめぇ自身になる」


    　阿あ黍きびの目が、自みずからの無力さに恥じ入る叶の心を、見通すかのように迫った。


    「肉体の運動能力と感覚の鋭するどさに限れば、あと五年も鍛きたえりゃ、現役時代のわしを凌しのぐ高みに至れるやもしれん」


    　驚いた。世辞など言わない男からの、身に余る評価だった。


    「ガキの頃から積み重ねてきたものを磨け。体重を乗せた打撃を必要としねぇ《蟬丸》での戦いなら、小柄さと軽さはメリットにこそなれ、決して不利は生み出さねぇ。敵の動きを《天てん眼がん》ではなく肌はだで感じろ。雷いかずちより速く動け。そうすりゃおめぇも──鬼の天敵になれる」


    　ひとつひとつの言葉を、叶は嚙かみしめた。


    　なれるのだ。出来損ないの自分も、鬼を滅ほろぼす狩人かりうどになれるのだ。


    　なら、励もう。励むしかない。


    　心を焦こがす憎悪の炎を、いつか鬼たちにぶつけられることを信じて。


    「ただし──」と、阿黍はそこで、声をさらに一段低くした。


    「柩使い同士の戦いとなりゃ、おめぇは無力だ」


    　頭の中に疑問符が浮かんだ。


    　なぜそんなことを言うのか、阿黍の意図がさっぱり理解できなかったのだ。


    　叶は、鬼と戦うために厳しい訓練に耐えているのであり、同じ停時フィールドを使う仲間と矛ほこを交えることなどありえないではないか。


    　未熟にも、そう思っていた。


    「いかに自分のネタを相手から隠し通すかが、柩使い同士の戦いの鍵かぎだ。隠し、不意打ちし、一瞬で勝負をつける。だがおめぇの《蟬丸》は、そうもいかねぇ」


    　発動したままで使用する停時フィールドであるがゆえに、刀として抜いた時点で、機能は敵に一いち目もく瞭りよう然ぜんとなってしまう。


    「生き延びたけりゃ、戦うな。避けろ。挑いどんでも受けても勝ち目はねぇ」


    　かつて最強の名をほしいままにした老兵は、そこで言葉を切らなかった。


    「そうさな、ひとつだけ手があるとすりゃ──」


    



    　記憶の中で低く響く師の声に合わせるように、叶かなえは、《蟬せみ丸まる》を抜いた。


    　右手に握られた、日本刀の柄つか。そしてそこから発現し鳴き続ける《蟬丸》の刃身を目にして、黒ずくめの祓ふつ魔ま師しワイデンライヒが、かすかに唇くちびるをつり上げた。


    　笑っているのだ。


    　かつて阿あ黍きびが指摘したとおり、すぐさまその限界を見抜かれてしまったのだ。


    「これはこれは、いやはや」


    　男の声には、気の抜けたような安あん堵どと、隠せぬ嘲ちよう笑しようの色があった。


    「あなたがどんな力を持つのか、正直なところ怖かったのですよ。あの阿黍が仕切っているおかげで、ここ最近の《門かど部べ》のデータは少なくてね」


    　だからこそ、対話による解決を第一としたのだろう。


    　だがもうこれで、疑ぎ心しん暗あん鬼きに警戒を続ける必要もなくなったのだ。


    「しかしまあ、これだけ兵士の質が下がっているのなら、もともと諜ちよう報ほうの価値もなかったということですか」


    　明らかにこちらを見下すそんな言葉も、叶は気にならなかった。


    　ワイデンライヒの言うとおり、叶は未熟だ。そのうえ操あやつる停時フィールドはひと目でわかる最弱のものでしかない。柩ひつぎ使いは柩使いでも、出来損ないの柩使いなのだ。


    　笑いたければ笑うがいい。


    　嘲あざけりたければ嘲るがいい。


    　クズであることを自覚している叶には、守るべきプライドなどない。むしろ相手がそうやって油断してくれていることこそ、彼女にとってはありがたいことだった。


    　油断してくれればそれだけ、叶の生還率も、勝率も、結ゆいを逃がせる確率も上がる。


    　時間だって稼かせげるかもしれない。


    　そして稼げさえすれば、百もも刈かり圭けいは、かならず来る。


    　先ほどの爆発のことは確かに心配だったが、叶の目指すあの男は、それぐらいのことでは命を落としたりなどしない。そう、叶は信じていた。


    　しかし彼女は、そこから四ブロックほど先でまだ進行中の、大破壊の危機を知らないのだ。


    　戦力比は二対一。援軍は望めない


    　こちらの能力は露あらわになり、敵の力はベールに包まれたまま。


    　どう考えても、踏み出す一歩は、敗北と死への足跡しか残すまい。それでも──。


    「ゆいっち」


    　背中に守る親友に、叶かなえは小声で告げる。


    「私が走り出したら、後ろに全速力で逃げて。できたら、駅の交番まで」


    「か、か、かなえちゃんは？」


    「私は大丈夫。お願い。全力よ」


    「が、合がつ点てん承知」


    　空から元気の滲にじむ親友の返事を嚙かみしめると、意を決し、足を踏み出す。


    　まず一歩。


    　斬ざん撃げきの瀬戸際まで《蟬せみ丸まる》を隠しておく手もあった。先日の、鬼の封ふう伐ばつのときのように。


    　間を置いて、次の一歩。


    　しかし、あえて叶はそうしなかった。


    　見せるのだ。見せて、測らせるのだ。こちらの不完全さを。


    　そして──また一歩。


    　結ゆいのもとを離れ、相手のほうへゆっくり歩き始める。


    　その様子を眺めて、ワイデンライヒが痙けい攣れん的な笑いを収めた。


    　そばに控える若い修道女に、囁ささやくように命令する。


    『やりなさい、ミケーラ』


    　その瞬間、叶は動いた。


    　地面を思いっきり蹴けりながら、阿あ黍きびにも認められた自分の感覚の鋭するどさを信じる。


    　敵にはまだ──〝殺意〟はない。


    　聞き慣れた「ジッ」というかすかな音が、背後で鳴る。


    　おそらく結が、敵の停時フィールドに捕らえられたのだ。


    　射程はやはり、充分にあったということなのだろう。


    　振り返りたい衝しよう動どうを必死に我慢し、地面をさらに蹴って、叶は自みずからを疾しつ走そうする矢と化す。


    　敵は、結を無事に返すつもりなどない。


    　しかし少なくとも「今」「この場で」殺すつもりもないと踏んだのだ。


    　現時点では、あくまでこの場からの拉ら致ちのみを企たくらんでいる。


    　そこに、賭かけた。


    　全身をバネにして駆かけつつ、長身の痩そう軀くに向け、肩から先の動きだけで──、


    　──叶は、《蟬丸》を投げつけた。


    



    　握っていた柄つかを取り落としてしまっても、意識がそこに向いている限りは《蟬丸》の刀身が消えないことに、叶は以前から気づいていた。とはいえ正直なところ、落とした床ゆか面を傷つけたり、転がった先にある壁や備品を損壊させてしまうだけの、不便な特性だとしか思っていなかった。


    　それを、ゼロに等しい自分の射程距離を延ばすのに利用できると気づいたのは、自みずからの昇格試験となったあの任務での、叶かなえに死の覚悟すらさせなかった鬼の最後の一投だった。


    　柄つかから刃やいばを生やしたままでの、投とう擲てき武器としての応用──。


    　もちろん武器としてなら、投げナイフなどを使ったほうがはるかに狙ねらいやすいし、投げやすい。しかしそれでも、《蟬せみ丸まる》を投擲することにはひとつ利点があった。


    　停時フィールドは、同じ空間に複数重なって存在できない。


    　そしてジャンケンとは違って、必ず先出しが勝つ。


    　すでに停時フィールドが存在する空間には、新たな停時フィールドを重ねて張ることができない。それが不変のルールだ。


    　もし攻撃手段が物理的な飛び道具なら、矢でも銃じゆう弾だんでも弾道ミサイルであっても、停時フィールドで包み込んでしまえば時が止まり、その運動も静止する。


    　しかし、停時フィールドそのものである《蟬丸》の座標には、新たな停時フィールドを重ねて張ることができない。包み込んで動きを止めることが不可能なのだ。


    　叶のとった行動は、あまりにも予想外のことだったのだろう。


    　投擲攻撃のターゲットとなったワイデンライヒは、一瞬目を見張ると、すぐさま黒い多面体に自分の体を包み込んだ。


    　術者自身を停時フィールドで包み込めば、防御は完かん璧ぺきだ。


    　百もも刈かり圭けいがそうやって身を守るのを、叶はこれまで何度か見てきた。


    　いかなる攻撃であろうとも、その守りを突破することはできない。時間の静止した空間に入り込めるものなど、この世に存在しないのだから。


    　しかしその防御戦術は、大きな欠点を内ない包ほうしている。


    　術者自身の時間が止まってしまうことだ。


    　その間、術者は行動はおろか、思考すらできない。何しろ時が止まっているのだから。


    　当然、停時フィールドを解除する命令を出すことも無理だ。


    　圭の《朧おぼろ筐ばこ》なら、外で三秒が経過すれば自動で解除されるが、そんな性質を持たない停時フィールドなら、ヘタをすれば術者は自ら、半永久的に静止時空に封じられてしまう。


    　だから自分自身をフィールドに包む場合、柩ひつぎ使いは、解除までの時間をあらかじめ組み込んだ形で停時フィールドを展開しなければならない。


    《門かど部べ》当主であり異星知性体の依より代しろでもある百刈燈あかりが、あの鬼落としの門を時の箱に封印し、一万年後の未来に送り込むのと同じ、いわばタイマー解除の仕掛けである。


    　ワイデンライヒは、そうやって自分自身を閉じこめたのだ。


    　彼がセットしたタイマーが満ちるのが、一瞬後なのか、一秒後なのか、それとも数秒後なのか、この時点ではわからない。


    　しかしこれで、たとえ瞬間的にであっても、戦力比は二対一から一対一となった。


    　投とう擲てきの際に少し捻ひねった体の反発までをもすべて瞬発力に変換しつつ、叶かなえはもうひとりの敵──人形じみた顔をフードの合間から覗のぞかせる修道女へと、即座に間合いを詰める。


    　停時フィールドは、ひとりにひとつ。


    　ミケーラと呼ばれていたこの修道女は、逃げ出した結ゆいを捕らえるために、すでにそれを発動し終えている。ワイデンライヒの援護も望めない。


    　つまり今、修道女は無防備なのだ。


    　──行動開始から、半秒が過ぎた。


    　回転しながら飛んでいく《蟬せみ丸まる》の刀身が、ワイデンライヒが自みずからを閉じこめた停時フィールドに触れ──そして、消失した。


    《蟬丸》は、絶え間なく消しよう滅めつと生せい成せいを繰り返す刃やいばを持つので、重ちよう複ふく不可のルールにより、先に張られた相手のフィールドに触れると、新たな刃を生成できずに消えてしまうのだ。


    　刀身を失った日本刀の柄つかだけが、黒い八角柱に衝突し、宙に跳ね返る。


    　──一秒が経過。


    　──修道女に届く間合いまで、あと二歩。


    　叶は、再び《蟬丸》を起動する。


    　新たな黒い刀身が、左手に握ったままだった《門かど部べ》支給の携帯電話から伸びる。


    《蟬丸》は、日本刀の柄だけからしか伸ばせないわけではないのだ。


    　叶の手に握られているものなら、何だっていいのである。


    　一瞬の中断がなかったかのように、再び《蟬丸》が鳴き始める。


    　──残り一歩。


    　──空手ではなく、刀の斬ざん撃げきの間合い。


    　相手は動いておらず、体重の移動すらできていない。もう回避は絶対に間に合わない。


    　振りかぶった刀身で、そのまま若い修道女の胴をなぎ払う。


    　必中が明らかだったその一撃は、易々と防がれた。


    　修道女が刃の軌き跡せきの延長線上に、一瞬早く柱のような停時フィールドを発生させたのだ。


    　だがそれも、叶の予想の範囲内。


    　──二秒が経過。


    　身を守るために静止時空を展開したということは、結を捕まえていたフィールドを解除したということでもある。これで時間が再び動き始めた親友は、逃げ始めることができる。


    　停時フィールドで防がれたおかげで、《蟬丸》の刃身はまた消えていた。


    　しかし《蟬丸》には、もともと実体がない。


    　刀が弾はじき返されたわけではなく、体の慣かん性せいはそのまま保たれている。


    　不発した斬撃を振り抜いたスピードと勢いを乗せたまま、運動エネルギーのロスを最小にすべく体を捻ひねり、長年培つちかってきた体たいさばきでくるりと柱を回り込む。


    　小さな竜巻のごとき、刹せつ那なの旋せん転てんだ。


    　その旋回から鞭むちのように生え出いで、修道女へと伸びていく叶かなえの手には、まだ携帯が握られたままだった。


    《蟬せみ丸まる》の刀身がそこから生じ、絶叫する。


    （これで、まずひとり──!!）


    　勝算など、十パーセントもなかっただろう。敵が最初に親友ではなく叶を狙ねらっていたら、その場で敗北に終わっていたはずだ。だが賽さいは転がり、出た目は叶に味方した。


    　停時フィールドの特性は、それを操あやつる術者によって異なる。


    　しかし、すべての停時フィールドが共通とする不変の制限もある。


    　──停時フィールドは、ひとりにひとつ。


    　──停時フィールドは、二重に存在できない。


    　そこを突き、自みずからの運動能力と体術とを組み込んだ、会かい心しんの連撃だった。


    　だからこそ──、


    　だからこそ、何が起きたのか、叶にはわからなかった。


    　彼女は、倒れ込み、地を舐なめていた。


    　三撃目の刀身が、修道女の胴を今度こそ二分するかに思えたその瞬間、叶の体が固い何かにぶつかり、弾はじき飛ばされてしまったのだ。


    　三秒が経過し、四秒が過ぎた。


    　首を向け、そこにある信じられないものを見た。


    　もうひとつの、停時フィールド──。


    　叶が最後に踏み込んだ地点と、修道女との間に、新たな黒い壁が出現していたのだ。


    　理解できなかった。


    　痩そう身しんの祓ふつ魔ま師しワイデンライヒは、自ら閉じこもった黒い八角柱からまだ出てきていないし、地に伏した叶のすぐ隣には、修道女が先に出した柱のような停時フィールドが存在している。敵は二名であり、彼らが展開している静止時空もそれだけのはずだった。


    　──ならば、三つめの壁は、いったい誰が出したというのだ。


    　一瞬の躊ちゆう躇ちよが命取りとなる状況で、目を逸そらすことは敗北を意味する。


    　しかし叶は、背後からとうに聞こえているはずの、結ゆいが走り去る足音がまったくないことに気づき、思わず振り向いてしまう。


    　そこには──親友を閉じこめたままの黒い多面体が鎮ちん座ざしていた。


    　最初から、解除されてなどいなかったのだ。


    　結を封じたものがひとつ。


    　ワイデンライヒのものがひとつ。


    　そして、修道女の出したものが──あとふたつ。


    　合計四つの停時フィールドが、このかりそめの戦場に屹きつ立りつしていた。


    　叶かなえは知らなかった。


    　自分が向かっていった、同じ齢よわいほどの若い修道女、ミケーラ・ペルラのことを。


    　叶は知らなかった。


    　彼女こそが、《ゲオルギウス会》最強の虎とらの子であり、奇き蹟せきの産物であることを。


    　叶は、知らなかった。


    　彼女が、三つの停時フィールド制御アカウント《トリジェミニス》を操あやつる、柩ひつぎ使いの常識を逸いつ脱だつした存在であることを。


    　ひとつの体に宿る、三つの精神。三つの停時フィールド。


    　叶は最初から、二対一どころか、四対一の絶望的な戦場に立たされていたのである。

  


  
    08◆アディピスコル


    



    　時を止めた防護壁から抜け出してすぐ、ワイデンライヒは状況を確認した。


    　教え子の前に這はいつくばり、起き上がろうとしている《門かど部べ》の少女が見えた。


    　そして当の教え子、ミケーラは──、


    　彼女の停時フィールド《トリジェミニス》を、余さずすべて起動していた。


    （三つ……とも？　馬ば鹿かな）


    　かなり切迫した状況だと言えた。敵を侮あなどっていた己おのれを恥じる。


    　意表を突かれ、自慢の〝技〟を使う間もなかった。連れてきていたのがミケーラでなければ、彼の時間が動き出したときに目にしたのは、仲間の死体と、自分に突きつけられた死の刃やいばだったかもしれないのだ。


    　同時に彼は、はて、と訝いぶかしんだ。


    　ミケーラが《トリジェミニス》を余すことなく起動し、それでいながら《門部》の少女が生き残っていることが、どうにも不ふ可か解かいだったのだ。


    　自みずからに暴力や危害が及ぶ場合、ミケーラは必ず敏感に反応して、しかも過か剰じよう防衛する。


    　そうした相手は、細こま切ぎれに惨ざん殺さつされてしまうのが常だった。まず間違いなく、凄せい惨さんな血の海がそこに出現するはずだったのだ。それは、ワイデンライヒがこの戦いを、できるだけ交渉で解決したかった理由のひとつでもある。


    　だが現状は、そうなっていない。


    　彼女をここまで育て上げてきたワイデンライヒだからこそ、首を傾かしげざるをえなかった。そうしろと命令しない限り、手加減という概念を持たないのがミケーラなのだから。


    （実に……興味深い）


    　そんなミケーラに挑いどみ、敗北を喫きつしながらもなぜか生き延びている、名も知らぬ《門かど部べ》の少女へと、もう一度目を向けた。


    　起き上がった少女の目には、絶望の影が差していた。


    　当然だろう。悪魔との戦いを幾度もくぐり抜けてきた歴戦の柩ひつぎ使いであっても、ミケーラの力を目まの当たりにすれば希望を失うしかない。


    　時を止めてあらゆるものを封じ、あるいは寸断する漆しつ黒こくの柩、停時フィールド。いかなる攻撃をも防ぎ、いかなる防御をも穿うがち貫つらぬくそれを、ミケーラは三つも同時に操あやつるのだ。


    　一対一で抗あらがえる者など、この世にはそうそういない。長距離狙そ撃げき戦せんにさえ持ち込まれなければ、あの恐るべき《久く遠おん棺かん》阿あ黍きび宗そう佑すけすら圧倒できるだろう。


    　しかし、それほど格の違う相手にぶつかったにもかかわらず、少女の瞳ひとみの奥には、絶望をも乗り越えようとする光がまだ宿っていた。心は折れておらず、諦あきらめてもいないのだ。


    　ますます興味が湧わいた。


    　ミケーラのほうはといえば、位置も姿勢もまったく変えないまま、何の反応も示さずに佇たたずんでいるだけだった。この点に関しては当然である。


    　彼女に与えてある命令は、今のところ三つだけなのだから。


    　自衛と、敵への受動的反撃、そしてワイデンライヒたちがわざわざ極東の島国までやってきた理由である、目標──《光輝Ⅶルチーフエル・セプテム》の捕ほ獲かく手順だ。


    　ミケーラは命令を絶対に逸いつ脱だつしない。それどころか彼女の人格は、自みずからの自由意思というものが限りなく希き薄はくだ。それがミケーラの得た、奇き蹟せきの代だい償しようなのである。


    　刀の少女に、ワイデンライヒは語りかけた。


    「それまでです、《門部》の少女よ。無益な戦いは終わりにしましょう」


    　説得を試みながら、相手が従うわけがないということも、彼にはわかっていた。


    　ワイデンライヒの視界には、方角を示す微細な水平の目盛りと、仰ぎよう角かく俯ふ角かくを表す垂直の目盛りとが十字を切っている。彼の《真実の目オクルス・ヴエリターテイス》は特注品で、現在地から見た正確な方角をリアルタイムで表示するコンパスにもなっているのだ。


    　その目盛りにかぶさるようにして、起き上がった刀の少女が動くのが見えた。《光輝Ⅶ》の封じてあるミケーラの停時フィールドへ向けて、なりふり構わず駆かけ出していく。


    　向かったところで、何もできまい。


    　だが、《光輝Ⅶルチーフエル・セプテム》捕ほ獲かくの邪魔になるのも困る。


    　だから彼は──先回りする。


    　距離は十メートルほどしかなく、すでに少女はその半ばにいる。普通に考えれば、今から動こうとしているワイデンライヒが間に合うタイミングではない。


    　しかし彼にだけは、それが可能なのだ。


    　ワイデンライヒは、自分が臆おく病びよう者ものだと熟知している人間だ。


    　常に身の安全を保ち、見えない手を伸ばして他人を動かし操あやつることが、幼少時から続く彼の生き方だった。ゆえに彼の発現した停時フィールドも、その特性を如によ実じつに受け継いでいた。


    　ワイデンライヒは、自分自身を包むような形でしか停時フィールドを張ることができない。時の止まった棺かん桶おけの内部に入ってしまえば、銃じゆう弾だんだろうが核兵器だろうが彼を傷つけることは不可能となるわけだが、いかに万全な防備を固められるとはいっても、それだけではまったく自由度のない能力だ。


    　しかし彼は同時に、《ゲオルギウス会》に属する誰よりも、そしておそらくは《門かど部べ》にいるどの封ふう伐ばつ員いんよりも、停時フィールドの〝見えない手〟──遠えん隔かく固定ポイントを遠くまで、自在に伸ばすことができた。


    　眼球のコンパスを読みながら彼が伸ばした〝手〟は、千キロ以上も南方にある海洋底地ち殻かくを摑つかみ、そこに自みずからを包んだ停時フィールドを一瞬だけ『固定』した。


    　地球は球体であり、そして自転している。


    　地軸からの回転半径は緯い度どによって変わるため、地上の二点を比べれば、極きよくに近い高こう緯度地域よりも、赤道に近い低緯度地域のほうが、より長い距離を移動していることになる。


    　たとえば、赤道上にある一点は、地球の自転によって時速千六百七十四キロで絶えず移動しているが、東京の緯度──北緯三十五度四十一分──でのその速度は、時速千三百六十キロほどにすぎない。そこには、時速三百キロ以上もの速度差がある。


    　その速度差を、彼の停時フィールド《アディピスコル》は利用する。


    　長く伸ばした手で一瞬摑んだ、はるか南方の〝より大きな角かく運動量〟を瞬時に得て、ワイデンライヒを包んだ停時フィールドは、地球の自転方向……東へと超高速で移動する。


    　時限設定された時の柩ひつぎがコンマ数秒後に解除されたときには、彼は十メートルほどの距離を瞬時に渡り、目標《光輝Ⅶ》を封じた黒い多面体のすぐ脇わきに立っていた。


    　超高速移動の余波である爆風に煽あおられて体勢を崩しつつ、刀の少女が目を見開き、怒りと絶望の入り交じった獣けもののような叫び声を上げながら迫る。


    　だが、少女がいかに力を振り絞ろうとも、もう手遅れだ。


    　あらかじめ取り決めてあったとおり、忠実な教え子のミケーラが、目標を封じていた停時フィールドの檻おりを解除する。


    「ひぇぇっ!?」


    　捕ほ縛ばく目標の少女《光輝Ⅶルチーフエル・セプテム》が、振り向き走りだそうとしているポーズのまま時間の流れを取り戻し、いつの間にか目の前に立っていたワイデンライヒの姿に驚いて、素すっ頓とん狂きような悲鳴を上げる。局所的に時の流れを止める柩ひつぎ使いの戦いに巻き込まれた者は、こうした時間の断絶や寸断を覚悟せねばならないのだ。


    　とまどう《光輝Ⅶ》を捕まえ、胸元に引き寄せると、ワイデンライヒは再び《アディピスコル》を発動する。


    　彼とターゲットとを包んだ漆しつ黒こくの八角柱が、常人の動体視力では追い切れぬ速度で、今度は西方向へと瞬時に移動し、再びミケーラのすぐ隣へと戻ってくる。


    　先ほどとは逆に、今度は北──高こう緯い度ど地域へと手を伸ばしたのだ。現在地と、そこより高緯度地点とにある回転半径の差は、地球の自転とは逆方向への速度差を生み出す。


    　首を巡らせ、再び刀の少女を見る。


    　少女は、全力で駆かけていたその勢いを殺しきれず、先ほど彼と《光輝Ⅶ》のいた地点へ滑り込んでたたらを踏みながら、それでも凶暴な目でこちらを睨にらみ、体勢を立て直して地面を再び蹴けろうとしていた。


    　猛たける彼女の咆ほう吼こうが、ワイデンライヒの耳にも届く。


    「うああああぁぁぁぁぁぁぁぁぁあぁっ!!」


    　だが、彼女の負けだ。


    　東西方向に伸びる道路──《門かど部べ》の少女は、ワイデンライヒたちに出会った時点で、すでに周到に用意された罠わなの中に立たされていたのだから。


    　目標の白い魔女《光輝Ⅶ》は確保した。


    　あとはミケーラと共にこの場を離れるだけだ。


    　足止め役のバルトロメオは捨て石であり、もとより回収から洩もれてしまうことは考慮済みだった。無む垢くさと残忍さが同居する幼よう稚ちな人格という欠点はあれ、大規模破壊を引き起こせる類たぐいまれなる柩使いである。失うには惜しいが、《光輝Ⅶ》確保の代だい償しようとしては仕方あるまい。後で《門部》と引き渡しの交渉もできるだろう。


    　ワイデンライヒは、抵抗する《光輝Ⅶ》を抱えたまま、東京に別れの挨あい拶さつを送る。


    　彼が〝手を伸ばせる〟のは、南北だけではない。


    　たとえば、はるか西側にある大陸地ち殻かくや海底岩盤は、地平線の向こうから〝昇ってくる〟角度で常に自分を追いかけている。はるか彼方かなたのそこに手を伸ばして一瞬の『固定』を行おこなうことによって、彼を包む停時フィールドは、放ほう物ぶつ線せん軌き道どうを描えがいて空中に投射されるミサイル──弾だん道どう体たいと化すことができるのだ。


    　遠えん隔かく固定点を南北にずらすことで、得られる角かく運動量の差さ分ぶんを加えてさらに加速することも可能だったし、方角も細かく指定できる。


    　ワイデンライヒは、そうやって離れた大地を見えない手で摑つかみながら、空中から空中へ、自みずからを弾だん道どう投とう射しやし続けることによって空を飛ぶことができる。


    　ミケーラとバルトロメオを従えて、彼がこの日本にやってきた方法も同じだった。


    「かなえちゃぁぁぁぁぁんっ!!」


    　腕の中の《光輝Ⅶルチーフエル・セプテム》が、叫びながら刀の少女へと手を伸ばす。


    　刀の少女も、手を差し伸べながらこちらへと疾しつ走そうする。


    　だがその二つの小さな手は、もう届かない。


    　もう互いに、結ばれることはない。


    《アディピスコル》が発動する。


    　ワイデンライヒ、ミケーラ、そして捕ほ獲かくした《光輝Ⅶ》の三名を包み込んだ八角柱の停時フィールドは、時速四百キロ近い速度を瞬時に得て、空へ向け打ち上げられた。


    《アディピスコル》に莫ばく大だいな運動エネルギーを与えるのは、地球という巨大な存在が持つ回転慣かん性せいだ。フィールド内に包む質量が少々増えたところで、方角や仰ぎよう角かくベクトルの算出に大きな誤差は出ない。


    　ワイデンライヒの計算では、再出現するのは数キロ離れた空中のはずだった。


    　そうなればいくら《門かど部べ》といえど、もはや何の手出しもできない。あとは空から空へ、《アディピスコル》を定期的に発動させながら、地球の裏側まで飛んでいくだけなのだ。


    　しかし──。


    （な……!?）


    　停時フィールドが解除され、時間が再び動き出したとき、ワイデンライヒたちは、どことも知れぬ土つち埃ぼこりと瓦が礫れきと鉄骨との中に放り出されたのだった。


    　しかも、思わぬ角度で。


    　ミケーラも、ワイデンライヒも、そして彼が抱きかかえたままだった《光輝Ⅶ》も、頭をほとんど真下にしてばたばたと地に崩れ落ちた。


    　体の上に、粉ふん砕さいされたコンクリートの破片や粉末が降りかかってくる。


    （ど、どこだ、ここは……？）


    　瓦礫が肩に命中し、《光輝Ⅶ》を捕まえていた腕が緩ゆるんだ。


    　今度はワイデンライヒのほうが、いったい全体何が起きたのかと混乱する番だった。


    



    　　　◇　　◇　　◇


    



    　絶叫しながら親友へと手を伸ばし、路上を全力で駆かけていた乾いぬい叶かなえは、それを目撃した。


    　八角柱の形をしたワイデンライヒの停時フィールドが、目にもとまらぬスピードで打ち上げられる寸前──その真上に突とつ如じよとして出現した、漆しつ黒こくの立方体を。


    　その黒い巨きよ魁かいは、揺るがなかった。


    　おそらくは大地深くに『固定』されていたのだろう。


    　ワイデンライヒの停時フィールドは、本来ならはるか上空へ自身を打ち上げるはずだった猛スピードで、その立方体に衝突して跳ね返った。


    　地面に叩たたき付けられ、アスファルトを粉ふん砕さいしながら激しくバウンドして跳ね上がり、最後には百メートルほど離れたビル工事現場の、クレーンと鉄骨が並ぶ上階部分に激突して、そこに深々と突き刺さったのだった。


    　建設中のマンション──かつて叶かなえの実家があった場所だ。


    　数秒後、粉砕されたコンクリートが巻き上げる土煙の中で、バチカンの男が展開していた停時フィールドがタイマー解除された。


    　親友の安あん否ぴを気遣う叶の《天てん眼がん》が、立ちこめる粉ふん塵じんの中に三つの人影を捉とらえ、縁取り、浮かび上がらせる。


    　ひとかたまりになったその影は、爆散直後のコンクリート片と煙が立ちこめるなか、不自然な姿勢でばらばらと瓦が礫れきの中に散らばった。スモークの中でもんどりうったシルエットの中から、ひときわ小柄な体が転げだしてくる。


    　結ゆいだ。


    　しかし、転げ落ちたその先には、床ゆかがなかった。


    　地上七階の空中へ、叶の親友は放り出されたのだ。


    （ゆいっちっ──!!）


    　息を呑のんだ。


    　糸の切れた操あやつり人形のように、力の抜けた白い手脚が風と慣かん性せいと重力とに煽あおられ、踊る。


    　下はアスファルトの道路。


    　あの高さから落ちれば、間違いなく命はない。


    　だが、絶望に目を閉じる必要はなかった。親友の小柄な体は空中で、再び出現したあの黒い立方体に優しく包み込まれたのだ。時間を止めるその箱は、そのまま地面へと落ちて軽くバウンドし、地上わずか二メートルほどの低空で解除された。


    　持続時間は──ストップウオッチで計ったかのように、三秒ジャスト。


    「ひやぁぁぁぁあっ！　むぐっ！」


    　闇やみ夜よよりも黒いその箱から叫びながら出現した結の体を、滑り込んできた自転車から横っ飛びに飛び降りた人影がキャッチする。


    　それはもちろん、叶の相棒だった。《門かど部べ》の筆頭封ふう伐ばつ員いん──百もも刈かり圭けい。


    「わっ、わっ、わっ、わーっ！」


    　突然の瞬間移動を連続で経験したためか、建設中マンションの上階から空中に投げ出されたショックでなのか、それともいきなり男性の腕の中に抱きかかえられていることに対してなのか、結が真っ赤かな顔でパニックの叫びを上げている。


    　おそらく、三つすべての混合だろう。


    　叶かなえは、呆ぼう然ぜんと立ちすくんでいた体を叱しつ咤たし、その場所目指して駆かけ寄っていく。


    　そして走りながら、涙で滲にじみ始めていた目を、腕で拭ぬぐって嚙かみしめる。


    　地味で、優ゆう柔じゆう不ふ断だんで、頼りなさげで、道草を好む、欠点の多い先輩ではあっても──。


    　ヒーローはこうして、必ずピンチに間に合うのだと。


    



    　　　◇　　◇　　◇


    



    　互いに駆け寄り、がばりと抱き合った二人の少女──。


    　どちらもわずか十六歳の、高校二年生である。


    　そしてどちらも、決して普通の女子高生とは言えない。


    　ショートボブの柔らかそうな少女は、百もも刈かり圭けいの眼めの中で、白い輝かがやきを体にまとわりつかせていたし、その頭部には異界の接続端たん子しが無数に屹きつ立りつしている。


    　白鬼の憑ひよう依い者しや、朋とも之の浦うら結ゆい。


    　対するもう一人は、圭の新しい相棒であり、血気盛んな鬼狩りのルーキーだ。


    　本来ならば天敵であるはずの二人が交わすその抱ほう擁ようを、不思議な安あん堵どのため息とともに圭が見守っていると、見慣れたポニーテールの首がぐるりとこちらを向いた。


    　つい今の今まで涙目になっていたのが信じられないほどの、いつもの無表情だった。とはいえ口がやや尖とがり、目元と頰ほおが赤く染まっているので、どことなく拗すねているようにも見える。


    「遅いです。遅すぎです。ほどがあります」


    「す、すまん……いろいろあってな」


    　なんで俺おれが怒られてるのだ、と思わないでもなかったが、条件反射のように謝ってしまう。


    　叶の声は、いつものようにぶっきらぼうではあっても、聞き慣れた響きとはどこか異なっていた。そのおかげで、不思議と神妙な気分になってしまったのだ。


    　圭は、貴き治じ崎ざきと間ま白しら田だをあの爆発現場に残してきた。


    　爆発に巻き込まれた後続車からのスタッフ救出と、爆弾化する厄やつ介かいな停時フィールドの解除を二人に委ゆだね、放置自転車を失敬して爆破現場から走ってきたのである。


    　ちょうどバチカンの祓ふつ魔ま師したちの背後から近づく形になったため、叶との戦いに気を取られている敵には運良く気づかれなかった。


    　もちろん、残してきた爆弾も大いに心配である。


    　停時フィールドを強制解除できるのは、それを展開した術者本人か、マスターアカウントを持つという異星知性体の依より代しろに限られる。


    　とはいえあの爆弾は、細かな再展開を繰り返して巨大化する静止時空のようだったので、その成長サイクルに合わせて別の停時フィールドを慎重に接触させれば、先に展開されたものが空間を占せん拠きよする、という重ちよう複ふく不可ルールによって破綻させ、解除できるはずだ。


    　だが、もしできたとしても、解除したとたんに爆発してしまう可能性が高い。間ま白しら田だの推測によると、爆発力を生み出しているのは、どうやら停時フィールド自体ではなく、そこに溜ため込まれた圧縮空気の渦らしいのだが……。


    　とにかく、あちらのことは置いてきた二人に任せるしかあるまい。


    「あ、あのね、かかかかなえちゃん、いいい今ね」


    　朋とも之の浦うら結ゆいの声は、まだ震えていた。


    「て、ててか、このひと、ええっ!?　夕方の、かなえちゃんの」


    「あとで話すから。全部。今はちょっと待ってて」


    　叶かなえの言うとおり、彼女には申し訳ないが、お喋しやべりは後回しになりそうだった。《天てん眼がん》の暗視機能が、壁が崩れ落ちたビルの上階で立ち上がる人影を捉とらえたのだ。


    「乾いぬい、あちらさんの情報、簡潔に頼む」


    「二名。まず年配の男性、移動に特化。自分を包み込んで高速で動く。サイズは二メートルぐらいでたぶん固定。もうひとりは女の子。停時フィールドを三つ持ってる。どれもバラバラな形と大きさ。うちひとつの射程距離は、最低でも十二メートル」


    　早口で、しかし要点を押さえて報告されたその内容に、圭けいは啞あ然ぜんとする。


    「三つ？　おい待て、停時フィールドはひとりに」


    「事実。三つ使う。強敵」


    　事実だとするなら、それは化け物だ。叶がこうして生きているのが奇き蹟せきである。


    　人数としては二対二と対等でも、戦力比では二対四と考えるべき相手──。


    　そんな当の敵は、なかなか動きを見せなかった。


    　激突からの復帰と立ちこめる土煙で、圭の《朧おぼろ筐ばこ》を目撃できておらず、そのせいで警戒しているのかもしれなかった。だとするとこちらに伏せ札が一枚ある分、少しはオッズを回復できるかもしれない。


    「降りてきます」


    「ああ」


    　叶の警告に、短く返す。


    　大小ふたつの人影が、マンションの上から空中へと身を投じたのが見えたのだ。


    　すぐさま停時フィールドが二人を包み込み、地表へと落下する。


    　地面との接触寸前に、それは解除された。ほんの五十センチの高さから飛び降りただけといわんばかりに、バチカンの兵士たちは、すとっと優雅に地を踏んだ。


    　圭と叶はとうに、結を背後にかばいつつ戦闘態勢をとっていた。


    　こちらには、接近戦主体の切り込み屋である新人と、超絶な射程距離を持つ万能型とはいえ、連続三秒しか持続できないというペナルティを抱えた筆頭封ふう伐ばつ員いん。


    　一方相手は、移動と防御に特化した歴戦とおぼしき老人と、封ふう伐ばつ員いんの三名分に相当する戦力を、事実上たったひとりで担になうらしき規格外の少女。


    　勝負は、ほぼ一瞬で決まる。
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    　柩ひつぎ使い同士の戦いは、ほとんど瞬時に決着がつくのだ。敵と再び向かい合うことが必然なら、いずれかが、おそらく十秒以内に命を落とすことになる。


    　だが、どうも様子が違った。


    　降り立った《ゲオルギウス会》の修道士たちは、圭けいたちのほうではなく、逆側を向いて身構えていたのだ。相手もプロの狩かり人うど。まさか方向を誤ったわけではあるまい。


    　隣に立つ、叶かなえの様子もおかしかった。急に顔色を変え、脂汗を流し始めたのだ。


    「なにか……来ます……別のものが」


    　訝いぶかしんで目をこらすと、祓ふつ魔ま師したちの向こう側に、確かに何者かが見えた。


    　路地の暗がりからよろめくような足取りで出てきたのは、肉付きの豊かな中背の男。


    　そしてそれは、ただの男ではなかった。


    「な……？」


    　圭の《天てん眼がん》も、その男を包み込む紅ぐ蓮れんの炎を、はっきりと捉とらえていた。


    　鬼──だった。


    



    　正規採用直後の乾いぬい叶かなえを加えてすら、《門かど部べ》の封ふう伐ばつ員いんは十二名しかいない。


    　しかしそれでもなお、八百一名を数える《門部》職員のうち、最も人数の多い部署が、圭けいの属する〝封ふう務む〟だった。封伐員たちとは別に、職員数の実に六割近くをしめる四百六十三名もの人員が、通称「見張りさん」と呼ばれる恒こう点てん監視員として同じ部署に属しているのだ。


    　各地に住み着き、付近の住民と変わらぬ生活を送る《天てん眼がん》所有者たち──。


    　鬼の捜索と発見は、彼らにかかっている。


    　なにしろ鬼は、《天眼》でしか捉とらえられない。遠くの鬼を見つけるレーダーなどという便利なものはなく、建物や地形を透過して鬼を探せる探知機も存在しない。


    　ただ出会い、見けん鬼きの改造眼球に映す。そうやってしか鬼は発見できないし、風の強い日ならそれすらも無理になる。


    　ゆえに──。


    　鬼は、この街のどこかで生きている。


    　何匹も、何十匹も。もしかしたら百を超えて。


    　いくら《門部》とて、この街のすべてを監視し、すべての鬼を見つけることなどできない。


    　東京二十三区だけで百五十名近い恒点監視員が配備されているとはいえ、それでも街に潜ひそむすべての鬼をあぶり出すにはほど遠い。まったくもって遠いのだ。


    　網あみにかからない鬼は、どこかに潜んでいる。


    　だから風のない夜に、そうした一体と出くわしてしまうこともありえるだろう。


    　しかし──、


    　その鬼が、第四段階以上にまで成長した高レベルの鬼ともなれば、確率はいかほどのものか。


    　男がさまよい出てきた路地へと、太く赤い痕こん跡せきが、何本ものたうちながら伸びている。


    　背の高い老ろう祓ふつ魔ま師しの宣言が、圭の耳にも届いた。


    「ひとまず休戦です。よろしいですね？」


    　静かながらも、緊張に張り詰めた声。


    　是ぜ非ひはなかった。争っている暇ひまなどないのだ。


    　眼がん窩かに収まる改造眼球が、必死に警告をあげていた。


    　あまりにも濃く、あまりにも赤く、そしてあまりにも禍まが々まがしい炎をまとった姿。


    　その影がこちらを向き──そして、背中から巨大な翼を広げた。それを合図として、圭たちの周囲に紅ぐ蓮れんの炎が荒れ狂い始める。


    　まだ三十メートル以上もの距離があるにもかかわらず、戦闘態勢に入ったその鬼が広げた大気の歪ゆがみ──獲え物ものを狙ねらう広大なセンサー網もうの中に、その場にいた全員が捉えられたのだ。

  


  
    09◆大赤鬼


    



    　その男はたまたま、運が悪かっただけである。彼に落ち度があったとするなら、道交法の違反ぐらいだろうか。


    　道路交通法・第七十一条第五号の五。自動車運転中の携帯電話等使用等の禁止。


    「いやそれ前言うたやん。一番にやっとけいうて。ちゃんと確認とっとけや真っ先に。あ？　俺おれなんか間違うたこと言うてるか？」


    　ギアチェンジのために、男は携帯を首に挟んだ。マニュアル免許を持っているとはいえ、普段はオートマ車しか乗らないので、変速の手順はぎこちなかった。


    「せやろ？　俺なんも間違うたこと言うて──ひやぁっ!?」


    　斜めになった視界を元に戻そうとして、咄とつ嗟さにブレーキを底まで踏みつけた。


    　道路の脇わきから人が飛び出してきたのだ。


    　がくんとつんのめった足元でタイヤが鳴き、車体が横滑りして暴れる。ただでさえ周囲からギョロ目と評されている男の両眼が、情けない叫び声とともに見開かれた。


    　間に合わなかった。


    　フロントガラスが一瞬でヒビに埋め尽くされ、衝しよう撃げきと同時に湿った炸さく裂れつ音おんがした。


    　なんとか路ろ肩かたに車を停とめ、運転席から飛び降りてみると、さらに前方まで赤い帯が続いているのが見えた。極太の刷は毛けで赤いペンキをひと走りさせたようなそれは、アスファルトで削り取られた肉片と、血だった。


    「やってもたでやってもたでおいおいおい……す、すんません、大丈夫ですかぁ？」


    　念のため尋ねてみただけだった。大丈夫でないことぐらいひと目でわかっていたのだ。


    　血けつ痕こんの先に横たわる相手は、ぴくりとも動く気配がなかった。手脚は変な方向にねじ曲がっていたし、頭の下には血ち溜だまりが広がっていた。


    　まず脳のう裏りをよぎったのは、保険のことだった。次に、救急車と警察を呼ばねばと思い至った。そして、助手席に放り投げてきた電話を取りに戻ろうとしたとき──、


    　彼に、何かが取り憑ついた。


    　すさまじい殺意だった。


    　人を殺したい、という欲望。


    　人間を殺さつ戮りくし尽くしたい、という飢え。


    　人類という種しゆを滅ほろぼしたい、という渇かつ望ぼうだった。


    　ずるり、と、それは男の脳のう髄ずいに入ってきた。


    　自我は瞬時に狂い、彼はそれ以上、考えるのをやめた。


    



    　それからどれだけの人間を殺あやめたのか、男は覚えていなかった。民家に、路地裏に、廃工場に、引き裂かれた死体を点々と残しながら、彼は彷徨さまよった。


    　人を殺すときは限界まで体を酷使し、筋肉が毎度のように断裂したが、身を潜ひそめて休息をとるたびにその箇か所しよは回復し、成長し、より太く強きよう靱じんに発達していった。


    　幼少時より、一度たりともスポーツや運動に打ち込んだことがなかった彼は、いつしか、そんな過去を経へてきた人物とは到底思えぬほどの肉体を手に入れていた。


    　後退してはげ上がった広い額ひたいと、頭の後ろで縛しばった白髪交じりの長髪、そしてぎょろりとした目だけは変わっていなかった。腹も昔のように突き出ていたが、そこはもう内臓脂肪ではなく、鋼はがねのような筋肉で充じゆう塡てんされていた。


    　その日、男は地方都市の繁華街にいた。


    　通りを歩いていたところをやくざ者に絡まれ、事務所まで連行されたのだ。より多くを殺したかったし暴れたかったので、自分からおとなしくついていった。


    「お、俺おれ、なななんか間違うたこといいい言うてる？　あ？」


    　かつての口くち癖ぐせを、壊れたレコーダーのように繰り返しながら、自分を取り囲むスジ者たちに、彼は生気のないギョロ目を向けた。


    　十分ほどかけて、木ぼく刀とうや拳けん銃じゆうで武装した暴力団員二十二名を全員なぶり殺すと、彼は事務所の裏口を通って、饐すえた匂においのする路地裏へと出てきた。


    　服に点々とつく赤い汚れはすべて返り血であり、かすり傷程度の怪け我がも負っていない。


    　実に清すが々すがしい気分だった。


    　深夜の表通りに出ると、通りにぽつんと立っていた公衆電話が鳴っていた。


    　耳障りだったが、機械に対しては殺意など湧わかない。男はなんとなくボックスに入り、そしてなんとなく、受話器を取った。


    「そろそろ、終わりにしようや、な？」


    　受話器の向こうから、そう囁ささやかれた。何かが異常だと本能が告げた。


    「最後の舞台は、責任をもって見つけてやるよ」


    　受話器を叩たたき付けて、外へ飛び出した。


    　強烈な違和感があった。匂いが違う。周囲を見渡す。


    　景け色しきはまったく変わっていた。大通りにいたはずなのに、ガラス扉とびらを開けた先は、いつの間にか暗く細い路地になっていたのだ。


    　暴力団の事務所に続いていたあの路地裏とも、様子が異なる。


    　電話ボックスは、幅一メートルほどしかないその細い路地を塞ふさぐように、ビルとビルの隙すき間まに挟まっていた。出口は一方向のみだ。警戒しながら足を運んだ。


    　路地は、細いわりに意外と長かった。


    　右に折れ、また左に折れた。


    　見知らぬ通りに出ると、数人の男女が佇たたずんでいるのが見えた。


    　ここはどこなのか、何が起きたのか、と考えるより前に、新たな殺意が彼を支配した。


    「なんか間違うたこと、俺おれ、あ？」


    　第五段階まで成長した暴力の鬼──『大赤鬼』に憑ひよう依いされた男は、たむろしている人間どもに向けて、ゆっくり歩き出した。


    



    　　　◇　　◇　　◇


    



    「……アスタロト級ですね」


    　一瞬たりとも鬼から目を離さないまま、圭けいたちのそばまでじりじりと下がってきたバチカンの男が、そう呟つぶやいた。黒ずくめの背中は無防備で、もう敵意は窺うかがえない。


    　当然だった。深刻な脅きよう威いを前にして、人間同士で争っている暇ひまなどないのだから。


    《天てん眼がん》が映す景け色しきは、ゆらめく炎ですでに赤く染まっていた。


    　いかに凄すご腕うでのハンターであれ、猛獣と同じ檻おりに入れられたら、自分が〝狩る者〟であるとの自覚を捨てねばならないだろう。同じように圭たちは、今や〝狩られる者〟の側に回っていた。迫り来る鬼は、それほどに育ったモノだったのだ。


    「あの階位にある悪魔を祓はらった経験はおありで？」


    　バチカンの定義する《アスタロト級悪魔》──第五段階まで成長しきった大赤鬼。


    　一度だけ追ったことはあった。しかし取り逃がした。苦い記憶だ。


    　そのときはサポート班の三名が殉じゆん職しよくし、重傷者が二桁けたも出た。包ほう囲い網もうを抜けて潜ひそんだその鬼は、《門かど部べ》のあずかり知らぬどこかでさらに多くの命を殺あやめただろう。圭自身も、全治三か月の大怪け我がを負ってしばらく現場から遠ざからねばならなかった。


    　しかしそれでも運がいいほうだったらしい。こちらが答えずにいると、バチカンの狩かり人うどはこう続けたのだ。


    「恥ち辱じよくを晒さらすのは好きではありませんが、言っておきましょう。私どもは以前、六名もの祓ふつ魔ま師しを一夜で失いましたよ。アスタロト級一体の悪魔祓ばらいのために」


    《門部》封ふう伐ばつ員いんの半数にも及ぶ数である。それだけの柩ひつぎ使いが、たった一匹の鬼のために命を落としたというのだ。


    　圭は、まだひと言も喋しやべれていない。


    　──どくん。


    　自分の脈だけが、やけに大きく聞こえる。


    　祓魔師の言うことも、ちゃんと耳には入っていた。しかし返事を忘れるほど、目の前に迫る鬼の姿に見入ってしまっていたのだ。


    　肉眼でなら、ただの中年男にしか見えなかっただろう。返り血らしきものを点々と浴びた衣服の下に、張り詰めるほどの筋肉が読み取れるとはいえ、人間は人間だ。


    　しかし見けん鬼きの力を宿す《天てん眼がん》の視界においては、違う。


    　──どくん。


    　男の頭部には、巨大な角があった。


    　額ひたいに屹きつ立りつする二本の角とは別に、こめかみから側頭部にかけての広い範囲を埋める、もう二本のプラグが頭ず蓋がいに突き刺さっているのだ。その角はあまりにも太く、そして長く、そこから炎が立ちのぼっているので、ねじくれた水牛の角が左右に生えているようにも見える。


    　──どくん。その角を、自分は知っている。


    　男の背中からは、いくつもの連結部を持つ骨組みとも触しよく手しゆともつかぬ赤い影が、広範囲に何本も伸びて巨大な翼を形作っていた。圭けいたちを包み込んだ炎の発生源だ。頭部と脊せき椎ついを結ぶ線上からは、無数の雷らい光こうのようなものが全身を覆おおうように走ってもいる。


    　──どくん。その翼と雷いかずちも。


    　目玉にかぶさるようにして燃えている燐りん光こうは、まさに地獄の熾おき火びのようで、その鈍にぶい光は側頭部の角を回り込んで頭の後ろにまで伸びているようだった。そして背後には、四つ股またに分かれてのたうちまわる、長く太い炎の軌き跡せきを引きずっていた。


    　──どくん。その眼めの光と尾の数も。


    　大赤鬼、四本大角、邪じや眼がん・雷・翼・四つ股尻しつ尾ぽつき──。


    「せ、先輩、あれって、も、もしかして……」


    　詰まりながらそう尋ねてくる叶かなえの声も、圭の耳を素通りしていく。


    　網もう膜まくに像を結ぶ鬼の姿とは別に、圭の視界の左上の隅には、警告を伴うタグが明めい滅めつしていた。その点滅サイクルが、うるさいほどの心臓の鼓こ動どうと重なる。


    　──どくん。この鬼を、俺は知っている。


    　成長スタイルでいくら分類可能とはいえ、鬼の経へてきた死の過程はすべて異なる。


    　同じ死が二つとない以上、同じ鬼も二つとない。大気を揺らがせる変調パターンは、《天眼》によって記録され、分類され、登録される。


    　警告タグに記されたマークは、それがかつて《門かど部べ》が追い、そして取り逃がした鬼だということを告げていた。


    　──どくん。あいつだ。


    「……先輩？　ちょっと、せ、先輩！」


    　強大に育った鬼には、識しき別べつ名称がつけられるのが習いだ。そして古来の風習に従い、《門部》は鬼に〝童どう子じ〟の名を与える。


    　タグが示すそれは、四年前に圭たちの包ほう囲い網もうを突破し、姿を消したあの鬼の名だった。


    　十五のときに正規封ふう伐ばつ員いんとなってからずっと、圭が追い続けてきた相手。


    　タグに躍おどる文字列は──『荻おぎ窪くぼ童子』、そして『二十七号』。


    　──どくん。


    



    　かつて、圭けいと燈あかりの家族を、惨ざん殺さつした鬼。


    



    「先輩！　しっかりして！　百もも刈かりさんっ！」


    　ようやく我に返った。ごくりと唾つばを飲み込み、早口でまくし立てた。


    「乾いぬい、お前はその子を連れて後退しろ。四ブロック向こうに間ま白しら田ださんたちがいる。そこまで行けば通信も繫つながる。本部に報告するんだ」


    　爆弾の問題はまだ残っているが、ここにいるよりははるかに安全だ。後続の救命班も来る。


    「でも、それじゃ、百刈さんは？」


    「すぐそこから住宅街だ。放置するわけにはいかんだろ。急げ！」


    「でも、ひとりでなんて、バックアップは」


    　顎あごをしゃくって、先ほどまで敵として向かい合っていた黒ずくめの二人を示す。


    　そうしながらも、なんとか唇くちびるに笑いのようなものを浮かべることはできた。


    　無理して強がっているようにしか見えないだろうとは思うが、実際にそうなのだから仕方がない。包ほう囲い網もうも、罠わなもなく、サポート班も救命班もおらず、封ふう伐ばつ装備も手持ちのセットのみ。頼れるものといえば、さっきまで敵だった相手と、自みずからの停時フィールドだけ。


    　第一、心の準備すらできていない。それでも、やるしかないのだ。


    「どうした、行けっ！」


    　叶かなえが朋とも之の浦うら結ゆいと連れ立ち、ためらいつつも走り去っていく足音を耳に確かめながら、目は鬼を見み据すえ、口には無理やり浮かべた苦にが笑いを貼はり付けて、圭は祓ふつ魔ま師したちに歩み寄った。


    「ってことで、ご協力お願いしますよ。悪い冗談みたいですけどね」


    「まったくもって、悪い冗談そのものだ」


    「ワイデンライヒさんですね。お噂うわさはかねがね。お手柔らかに」


    「そちらこそミスター百刈。阿あ黍きびの秘蔵っ子と聞いてますよ。こちらはミケーラ。私の教え子のひとりです」


    「三つも制御アカウント与えるなんて、神に仕つかえる者の所しよ業ぎようとは思えませんがね。脳がまともにもつはずないんですけど」


    　自分のことが話題になっていても、ミケーラと呼ばれた少女は静かなままだ。その瞳ひとみは、こちらに向けて歩み寄りつつある大赤鬼へと据えられている。


    　距離はもう、二十メートルもない。


    　周囲を包み込む炎が、濃さをどんどん増していく。


    「嫌みなど言ってる暇ひまがありますか？」


    「残念ながら、ないです……ねっ！」


    　そう言葉を切ると同時に、圭けいは迫る宿敵、荻おぎ窪くぼ童どう子じ二十七号へ向け《朧おぼろ筐ばこ》を発動した。


    　たとえそれが、通用しないとわかっていても。


    



    　　　◇　　◇　　◇


    



    　ミケーラ・ペルラは、緩ゆるやかに歩みながら、冷静に勝率を計算する。


    　射程十七メートルの〝槌メレウス〟、身を守る壁である〝盾スクートウム〟、中距離遊撃用の〝柱ピーラル〟──三つの停時フィールドを随ずい時じ使い分けながら、ミケーラは観察し、蓄たくわえ、分類し、構築し、そして次なる計算の種とする。


    〈モモカリの柩カプロ、三撃目空振り。回避パターン登録。ワイデンライヒ、ポイントＦ３に瞬転〉


    　目の前では、目まぐるしい戦いが繰り広げられている。


    　百刈圭ケイ・モモカリが放つ遠えん隔かく型停時フィールドでの封じ込めを、悪魔はすべて尋常ではない反応速度で回避していた。こちらの攻撃も同様である。時を止めるフィールドが張られる前に、敵はその座標から移動し終えているのだ。


    　悪魔が育て上げた、いかなる鍛たん錬れんを施そうとも常人には到底たどり着けないほどの筋きん密度が、それを為なしえている。だがそれとて些さ事じ。最も重要なのは、こちらの行動をすべて先読みされてしまっていることである。


    〈モモカリの柩、四撃目空振り。最長射程更新を確認。二十八メートルで登録。モモカリの戦力係数をプラス四ポイントで再評価〉


    　ミケーラの最大射程の一・六倍以上もの距離だ。


    　それだけ離れた場所からの攻撃ですら、敵は見事に避ける。


    　悪魔の側頭部に屹きつ立りつする極太の角が、脳の前ぜん運うん動どう野やに突き刺さっているがゆえだ。


    　他者がとる行動に鏡のように対応して発火し、それによって意図の理解と運動予測とを行おこなう脳機能──前運動野のミラーニューロンにその巨大なプラグが根を張り、支配し、獲え物ものとなる人間の行動を正確に先読みしているのだ。


    　三百度以上もの視野の広さと猛もう禽きん類るいなみの解像度を持つ〝邪じや眼がん〟、そして探知有効範囲が百メートルを超える全方位アクティブセンサー〝翼〟が、そのプラグに情報を供給し続けている。後方に回れば回ったで、広がりのたうつ四本もの長い〝尾〟に絡め取られてしまう。


    　この悪魔に、隙すきや死角はない。


    〈ワイデンライヒ、モモカリと合流。共にポイントＢ９へ瞬転。目標、空中の物体を右手で把握。投とう擲てきを予測。メレウス起動。ワイデンライヒをガード〉


    　黒い多面体が、師と悪魔とを隔へだてる位置に出現する。


    　悪魔が手を空中に踊らせ、三つ連続して指の間に挟み込んだのは、《アディピスコル》の移動によって宙を舞っていたコンクリートの破片だった。


    　予想どおり、それを悪魔は投げてきた。


    　守られたワイデンライヒではなく、ミケーラにだ。


    〈投とう擲てき物ぶつ飛来。回避不可。スクートゥムを前面展開。メレウス格納。チャージに一・九秒〉


    　弾丸のような速度で飛来したコンクリート片が、ミケーラの前に出現した黒い壁にぶつかって、粉々に粉ふん砕さいされる。


    　指先ほどの大きさしかない欠片かけらとはいえ、破壊力は侮あなどれない。


    〈エネルギー評価、およそ三百五十ジュール。38口径スペシャル弾とほぼ同等〉


    　小石ひとつでその威力だった。テニスボール大の石でも投げられようものなら、人間の頭部など熟うれきったトマトに等しくなるだろう。


    　無意識のそんな連想を拾って、頭の中に声が浮かぶ。


    （──トマトソースのタリアテッレ、食べたい。チーズたっぷりで）


    （──やらせろやらせろやらせろやらせろやらせろやらせろあたしにやらせろ）


    　頭の中をぐるぐる回るそんな二つの声を無視して、ミケーラは観察し、計算し続ける。


    〈投擲パターン、危険度Ｃで登録。スクートゥム格納。視界確保。チャージに〇・五秒。メレウス狙そ撃げきタイミング再算出。モモカリ、ワイデンライヒから分離〉


    　ときには二ふた手てに分かれ、ときには一緒になり、《アディピスコル》を駆く使しして高速移動しながら、《門かど部べ》の封ふう伐ばつ員いんとミケーラの師は攻撃を加え続けている。互いに顔と名前を知る程度の、ほとんど初対面同士とは思えない見事な連携だ。


    　しかし、能力の全容がわかっていないこの若い封伐員のおかげで、ミケーラは勝率をうまく計算しきれない。未知の要素が多すぎて、計算の初期段階で値が拡散してしまうのだ。


    〈モモカリの柩カプロ、五撃目空振り。最大容積更新を確認。三十二・七立方メートルで登録。モモカリの戦力係数をプラス三ポイントで再評価。目標、ワイデンライヒへ投擲。ワイデンライヒ、ポイントＢ５へ瞬転〉


    　悪魔はまだ、《アディピスコル》の移動を完全に追えていない。肉体の動きを伴わない高速移動は、これほどの悪魔でさえ対応が難しいのだろう。


    　ミケーラの師はすでに一度、悪魔の懐ふところ深くまで瞬時に肉にく薄はくし、相手の体の一部を囲んだまま即座に《アディピスコル》で再待避する──時空の境界に敵をはめ込み、相手の体を切断する──という危険な戦術を試みていた。移動サポート役専門の彼が使える、数少ない一撃必殺の攻撃だ。


    　しかし敵は迫る八角柱から、眼力と反応速度と瞬発力だけで見事に身をかわし、それを不発に終わらせていた。二度目はもう、通用すまい。


    　自身の質量を乗せた《アディピスコル》での、超高速の体当たりという攻撃もあるにはあるが、おそらく結果は同じだ。


    　悪魔がワイデンライヒの動きに追つい従じゆうするまでのタイムラグも、だんだんと短くなってきていた。新たな停止先を探す彼の視線や、転移後の行動のために身構えるわずかな体の動きから、行動を読まれ始めているのであろう。


    〈あと二度の瞬転で、目標がワイデンライヒを捕ほ捉そくすると予想〉


    （──え、噓うそ？　先生、危ないの？）


    （──ざけんじゃねえざけんじゃねえざけんじゃねえあたしにやらせろ）


    　内なる声の心配や抗議にも、ミケーラは揺るがない。


    〈モモカリの柩カプロ、六撃目空振り。目標、ワイデンライヒへ投とう擲てき。ワイデンライヒ、ポイントＡ２に瞬転。ピーラル配置。メレウス狙そ撃げき。空振り。回避パターン登録〉


    （──守らなきゃ、先生、守らなきゃ、ねえ、ねえったら）


    （──あたしだあたしだあたしだあたしだやるのはあたしだ出せ出せ出せ出せ）


    　いくら内なる二つの声が訴えようとも、ミケーラは頭の中に同居する姉妹に自由を与え、解放するつもりなどさらさらない。


    　ラファエラは戦闘ではまったく役にたたず、ガブリエラは制御できない。外に出せば、ワイデンライヒや《門かど部べ》の封ふう伐ばつ員いんまで見境なく殺さつ戮りくしてしまうだろう。


    　だからミケーラは、命令どおりに敵を追い、計算を続ける。


    　移動サポートと陽動を担当するワイデンライヒが斃たおれれば、《門部》の封伐員も長くは生き残れまい。そうなると残る戦力は、彼女だけとなる。


    　自分ひとりであるならば、未知の要素はない。自みずからの能力限界はすべて把握している。


    　ミケーラはすでに、何度もその場合の勝率を計算していた。


    　そして、何度計算しても同じだった。


    　その確率は──ゼロの周囲をわずかな幅で変動しているだけなのだ。


    



    　　　◇　　◇　　◇


    



    「メガネぇ、ゲーセン寄ってこうぜー」


    　参考書とノートを鞄かばんに放り込んでいる圭けいに、同級生のひとりが声をかけてくる。


    　あまり仲のいい友達ではないが、普段なら塾から帰る前に、お喋しやべりでしばらく時間を潰つぶす相手だ。とはいえ喋るのは、いつも圭ではなく向こうのほうなのだが。


    　二言三言告げて友達の誘いを断ことわり、小走りに塾の階段を下りる。エレベーターが三階まで上がってくるのを待ってはいられない。転びそうになりながらも、圭は駆かけ下りていく。


    　歩道へと走り出る。行き交う人々の間を縫ぬうように、駅とは逆方向に夜道を急ぐ。


    　息があっという間に切れてくる。


    　体育の成績は、クラスの下から数えたほうが早い。


    　煌こう々こうと夜道を照らすコンビニの明かりが、前から近づいてくる。そういえば今日きようは、週刊少年漫画雑誌の発売日だった。クラスの友達の話題についていくために、どうしても読まなければならない人気漫画が、それに連載されている。


    　でも軽く足を止めただけで、圭けいはコンビニの前を通り過ぎる。


    　小道を折れ、公園を抜け、坂を登る。


    　喉のどと肺はいが、焼け付くように痛い。


    　同じような見た目で並ぶ建売住宅の列に、圭の家の小さな門構えが見えてくる。弱よわ音ねを吐き続ける脚に鞭むち打って、残りを駆かける。


    　箱だ。箱が並んでいる──圭はふと、そう思う。


    　家とは、突き詰めれば箱なのだ。外と内とを隔へだてる壁によって囲われた、狭い空間。だから人は、そこに大切なものを入れる。蓋ふたをして外の目から隠し、隔て、守る。


    　でも、箱の中で身を潜ひそめているものが、大切な宝物とは限らない。


    　禍まが々まがしい災さい厄やくで満たされた箱も、ある。


    　この世にある悪や災わざわいのすべてが、ある乙おと女めが開けてしまった箱から飛び出したものだという、古代ギリシャの伝説。それをいったい誰から聞いたのか、圭は思い出せない。父だったか、学校の先生だったか、それとも友達だったか。図書室の本で読んだのかもしれない。


    　圭が開けるべき箱の蓋──我が家の玄関には、長男の帰りを待って玄関灯が点ともっていた。


    　怖い。怖いが、開けなくてはならない。


    　ポケットから鍵かぎを取り出す。手が震えてなかなか鍵穴へ差し込めない。


    　鍵は四回目の挑戦で、ようやく滑り込み、回る。


    「あ、お兄ちゃん帰ってきたよ！」


    「あら珍しい、今日きようは道草しなかったのね。こら圭、ただいまは？」


    　妹と、母の声だ。


    　靴を脱ぎ捨て、リビングへ急ぐ。


    　廊下の端に垂らされた簾のれんをくぐると、家族がいた。


    　食卓にどっしり腰を下ろしている父。小柄な祖父が相手しているのは、ベビーシートに座らされて口元をべたべたに汚している一歳半の弟だ。リビングと繫つながったシステムキッチンから、母が揚げ物の皿を運んでいる。ショートパンツ姿の燈あかりが、そこからひょいと唐揚げをつまみあげ、口に放り込む。


    　間に合った──。


    　圭は、ようやく胸を撫なで下ろす。


    　つまみ食いを咎とがめられている妹の前で、冬でもなければ部屋に湿気が籠こもっているわけでもないというのに、圭の眼鏡めがねが白く曇る。


    　目が悪かったんだっけ、と、今さらながらに思いながら、外した眼鏡をシャツの裾すそで拭ふく。


    　そしてふと気づく。眼鏡をかけていなくとも、ちゃんと景け色しきは見えているのだ。


    　顔を上げる。


    　妹は、いつの間にか姿を変えていた。


    　男子のように短かった髪は腰まで垂れ、美しく銀色にきらめいている。白しろ装しよう束ぞくに朱色の袴はかまという巫み女こ姿すがた。瑠る璃り色とライトグリーンで塗り分けられた、人間のものではありえない瞳ひとみ。


    　そして圭けいは思い出す。


    　この家に今、恐ろしいものが近づいていることを。


    　逃げなければ。いや、それより家族を逃がさなければ。


    　しかし喉のどからは、どうやっても警告の声が出てこない。胃のあたりに感じる、強い痛みがある。口の中に広がっていくのは、胃酸の混じる血の味だ。


    「どうだ圭、勉強のほうは？」


    　グラスにビールを注ぎながら、父親が尋ねてくる。その顔は、なぜかぼやけて見えない。


    「ほら、あんたの好物ばっかよ今日きようは。手を洗ってきなさい」


    　母の顔も同じだ。祖父も、弟の顔も。


    　どんな目鼻立ちなのか、どんな輪りん郭かくなのかすら、圭の目では摑つかめない。


    　ただひとり、人じん外がいと成り果てた妹の燈あかりだけを残して、家族の顔がもうどうやっても思い出せないことに、圭はようやく気づく。


    　その妹が、じっとこちらを見つめたままで、こう言う。


    「来るよ、お兄ちゃん。あいつが」


    　身をひるがえして、圭はリビングを出る。


    　顔は思い出せなくとも、彼らを守らなければ。救わなければ。それができるのは圭だけなのだ。玄関へと、脚を絡めながらあわてて走る。


    　後ろから、妹の声が追いかけてくる。


    「戦い方、間違っちゃだめだよ」


    　勢い余って胸を打ち付けたドアノブに必死にしがみつきながら、圭は振り向く。


    　廊下で微笑ほほえむ妹は──再び昔の姿に戻っていた。


    「お兄ちゃんなら、勝てるって」


    　ガリ勉の貧弱な小学五年生が太た刀ち打うちできる相手ではないことぐらい、圭はわかっている。でも自分はすでに子供ではない。厳しい訓練を乗り越え、《天てん眼がん》と《朧おぼろ筐ばこ》を武器として、幾百の鬼を封じてきた狩人かりうどなのだ。


    　足を踏ん張り、腰から拳こぶしを突き出すようにして──圭は箱の蓋ふたを開く。


    　今度は、内から、外へと。


    



    　目の前に、鬼がいた。


    　紅ぐ蓮れんの炎をまとい、巨大な骨の翼を広げ、四本の尻しつ尾ぽをひきずり、目を燐りん光こうに輝かがやかせる大赤鬼が、ぼやけた視界の中で、黒い女とダンスを踊っていた。


    　美しい、と思った。


    　直後、目に映る光景は現実なのだと気づいた。我に返り、周囲と己おのれを確認する。ここはどこだ。俺おれは何をしている。状況はどうなっている。


    　周りを囲んでいるのは、積み上げられた鉄骨や、壁材の山。


    　霞かすみがかかったままの頭から、なんとか直近の記憶を引きずり出し、自分のいる場所を圭けいはようやく特定した。


    　あのマンション工事現場。その裏手の資材置き場。


    　落成後にはおそらく駐車場となるのだろう、高い柵に囲まれたおよそ二十メートル四方の空間。その片隅で、圭は土管らしきものに背を預けて横たわっていた。


    　口には、血と胃液の味。


    　胸元から腹部にかけて、鈍にぶい痛みがある。触れてみると、アラミド繊維の下にあるはずのセラミック板が粉々に砕けているのがわかった。肋ろつ骨こつにも何本かヒビが入っているようだ。


    　ようやく、削り取られていた記憶の一部が、鮮明に蘇よみがえってくる。


    　ここに鬼を誘い込んだのは、自分たちだ。


    　騒動が起きれば、深夜といえども人は集まってくる。そして一般人は戦闘の枷かせにしかならない。人垣ができてしまおうものなら、多数の犠ぎ牲せいが出てしまうだろう。ゆえに戦いは、あくまで秘ひ密みつ裏りに始め、秘密裏に終わらせる必要があったのだ。


    　誘導がなんとか成功した直後、ワイデンライヒがやられた。


    　特殊な停時フィールドの使い方をする彼の高速移動が、ついに鬼に読み取られてしまったのだ。停時フィールドのタイマーが解除される位置と時間を読まれ、回避先に回り込まれた彼は、鬼に肉にく薄はくされ、一撃で左半身を砕かれた。敵の拳こぶしに飛ばされた彼の姿は、千ち切ぎれかけた腕がまだ繫つながっているのが不思議、といった有り様で宙を舞っていた。


    　そのあと、自分はどうした？


    　嫌な音を立てて地面に落ちたワイデンライヒにとどめを刺そうと、地を低く跳ねる鬼。そこに咄とつ嗟さに割り込んだことは覚えている。地面深く固定した壁を《朧おぼろ筐ばこ》で作ったのだ。


    　ところが敵は、あろうことかその壁を足場として蹴けり、圭へと迫ってきた。瞬まばたきする間もないほどの、刹せつ那なの切り替えだった。


    　読まれていた──。


    　圭の《朧筐》は、三秒しか出せない。そして、三秒以内に格納することもできない。


    　展開時間は、必ず三秒間なのだ。


    　それこそが、飛び抜けた射程距離とサイズの自由度を誇る圭の停時フィールド、《朧筐》の最大の弱点だった。


    　ワイデンライヒを守るために使ってしまったため、もう《朧筐》を防御には回せなかった。鬼の禍まが々まがしい姿が目の前に迫るのを、圭けいはスローモーションで眺めた。


    　そして──。


    「起きましたか」


    　声のほうへ首を巡らすと、隣に、ボロ雑ぞう巾きんのようになったワイデンライヒが上半身を起こしていた。左腕はありえない角度に[image: ]ねじれたままで、だらりとぶら下がってその重みを地に預けている。同じ側の脚も折れているのがひと目でわかった。


    　さぞや激痛に襲おそわれているだろうに、円熟を感じさせるその声だけは変わらぬままだ。


    　すぐに目を戻した。激しくぶつかり合っていた音がやんだのだ。


    　資材置き場のほぼ中央に、大赤鬼の姿。


    　その睨にらむ先に佇たたずんでいるのは、三つの停時フィールドを操あやつるあの若い修道女だ。


    　黒い修道服は、至る所がずたずたに引き裂かれ、千ち切ぎれたスカートから覗のぞく白い脚には、血がしたたり流れていた。


    　頭にかぶっていたフードもすでに千切れ飛び、三つ編みにした栗くり色の髪がはだけて、鮮血に染まりながら肩にかかっていた。どうやら横腹もすでに抉えぐられているらしく、片腕でそこを押さえている。どう贔屓ひいき目めに見ても、もう長くはもちそうにない状態だ。


    　自分が気を失っている間に、そのすぐそばでどれだけすさまじい戦いが繰り広げられていたのかを、彼女の凄せい惨さんな姿は物語っていた。


    　対して、敵はほとんど無傷のままだ。


    　圭は、鬼のほうへと手をかざし……そして踏みとどまった。


    　敵は今、静止している。《朧おぼろ筐ばこ》で再び攻撃することは可能だ。しかしこの距離では、どうやっても結果は同じだろう。


    　こちらの意図はすべて読まれ、回避されてしまう。


    　第五段階の大赤鬼──脳と肉体への支配がほぼ百パーセントに至った、暴力の化け身しん。


    　その全身を走る〝雷いかずち〟は、肉体を拘こう束そくされた状態での死を経へた高レベルの鬼が獲得する能力のひとつだ。各種のセンサーと直結し、鋼はがねのごとき全身の筋肉をじかに鞭むち打つ疑ぎ似じ神しん経けい網もうは、遅々とした人間の神経パルスなどとは比ぶべくもない速さで信号を伝達し、知覚とほぼ同時に命令を肉体へと返す。


    　対して、目で見た情報を圭たちの脳が受け取り、処理し、それが意識に昇ってくるまでには、動かせないタイムラグがある。その刺激に対応して行動を決めるにも、同じく時間を消費する。わずかコンマ数秒にすぎないそんなロスを、敵は見み逃のがさない。


    　相手を目で捉とらえたときには、敵はすでにそのタイムラグを越えて、こちらの動きを把握し終えている。


    　行動を決めたその瞬間には、敵はすでにそのタイムラグを越えて、こちらの動きに反応し終えている。


    　これが屋内なら、筋きん弛し緩かん性せいのガスなどで動きを封じる手が使えただろう。しかし屋外ではガスの有効圏外まで逃げられてしまうだけだし、そもそもそんな装備など、圭けいは用意していない。


    　倒す方法は──。


    （──戦い方、間違っちゃだめだよ）


    　燈あかりの声を、圭は思い出す。


    　その声は、本物の妹のものではない。気絶から引き戻されつつあった意識の狭はざ間まで、朦もう朧ろうとしていた頭を通り過ぎていっただけの過去の亡霊であり、ただの夢にすぎない。


    　しかし本物ではなくとも、その声は正しかった。


    （──お兄ちゃんなら、勝てるって）


    　勝つ方法は、あるのだ。


    　最初からそうすべきだった。そうすれば、たったの一撃で決まっていた。身を起こしながら、圭は隣にいる男にその作戦を伝える。ワイデンライヒは、わずかに目を見張った。


    「君に、それが可能だと？」


    　頷うなずき、バチカンの祓ふつ魔ま師しが立ち上がれるように手を貸した。


    　圭たちの動きに反応して、鬼も動いた。


    　満まん身しん創そう痍いの修道女も、それに合わせて停時フィールドでの攻撃を再開する。


    　繰り出される三つの停時フィールドをかいくぐり、骨を砕き肉を抉えぐろうと、鬼は彼女へ肉にく薄はくする。防御して距離を取れば、今度は致ち命めい的な威力を持つコンクリート片を投とう擲てきされる。停時フィールドに自みずからを包んで身を守る戦術すら、タイマー復帰のタイミングを読まれてしまって大きなリスクを負うことになる。


    　彼女の負傷は増える一方で、身を削りながら戦線を膠こう着ちやくさせているにすぎないのだ。しかしそのおかげで、圭とワイデンライヒは命を拾っていた。


    「時間がありません。あの子の体力が尽きる前に、やりましょう」


    　ワイデンライヒは頷き、戦っている少女へと命令した。


    「ミケーラ、十秒間、防御に徹しなさい。悪魔をこの場に留とどめるのです」


    「はい、先生エテイアム・マジーステル」


    　これまでひと言も喋しやべらなかった少女の肉声を、圭はようやく耳にした。


    　そしてその声を聞き終えた次の瞬間、彼とバチカンの祓魔師は、もう空中にいた。


    　ワイデンライヒの能力で、はるか上空へと共に投とう射しやしてもらったのだ。


    　大赤鬼が周囲に張り巡らせているセンサー網もうの中で戦う限り、すべての行動が読まれてしまうのなら──その外から攻撃すればいい。


    　そんな離れ技が、圭にはできる。


    　圭の《朧おぼろ筐ばこ》は、たった三秒間しか展開できないという大きな枷かせを持つ。そしてその代わりに、サイズの自由度は高く、射程距離に至ってはずば抜けているのだ。


    　他の追つい随ずいをまったく許さないその射程は──およそ三百五十メートル。


    　視界にさえ捉とらえていれば、圭けいはそれだけ離れた距離からでも《朧おぼろ筐ばこ》を遠えん隔かく展開できる。これに匹ひつ敵てきするのは、阿あ黍きび宗そう佑すけがかつて操あやつった《久く遠おん棺かん》だけだ。


    　都会を戦場とする戦いでは生かしにくい特性だった。圭が普段、長距離狙そ撃げきをあまり作戦に組み込まない理由は、ふたつある。


    　まず第一に、街は障害物で溢あふれすぎている。建物、車、そして人々。視線を遮るものが多すぎるのだ。圭たちが鬼を誘導した資材置き場ですら、高い柵に囲われ、鉄骨や壁材が積み上げられ、視界を妨げるものに事欠かなかった。対して、離れた場所に停時フィールドを発生させるには、そこがしっかり目視できる必要がある。


    　だが敵が屋外にいて、そして真上から狙うなら話は別だった。


    　敵と自分とを隔へだてるものは、もはや何もない。


    　闇やみ夜よを見通す圭の《天てん眼がん》の中で、水晶体が前後に分割され、像の結び方を変える。動き回る小さな点でしかなかった真下の敵が、視界の中央にズームされていく。


    　風が体を打ち、首を揺らす。


    　そのブレを、《天眼》自体が小刻みに動いて補整していく。


    　ここまで距離が離れると、鬼の周囲に渦巻く大気の揺らぎも感知できない。それが、長距離狙撃戦術を採用しにくい二つめの理由である。空気分子の攪かく乱らんによって鬼を見分ける《天眼》の索さく敵てき有効距離は、そう大きくはないのだ。風のまったくない今夜のような天候でも、五十メートルほどが限界だろう。


    　しかしそれも、目標が確実に選択可能となれば問題とはならない。


    　資材置き場で動き回る影は二つ。そのどちらが満まん身しん創そう痍いの修道女で、どちらが鬼なのかぐらい、易やす々やすと見分けられる。


    　視界の中央に据すえた目標は、もはや炎もまとわず、翼も尾もなく、角すら生えていない、ただの男にすぎなかった。


    　憎しみは、湧わいてこない。


    　あの男も、鬼に憑ひよう依いされた哀れな犠ぎ牲せい者しやのひとりなのだ。


    　今から自分は、人を殺す。


    　もう、彼を助けることは不可能に近い。鬼の憑依が外れても、引き抜き崩壊アンプラグ・コラプスによって命を落とすか、廃人となるしか道は残されていないのだ。だからこれは救済でもあるのだと、圭は自分に言い聞かせた。自じ己こ欺ぎ瞞まんだとはわかっていても、そうするしかなかった。


    「ごめんよ」


    　男が静止した一瞬を狙ねらって、圭は《朧筐》を放つ。


    　高度は三百メートル。敵のセンサー網もうの外。


    　察知は不可能だ。


    　一辺三メートルの黒い立方体が、男の半身だけを包み込む。


    　荻おぎ窪くぼ童どう子じ二十七号の憑ひよう依い者しやは、体の中心線に沿って真っ二つに割れ──、


    



    　そしてもちろん、死んだ。


    



    　直後、意識を微み塵じんに砕きそうなほどのおぞましい殺意が、圭けいの脳に侵入してきた。


    　宿やど主ぬしを殺した圭へと、鬼がプラグを差し替えたのだ。


    　それを察知した《天てん眼がん》が頸けい椎ついで神経の流れを遮断し、体を麻ま痺ひさせる前に、腕に抱きかかえていた満まん身しん創そう痍いのワイデンライヒを、圭は思いっきり突き離した。


    　すぐさま、その同じ腕が獰どう猛もうに暴れ、離れていく祓ふつ魔ま師しを摑つかみ直そうとする。延えん髄ずいから下の神経伝達が遮断されたというのに、体が勝手に動いているのだ。


    　圭に乗り移った大赤鬼の疑ぎ似じ神しん経けい網もう〝雷いかずち〟が、麻痺などお構いなしに肉体に殺さつ戮りく命令を伝えはじめた証あかしだった。


    　空中で離れ離れになり、風に揉もまれながら遠ざかっていくワイデンライヒが、圭に向けて何かを叫んでいた。しかしもう、その声は届かない。激痛が、脳を焼き続ける。


    　制御アカウントは自動凍結され、《朧おぼろ筐ばこ》はもう使えない。


    　地面が、どんどん迫ってくる。


    　待つのは──死。

  


  
    10◆浄化


    



    「誤解してはいけませんよ。必然だったのです」


    　再び前に立った乾いぬい叶かなえに向け、失血で青ざめた顔を軽く歪ゆがめて苦笑しながら、バチカンの祓ふつ魔ま師しはそう答えた。


    　叶が後続チームと合流し、現場に再び駆かけつけたとき、ワイデンライヒは真っ二つになった死体のそばで、傷だらけの修道女と一緒に座り込んでいた。


    　彼自身の体も、酷ひどい有り様だった。


    「ミスター百もも刈かりが死ねば、悪魔が次に取り憑つくのは私でした。死の因いん果がは、彼を空へと打ち上げた私に最も強く繫つながっていましたからね」


    　鬼がワイデンライヒに憑ひよう依いすれば、制御アカウントの凍結によって停時フィールドを使えなくなる。圭けいを助けなければ、彼も墜つい落らく死しする可能性があったのだ。


    　叶は、救命班のほうをちらりと見て、そちらに駆けていきたい衝しよう動どうに駆られる。


    　意識を失った百刈圭が、救命班の担たん架かに乗せられ、運び出されているのだ。ワイデンライヒが地上で待っていた彼の教え子に命じ、停時フィールドで救助させた結果だった。


    　その一部始終を、叶はもう見ていた。それも、圭の視点でだ。一緒に駆けつけた間ま白しら田だが、気を失っている圭の改造眼球から映像データを吸い出し、共有してくれたのである。


    　追体験したその景け色しきの中で、あとコンマ数秒で地面に叩たたき付けられ、圭の体が潰つぶれた果実となる、と思われたその時、迫り来る地面が一瞬で空へと切り替わった。


    　地面との激突寸前に停時フィールドに包んで保護しただけでは救うに足りず、地上三百メートルからの落下が圭の体に溜ため込んだままだった運動エネルギーを、手順を踏んで中和する必要があったのだろう。


    　おそらくは、停時フィールドの上下を逆向きにしていったん解除し、圭の体は、落下から一転して再び空に放り投げられたのだ。そしてたぶん、放ほう物ぶつ線せん軌き道どうの頂点──運動エネルギーが相そう殺さいされて静止する地点で、再び封じ直されたのであろう。


    　時の柩ひつぎが解除された次の瞬間には、視点は地面に横たわり、骨こつ格かく筋きんの機能と意識を奪う麻ま痺ひ毒どくと思われる〝聖水〟が、鼻元に吹きかけられていた。


    　類たぐいまれなる力を持つ《門かど部べ》の筆頭封ふう伐ばつ員いんは、そうやって命を救われ、憑依した鬼ごと保護されたわけである。


    　もちろん叶は、その前に繰り広げられた、戦闘の映像も目にした。


    　未熟な自分なら、間違いなく命を落としていただろうと確信できるほどの、すさまじい戦いだった。目の前に力なく座り込んでいる男も、あの修道女も、そして叶のパートナーも、皆がひとりも欠けることなく生き残ったのが奇き蹟せきというほかなかった。


    　サイレンの響きが、だんだん近づいてきている。


    　通報を受けて、警察と消防がやってきたのだ。どちらも上層部は《門かど部べ》と通じているので大きな問題はないが、それに引かれて付近の住民やマスコミが集まってくるのは困る。撤収を急がねばならなかった。


    「ゆいっちは、渡しません。いいですね？」


    　ようやく叶かなえは、さっきまで敵だった男に向けて、そう宣言できた。


    　満まん身しん創そう痍いの祓ふつ魔ま師しは、しばらく叶の顔を見つめ、やがて目を閉じ、頷うなずいた。


    「でも、ありがとうございます。百もも刈かりさんを助けてくれて」


    　顔を起こしたワイデンライヒの目が、軽い驚きに見開かれ、そして柔らかくすぼめられた。ああ、本当はこんな顔をする人なんだ、と、叶は思った。


    　そんな老祓魔師のもとに、担たん架かを担かついだクルーを従えて待っていた貴き治じ崎ざきが、火のついた煙草タバコを足で揉もみ消して一歩進み出る。


    「さて、あんたらもウチに運びたいんだけど。服で隠れて見えてないだけで、肋骨アバラもぐしゃぐしゃでしょそれ」


    「投とう降こうしろ、という意味ですよね。承諾しますよ。お願いします」


    「物わかりのいい爺じいさんって好きよ。んじゃちょっと見せな、どれどれ……」


    　祓魔師たちを貴治崎たちに任せ、叶はその場を離れた。


    　ワイデンライヒも、ミケーラという少女も、どちらももうこれ以上戦えるような体ではないとはいえ、停時フィールドは肉体の損傷など関係なく展開できる。化け物のような戦力を持つあの少女がほんの少し意志を込めれば、この場にいる全員をほんの数秒で抹まつ殺さつ可能だろう。しかし、彼らにもう敵意はないと、叶は不思議な確信を持っていた。


    　そのおかげで、続く会話を、彼女は聞き逃のがすことになった。


    「あの娘……名前はなんと言いましたか？」


    「うちのルーキー？　自分で調べなって。そっちの要注意リストに登録しとくべきかもよ」


    「そうしますとも。阿あ黍きびめ、なかなか面白い子を育てている」


    「あら、マジ評価？　うれしいねぇ。うちの男どもときたら見る目がなくて」


    「もうひとつ。あなたたちが白鬼と呼ぶあの少女──《光輝Ⅶルチーフエル・セプテム》について、阿黍に話があるのですが、伝言を頼めるでしょうか」


    「いいけど、何？」


    「一瞬たりとも、彼女を、死の状態に置いてはいけない。そう、お伝えください」


    



    　ジグマール・ワイデンライヒ。そしてミケーラ・ペルラ。


    　叶の前に立ちはだかった二名の祓魔師は、こうして両名とも《門部》に投降した。


    　失血死やショック死を防ぐために、貴治崎の停時フィールド《磐いわ長なが》で封印され、《門部》本部に移送されることも、ワイデンライヒはすんなり受け入れた。時間を止められた彼の肉体と共に、人形のような顔をした傷だらけの修道女も、救急車に偽ぎ装そうした巧こう務むのバンにおとなしく乗せられて、先に去っていった。


    　増援部隊を足止めしたもうひとりの祓ふつ魔ま師し──成長して爆弾と化す停時フィールドを使う厄やつ介かいな大男、バルトロメオのことも、間ま白しら田だと貴き治じ崎ざきからあれこれと聞かされた。


    「安全に解除するにはさ、成長の逆のプロセスを実行して、空気の渦を一層ずつ順繰りに逃がしていくしかなかったんですよねぇ。でもそんな芸当って、術者本人にしかできないわけ。だから、本人にやってもらったんですよ、解除」


    「どうやって、敵の説得を？」


    「あー、その、えーと……」


    　間白田はげっそりした表情で、それについては聞かないほうがいいとため息をついた。


    　新しい煙草タバコに火をつけながら、貴治崎が言わなくてもいいことを付け足す。


    「大丈夫大丈夫、あとあと障害が残るようなヘマやんないって。ちゃーんと痛つう覚かく神経だけを爪つめの裏からこう……」


    　よくよくわかったので、叶かなえはその先を聞かなかったことにした。


    　別のバンから「マンマ……マンマ……マンマミーア」という呟つぶやき声がずっと聞こえていた理由が、叶にもようやく理解できたのだ。


    



    　撤収作業も滞とどこおりなく終わり、間白田や貴治崎と連れ立って、最後に残った一台のバンへと叶は歩いた。救命班の使うものではなく、人員輸送用の特別車両だった。


    「叶ちゃん、あんたは後ろ。リアから乗んな。機密なんて忘れちゃっていいわよ」


    　含むところがありそうな貴治崎の言葉に従い、観かん音のん開きの後部ドアを開けると、結ゆいがいた。


    　向かい合わせになったベンチシートの右側に腰を下ろしていた彼女が、叶を目にして、それまで緊張で張り詰めていたのだろう顔を一気に緩ゆるめた。


    　明らかに無理して組み立てたとわかる笑え顔がおが、胸に痛い。


    「はは……なんか、囚人護送車……みたいだよね、これ」


    　みたいではなく、護送車そのものだった。窓には金かな網あみと鉄てつ格ごう子しが嵌はまっていたし、彼女を左右と向かい側から挟み込むようにして、封ふう務む所属の黒服が三名も座っていた。停時フィールドを持つ封ふう伐ばつ員いんでこそないが、ガタイのいい、皇室のシークレットサービスにも派遣されることがある肉体派の面々である。そんな彼らに、貴治崎が声をかけた。


    「おら、黒マッチョどもは前に移んな。とっとと降りろってホラ」


    「え、でも、この子の監視は？」


    「担当封伐員が乗るってーのに、文句あんのかい、あ？」


    　陸自の精鋭上がりだという腕自慢たちも、どうやら貴治崎には頭が上がらないらしく、すごすごと席を移っていった。


    　ドアが閉じられると、叶かなえは結ゆいの正面に座った。


    　いざこうして戦いが終わってみると、親友の顔を正面から見ることができなかった。


    　白鬼は、結に憑ひよう依いしたままだ。彼女はそれを自覚してもいないし、さらにこれから、見も知らぬ地下施設へと連れていかれるのである。


    　不安だろう。怯おびえているだろう。怖くてたまらないだろう。


    　叶だけが、そんな彼女を元気づけてやれる。でも叶は、声をかけるのを長くためらっていた。車が動き出した後も、沈黙はしばし続いた。


    　叶も、結も、首をうなだれ俯うつむいたままで、ただ床ゆかを見つめて座っていた。その静寂が二分ほど続いた頃だろうか。


    「「あのね」」


    　二つの首が同時に持ち上がり、互いの声がユニゾンした。


    「あ、かなえちゃんから、どぞ」


    「や、ゆいっちこそ、先に」


    「いえいえここはぜひぜひ、かなえどんから」


    「どん、て」


    　顔を見合わせ、見つめ合い、そしてふたりして同時に吹き出した。


    　親友にすべてを告白する時間が、ついにやってきたことを、叶は悟った。


    「これがね、私の、生きてる世界。びっくりした？」


    「したしたした。びっくりしすぎて腰が抜けるかと思った」


    「ごめんね。ずっと……噓うそついてて。全部、説明する」


    　叶は話した。人類社会に死を振りまく、殺さつ戮りく因いん果が連れん鎖さ憑依体たいという存在のこと。それを滅ほろぼす封ふう伐ばつ員いんのこと。《門かど部べ》という組織のこと。叶の両親を殺したのも鬼であり、その復ふく讐しゆうのために封伐員を目指したこと。そして、今こうして話している結本人に、未知の白い鬼が憑依していることも。


    　突とつ拍ぴよう子しもない内容であるはずなのに、結は真剣に耳を傾けてくれた。途中で幾度か、


    「い、い、異星人っ!?」だとか「わ、ワームホールぅ？　この地球に!?」だとかいう叫び声が上がったし、ゲートを使った未来への旅については、


    「あー、キップ・ソーン博士のあれかー。片方だけ時間を止められる裏技があるんだったら、ウラシマ効果なんて使わなくってもいいわけだし……」


    　などと、よくわからない納得を見せはした。天文部の中心人物であり、星や宇宙に傾倒する彼女は、ある限られた領域では非常に知識豊富なのだ。


    　とはいえ、それ以外では、彼女は話の腰を折ったりしなかった。


    「ゆいっちに憑ついてる、白い鬼、正直言うと、どうなるか、わかんない。《門部》が、どうしようとしてるのかも。でも、守る。私が、ゆいっちを守る。それだけは、信じて。ずっと噓うそついてきた私のことなんか、信じられないかもしれないけど」


    「言ったはずですぞ、かなえちゃん。信じるって」


    　親友は、あくまで明めい朗ろうに振る舞うつもりなようだった。茶ちや化かしているのではない。この期ごに及んでも、叶かなえのことを気遣ってくれているのだ。


    「信じるったら信じる。あたしのことは、かなえちゃんにどんとまかせた！」


    　そう言って結ゆいは、言葉どおりに元気に胸を叩たたき、その勢いでゴホゴホと咳せき込んだ。どっちが守る側で、どっちが守られる側なのかもわからなくなるような有り様だった。


    「なんで……そんなに、強いの？」


    　洟はなを啜すすって、俯うつむきながら、叶は尋ねた。


    「なんで、そんなに、優しいの、ゆいっちって」


    「強くなんかないよー。強いのも、優しいのも、かなえちゃんのほう」


    「ううん、つ、強くなんかない。優しくなんかない。だって、私」


    　任務中はいつもそうであるように、事実だけを淡々と語ろうと心がけたつもりだった。


    　しかし結の前でだけはどうやっても、叶は、普通の女の子に戻ってしまうのだ。


    　話しているうちに、ずっと我慢していた涙が、止められずに溢あふれてきた。貴き治じ崎ざきが気を利かせて、二人だけにしてくれたことに心底感謝した。


    　体が震え、心の内にある本当の思いが、口から流れ出てきてしまう。


    　ついてきた噓のことや、自分の身勝手さ。《蟬せみ丸まる》のことと、それが示す意味。


    　誰かを守るより、自分の欲望のために力を振るう、自分の本ほん性しようのこと。


    　だから鬼を狩るこの仕事では、クズに相応ふさわしく生きるのだと決めたこと。


    　でも、亡き父親の期待に応こたえられない生き方が、辛つらくて仕方がないこと。


    　両親の写真を、いまだに正面から見られないこと。


    　叶は話した。話し続けた。


    　洟を啜る音がたびたび混じったし、言葉は途切れ途切れにしか出てこなかった。それでも、動き出した口は止まらなかった。


    　白い光に覆おおわれた親友は、まるで女神か天使のようであり、自分はその前に頭こうべを垂れて懺ざん悔げを続ける、罪つみ人びとのようだった。


    　結は、黙って最後まで聞いてくれた。


    「かなえちゃんさ、マリーちゃんのこと、覚えてる？」


    　聞き終えた結が、優しい口く調ちようで、そんなことを尋ねてきた。何の繫つながりもない話題を脱線ぎみに振られて、一瞬きょとんとなった。


    　しばし頭を捻ひねり、小学生のときの同級生の渾あだ名なだと、ようやく思い至った。


    　他人のことをすぐ噓つき呼ばわりし、陰湿なイジメをする女子グループを率ひきいていた子だった。渾あだ名なは確か、美人で仕切り屋で高慢なところを、マリー・アントワネットにちなんで誰かがつけたものだったはずだ。


    「あのときね、あたしのことかばってくれたの、かなえちゃんだけだったよ。クラスのほかのみんなは、ぜーんぶマリーちゃんについたのに、かなえちゃんだけが、『噓うそつき』って言わなかった。かなえちゃんだけが、あたしのこと、信じてくれた」


    　そんなこともあったかな、という程度にしか、叶かなえは思い出せない。


    「おかげでマリーちゃんとかなえちゃん、なーんかむちゃくちゃな喧けん嘩かにまでなっちゃったけど、そんときに決めたの。あたし、かなえちゃんとずっと友達でいようって。かなえちゃんの言うことは、絶対に信じようって」


    　そこに至って、ようやく叶は思い出した。


    　そうだ、マリー。あの子だった。小学校のときに、自分が殴ってしまった相手。


    　結ゆいが、揺れる車内でよろめきながら立ち上がり、叶の隣に、ぱすっと腰を下ろし直した。


    「かなえちゃんってさ、クズなんかには、絶ーっ対なれないと思うよ」


    　親友は、そう断言した。断言してくれた。


    「それはこの朋とも之の浦うら結ちゃんが、ばっちり保証します」


    　込み上げてくるものが、熱く、愛いとおしかった。


    　俯うつむき、しゃくりあげながら、ずっと心の奥に抑え込んできた弱よわ音ねが、ついに言葉に出てきてしまう。それはもう止められなかった。そしてもう、止めたくもなかった。


    「わ、私ね、ゆいっち、ほ、本当はね……いくら、鬼が憎くても……」


    　その震える肩を、親友は抱き寄せてくれた。結の体は、とても温かかった。


    「……人殺しなんて、したくない」


    「知ってるよ、かなえちゃん」


    　叶のポケットから頭を覗のぞかせている《蟬せみ丸まる》の柄つかが、軽く震えたような気がした。


    



    　　　◇　　◇　　◇


    



    　ストレッチャーに預けた体を弛し緩かんさせ、百もも刈かり圭けいは長い息を吐き出した。


    　脳シナプス網もうの引き抜き崩壊アンプラグ・コラプスを防ぐために、念のため《天てん眼がん》が脳へと流しこみ続けていた微細電流の痛みが、ようやく消え失うせたのだ。


    　気を失いながらも、意識だけはその奥で強制的に持続させられ、暗くら闇やみの中で形のない痛みに延々と耐え続けねばならないという地獄は、二度と体験したくない類たぐいのものだ。


    　とはいえ、その苦痛も、結果としては無用のものだった。


    　引き抜き崩壊は、鬼が新たな宿やど主ぬしへ転移する際に残していく現象だ。しかし今、がんじがらめにしていた圭の心からほどけ落ちようとしている鬼は、新たな憑ひよう依い先さきに移るのではなく、ただ純粋に、消え失うせようとしているだけなのである。
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    　瞼まぶたを開いた。圭けいが身を横たえているのは、いつもの肌はだ寒い暗くら闇やみだ。


    　一万年の時を隔へだてた、未来の《門かど部べ》本部。


    　ついさっきまで、激痛の向こう側で自分を掌しよう握あくしていた殺意の渦と狂気の波が、まるで噓うそであったかのように、圭の心は静まりかえっていた。


    　目の前に、焚たき火から舞い散る火の粉このような、赤い粒りゆう子しがちらついていた。


    　家族の仇かたき。大赤鬼、荻おぎ窪くぼ童どう子じ二十七号。それが圭の心から解き放たれ、小さな炎の断片となって、宙へと消えていくところなのだ。


    　かつてあの葬儀場で見ることができなかった、家族が天に昇っていく様さま──それを代わりに目まの当たりにしているかのようであり、圭はただ静かに、昇華していく光の舞を眺め続けた。


    　やがて、色すらも失った炎の最後のひと欠片かけらが、闇に溶けて消えた。


    （仇……か）


    　自分が殺あやめた、あの男のことを思い返す。


    　同じ鬼に憑ひよう依いされていたとはいえ、あの宿やど主ぬしは、圭とはなんの繫つながりもない相手だった。


    　圭と燈あかりの家族を惨ざん殺さつした第三段階の鬼が、当時の《門部》が敷いた包ほう囲い網もうを突破して姿を隠したのが、ちょうど十二年前の秋。それから九年前に一度、そして四年前にもう一度、この鬼は《門部》に捕ほ捉そくされながらも逃げ延び、身を潜ひそめ続けてきた。


    　毎回、その宿やど主ぬしは異なっていた。


    　ああして圭けいの前に現れるまでに、荻おぎ窪くぼ童どう子じ二十七号は、幾度もの死を経へて成長し続けてきたのだ。だから圭の家族を殺したかつての宿主が、積み重なった死の連れん鎖さのどこにいたのかなど、今やもう知りようがない。


    　かつて百もも刈かり家に侵入し、暴ぼう虐ぎやくの限りを尽くした顔も知らぬ憑ひよう依い者しやが、どこでどう野の垂たれ死にしたのかについては、おそらくもう、永久にわかることはないのだ。


    　それでも、終わった。


    　色白で近眼ぎみの、十歳の少年だったあの夜から、自分が積み重ねてきたひとつの人生が、ようやく幕を下ろしたのだ。


    　小さな達成感が、ないわけではない。


    　しかしそれは、かつて子供の頃に渇かつ望ぼうしていたものとは違っていたし、何かが圭の中で変わったわけでもなかった。むしろ空くう虚きよさが心に残った。


    　何しろ圭は、もう死んだ家族の顔がひとつも思い出せないのだ。十二年という歳月の中で、胸に抱え込んでいたはずの大切なものすら、風化してしまっていたわけだ。


    　仇かたきを討ち、敵を滅ほろぼし終えた今、これからどうするかを考えた。


    　答えは、一瞬で出た。


    　自分はこれからも、変わらずに鬼の封ふう伐ばつを続けていくだろう。目的地が消え失せ、ゴールのない旅たび路じを歩むことになっても、圭にはまだ、燈あかりという妹がいるのだから。


    　彼女が《門かど部べ》当主の座を次の世代へと譲ゆずり、神経系に寄き生せいした異星知性体から解放されるその日が来るまで、圭は戦い続けるだろう。


    　それはすなわち──一生ということだ。


    　十二年前に燈と入れ替わる形で引退した先代は、齢よわい三百を超えていたと聞く。いつか圭が老人になっても、加齢速度が常人の六分の一しかない妹は、まだ若々しい姿のままなのだ。


    　燈が、その役目から解き放たれる日が来たとしても──、


    　そのときには圭はもう、彼女のそばにはいない。


    『ようこそ、百刈圭封伐員。現在時間は、西暦一万二千──』


    　耳のコミュニケーターに、いつもの報告が届く。


    　麻ま痺ひから回復しつつある体を動かし、ストレッチャーから身を起こす。


    『──あなたを除けば、この惑星の総人口は、ゼロです。現在、地球人類の滅めつ亡ぼうから、九千八百六十六年が経過しています』


    　一万マイナス九千八百六十六。イコール……百三十四年。


    　前回に訪れた未来時間線より、人類の寿命は、わずかだけ伸びていた。


    　鬼を一体封伐したことで、その犠ぎ牲せい者しやが減った。それによって未来は書き換えられた。


    　たった数年程度の差でしかないが、それでも、変わったのだ。


    　鬼を倒せば、残り時間のタイムカウントが必ず増えるというわけではないことも、圭けいにはわかっている。誰かが死ななかったことで、悲劇の方向へと歴史が流れを変えることもありうるのだ。今回はプラスの方向に働いただけで、必ずしもそうなるとは限らない。


    「施設の状況と、地上へ出られるかどうかを教えてくれ」


    　いつもの問いに、時の門が答える。


    『施設の動力はすべて損失し、上層の四フロアが地ち殻かく変動で崩ほう落らくしています。地上へのルートは第二、もしくは第四非常脱出坑こうの階段が通じています。大気は呼吸可能』


    　今回も、過去からのメッセージが付属していた。驚いたことに、燈あかりからのものだった。


    「ありがと、お兄ちゃん。大丈夫だよ、ボクがみんな覚えてるから」


    　声が途絶えたあと、しばらく圭はそこに突っ立ったまま、燈が残したメッセージの意味を考えていた。感謝の言葉はおそらく、家族の仇かたきを討ったことに対するものだろう。


    　でも、覚えている、というのはどういう意味なのか。


    　やがて、はたと気付く。やっぱりそれも、家族のことを言っているのだと。　


    　圭にはもう顔も思い出せない母や、父や、祖父や弟のことは、異星知性体と共有する巨大な記憶データベースの中に、いつまでも朽くちぬ形で携たずさえ続けていくから安心しろと、空っぽの兄をなだめてくれているのだと。


    　己おのれの不ふ甲が斐いなさを笑い、闇やみに満たされたドームを振り仰あおいだ。


    　そしてきびすを返すと、いつものように錆さび付いた扉とびらをこじ開け、圭は地上への〝道草〟のために、非常階段を上り始めた。


    



    　　　◇　　◇　　◇


    



    「おかえり、お兄ちゃん」


    　ゲートをくぐって元の時代へ戻ると、見慣れた面々が門のそばで待っていた。


    　妹の燈、間ま白しら田だに貴き治じ崎ざき、乾いぬい叶かなえ、そして白鬼の少女、朋とも之の浦うら結ゆいだ。


    　このドームに《天てん眼がん》を持たぬ一般人が通されることは、まずありえない。しかもこの少女は、現時点で鬼に憑ひよう依いされている宿やど主ぬしそのものである。前ぜん代だい未み聞もんの状況と言えた。


    　巧こう務むのスタッフたちが遠巻きに、心配げな視線をよこしているのも無理なかった。仮面をかぶった式しき務むの女官たちに至っては、ピリピリと張り詰めた気迫すら放っている。なにしろ天敵である鬼が、拘こう束そくもされていない自由な状態で、《門かど部べ》の中核たるゲートと、神である燈のすぐそばに佇たたずんでいるのだ。


    　しかし当の少女は、よっぽど図太い神経でも持っているのか、それとも何かが吹っ切れた後なのか、そんな周囲の視線になどまったく気づいていない様子だった。


    　叶にしがみつくようにして並んでいる彼女は、どうやら圭のくぐってきたワームホールゲートと、銀色の髪を持つ人形のような燈あかりに興味津しん々しんらしく、ゲートを眺めては鼻息を荒くし、ちらちらと圭の妹を盗み見ては「ふえ～」などと呟つぶやいていた。


    　どうにも気の抜ける態度である。


    「あれ？　おい、師匠は？」


    　燈に尋ねた。阿あ黍きび代行の姿だけがなかったのだ。


    「医務室。祓ふつ魔ま師しに会いに行ってるよ。宗そう佑すけには、結果はどっちでもいいみたい」


    「結果？」


    「うん、ちょっと実験したいことがあってさ」


    　ほかにもおかしなことがあった。圭けいが戻ってきたというのに、妹はいつまで経たっても、無人の未来へと繫つながるワームホールゲートを閉じなかったのだ。


    「んじゃ、トシ、説明よろしくね」


    　銀の髪を揺らしながら、燈は間ま白しら田だに話を振った。異星知性体の依より代しろとなって、見た目と頭脳こそ大きく変わってしまっていても、面倒くさがりなところだけは不変らしい。


    　開きっぱなしのゲートの前に、毎度の髭ひげ面づらがひょこひょこと歩み出てきた。


    「えー、じゃ、手っ取り早く。まず思い出してほしいのは、鬼がどうやって変化し、成長するのかってことですけど。どう、圭くん？」


    「宿やど主ぬしの、死、ですよね？」


    　当然の回答だった。封ふう伐ばつに関わる誰もが知る基礎情報である。


    「そ、僕らにとっちゃ常識ですよね。死による因いん果が転移で、鬼は変化する。殺し、殺され、死ぬことによって学び、その死にまつわる新しい力を身につけていく」


    　間白田の口く調ちようは、いつにも増して楽しそうだ。


    「例外はいっさいなし。たぶんメインルーチンに絡んだ根こん幹かん処理だから、どんな鬼でもそこは変わらないのね。逆に言えば、それ以外の手段じゃ、鬼は変化しないし成長もしないわけ。で、となると当然、こうも考えられるわけですよ」


    　白鬼も、同じではないのか──。


    　間白田は、顎あご髭をいじり回していた指をぴん、と立ててそう言った。


    　しばしその意味を嚙かみしめてから、叶かなえがおずおずと手を上げる。


    「ゆいっちが、死なない限り、黒鬼には、ならないってこと……ですか？」


    「百パーセントまでは断言できませんけどね。でもそう仮定するとぜーんぶ辻つじ褄つまが合うわけ。ところが僕たちは……《ゲオルギウス会》もだけど、鬼の宿主を一度殺さないことには、封伐ができないわけですよね？」


    　スタッフの誰かが、あっ、と声を漏もらした。


    　鬼の封伐は、宿主を死の状態に置いて、封伐員へと再憑ひよう依いさせることが欠かせない手順なのだ。その過程で、白鬼が必ず黒鬼へと変化してしまうのだとしたら──。


    「でも、《天てん眼がん》の安全装置が……ああ、くそっ」


    　圭けいは途中まで言いかけて、言葉を切った。


    　ついさっきまで、自分が体験していたことを思い出したのだ。


    「そ、強力な鬼は、脳だけじゃなくて肉体まで支配下に置けます。延えん髄ずいから身体への神経伝達を遮断しても、別の経路で動かせちゃうんですから」


    　脳に突き刺さったプラグを経由して、この世の裏側を通って情報を伝達する〝雷いかずち〟──鬼の疑ぎ似じ神しん経けい網もうがあれば、神経遮断による安全装置は意味を成さない。


    「んじゃ、黒鬼ってのは、白鬼を封伐しようとした誰かの成れの果て……ってわけ？」


    　尋ねた貴き治じ崎ざきに、間ま白しら田だは肩をすくめる。


    「そりゃまあ、全部が全部ってわけじゃないとは思いますよ。普通に死んで、あるいは誰かに殺されて変化したって個体のほうが多いんじゃないかなぁ。でもほら、第一次十字軍とか、明らかにローマ教会の手がかかってるわけでしょ。封ふう伐ばつケースの可能性も否定できないって思ってんですけど」


    　にこやかな口く調ちようのまま、髭ひげ面づらはさらに続けた。


    「で今回、この朋とも之の浦うら君に憑ついた鬼をですね」


    「え、はい！　あ、あたしですか？」


    　急に自分の名前を出されて、結ゆいが直立不動の姿勢になる。


    「うん、君。君に憑いた鬼を封伐せず、ただ保護する……って決定があったんですけどね。ほんと英断でしたよ。さっき代行が、ワイデンライヒ氏から聞き出してくれたんですけど──」


    　黒鬼とは、いかなる存在なのか。


    　それを聞いて、自分たちがまさに破は滅めつの瀬戸際にあったことを、圭たちは知った。


    　宿やど主ぬしだけでなく、その周囲にいる人間にまでも、干渉の触しよく手しゆを伸ばす鬼──。


    　たった一体存在するだけで、群衆に憎ぞう悪おや殺意の種を植え付けることができる鬼──。


    　とんでもない話だった。


    　もし今回、それを知らずに朋之浦結を封伐していたら、《門かど部べ》はもう《門部》でなくなっていたかもしれないのだ。憎悪と殺意に支配された邪じや悪あくな何かへと、組織ごと姿を変えていたことだろう。それこそ、鉤かぎ十字を掲かかげた、前大戦のとある政党のように。


    「じゃ、じゃあ、祓ふつ魔ま師したちは今回……」


    「そ、僕らの封伐を、なんとしてでも阻そ止ししなきゃいけなかったわけですよ。向こうが正義の味方で、僕らのほうが、間抜けなドジっ子だったってことですね」


    「ドジっ子はいいけど、間抜けってのは酷ひどいなぁ、トシ」


    　声だけにどことなく拗すねたような響きを重ねて、燈あかりが横から割り込んできた。内容がここまで深刻でなければ、ドジっ子のほうはいいのかお前、と圭も突っ込んでいただろう。


    「それについてはまぁ、謝罪するけどね。ボクが間違ってたよ。ごめん」


    　燈あかりはそう言うと、スタッフ一同に向き直って、ぺこりと頭を下げた。式しき務むの女官たちが一斉に、恭うやうやしく頭こうべを垂れる。


    「いくらボクでも、データ不足じゃ正しい判断下せないってことの証しよう左さだね。でも、叶かなえちゃんとお兄ちゃんのおかげでなんとか結果オーライになったわけだし、今後も、変わらずボクを支えてくれるとうれしいんだけど、どうかなみんな？」


    　ざっ、という音が、ホール中に響いた。


    　スタッフの全員が足元を揃そろえ、燈に向けて敬礼したのだ。圭けいとしては、なんとも言えぬ心境になる。指導者としてのカリスマがあるのはいいが、見えない触しよく手しゆを伸ばして周囲を操あやつっているのはこいつのほうではなかろうかという気分になってくるのだ。


    「で、問題の実験ね。たぶんこれが、あちらさんが今回やろうとしてたことの半分。おーい、結ゆいちゃんだっけ？」


    「は、はいっ！」


    「ちょっとこっち来てよ」


    「え、あ？　は、はい、あの、あの、かなえちゃん」


    「大丈夫、そばについてるから」


    「う、うん、うぉおお、近くで見るとますますお人形さん。あ、あの、とと、朋とも之の浦うら結です」


    「知ってる。ボクは燈。よろしく」


    「わわ、握手、握手してる。見て見てかなえちゃん、あたし握手」


    「うん、見てるよ」


    　なんだこの空気は。


    　さっきまでの深刻な話が噓うそのようである。《門かど部べ》の当主と、鬼の宿やど主ぬしが接触しているという状況なのに、巧こう務むのスタッフたちからもくすくす笑いが洩もれ出ていた。


    　正直言うと、圭も笑ってしまっていた。仮面をかぶってむっつり佇たたずんでいる式務の女官たちについては、さすがにどう思っていたかわからないが。


    　そして、ものすごいテンションで興奮しっぱなしのそんな朋之浦結を見つめ、背後のゲートを指で示しながら、鬼を狩る秘密結社の長おさである燈は、こう告げたのだった。


    「じゃ、結ちゃん、このゲート、君ひとりでくぐってもらえるかな？」


    



    　　　◇　　◇　　◇


    



    　半時間ほど後、百もも刈かり圭は、本部地下第四層の一角にある病室を訪れた。《ゲオルギウス会》の三名が個別隔かく離りされている、特別病室のひとつであった。


    　祓ふつ魔ま師したちのリーダー、ワイデンライヒが、左腕と左足をギプスに包んで、包帯でぐるぐる巻きにされた上半身をベッドから起こしていた。


    「どうです？　うちの医療のほどは」


    　尋ねながら、部屋の隅にあったパイプ椅い子すに腰をかける。


    「満足ですよ。患者の苦痛に配慮する精神が根本的に欠けていることを除けば、ですが」


    「あー、ぜひあのサド女にそう言ってあげてください。いやほんと冗談抜きに」


    「そちらの日々の苦痛になど、同情こそすれ興味は皆かい無むなのですがね。そもそも、そんな話をしにきたのではないでしょう、ミスター百もも刈かり」


    　頭を搔かいた。そのとおりだったのだ。


    「じゃあ単たん刀とう直ちよく入にゆうにいきましょうか。あなたたちは今回、《門かど部べ》による封ふう伐ばつをどうしても止めなきゃいけなかった。そして危険な黒鬼ではなく、安全な白鬼のままで封じる方法を見つけるために、無傷の状態で彼女を手に入れたかった。だから拉ら致ちを企たくらんだ。そうですよね？」


    「企んだ、とは聞こえが悪いですが、内容は否定できませんね」


    「ゲートの向こうでも、白鬼は落ちませんでしたよ」


    　実験の結果を、圭けいは簡潔に伝えた。


    「そう……ですか」


    　ワイデンライヒの声には、明らかな落らく胆たんの色が浮かんでいた。


    　実験は、人類滅めつ亡ぼう後の未来に繫つながっていることが確認済みのゲートに、朋とも之の浦うら結ゆいだけを送り込むという形で実行された。


    　彼女がゲートの白い膜の向こうに消えてからの時間を、圭たちは張り詰めた思いで待った。叶かなえに至っては、遠未来へと消えた友人が心配でたまらなかったらしく、圭が押さえていなければ、すぐにでもゲートに走り込んでいきそうな勢いだった。


    　そうやってじっと待つこと一分ほど。時を越える門からひょいと突き出された結の頭には、白いプラグの群れが依然として突き刺さったままだったのだ。


    「あの、か、かなえちゃん、これって、どのぐらいいなきゃいけないのかな？　めちゃくちゃ怖いよ向こう。暗いし寒いし」


    　その滑こつ稽けいな様子を頭の中で再生して、思い出し笑いを浮かべてしまった圭に、ベッドの祓ふつ魔ま師しが呆あきれたように声を沈ませる。


    「笑いごとではないはずなのですがね。わかっているのですか？」


    　もちろん、圭にはわかっていた。


    　無害な白鬼を、無害なままで消し去る手段が、この世にはないという意味なのだ。


    「堕だ天てんした《光輝ルチーフエル》を封じるために、我々が支払い続けてきた代だい償しようを知れば、決して笑う気など起きないでしょうに」


    　群衆へと広範囲に影響を及ぼし、《天てん眼がん》を持つ者に取り憑ついてすら支配力を失わない、最悪の鬼。それを封じることがどれだけ困難なのかぐらい、圭にも理解できる。それでも、ワイデンライヒへの返事には嫌みを込めざるをえなかった。


    「だからって、罪もなければ殺意にも取り憑つかれてない、ただの女の子をポンと犠ぎ牲せいにするのはどうかって思いますけどね」


    　燈あかりが言っていた、《ゲオルギウス会》の今回の目的の残り半分──白鬼を単体でゲートの向こうに送り込むという鬼落としが、成功しなかった場合の選択肢。


    「人類絶ぜつ滅めつ後の未来に、彼女を置き去りにする……そういう予定だったんですよね？」


    「どうやっても祓はらえないというのなら、この時間線から永遠に切り離された地獄ゲヘナに追放するのが、唯ゆい一いつの解というものでしょう」


    「それが、あんたらの神様とやらが教える正義ってわけですか」


    「誤解してもらっては、困りますね」


    　怪け我がだらけの祓ふつ魔ま師しが、青い目を細めた。戦いの中でも感じなかった強烈な殺気が、圭けいの身を打つ。現役時代の阿あ黍きびと対面しているかのようだ。


    「《ゲオルギウス会》は、主の御言葉を代弁する者ではありません。主の教えに背そむき、救済の資格を自みずから手放してでも、人の世を守る──そう誓った剣つるぎなのですよ」


    　圭は、その凝ぎよう視しを正面から受け止めた。彼らの覚悟のほどはわかっていたのだ。


    《ゲオルギウス会》は、日本だけを縄なわ張ばりとしている《門かど部べ》よりも、格段に活動範囲が広い。そもそもローマ・カトリック教会がその教えを世界中に広めたのは、この地球全土に鬼の封伐ネットワークを作るためだったとすら言われている。


    　彼らの戦場はあまりにも広く、相手すべき鬼＝悪魔もそれだけ多い。しかしそんな《ゲオルギウス会》も、所持するワームホールゲートは《門部》と同じく、たったひとつだけなのだ。ゲートでの封ふう伐ばつ手続きが追いつくはずもなく、低レベルの鬼は、普段の圭たちと同じように毒物による自決封伐で間に合わせるしかない。


    　しかし同時に、カトリックは──自殺を禁じている。


    　鬼を封じるたび、祓魔師たちは自らの身と魂たましいに、大たい罪ざいを重ね続けているのだ。


    　圭たちはいつも、己おのが命を懸かけて鬼を追い、戦い、それを封じ続けているが、彼らは命だけでなく、魂をも懸けている。


    　信仰というものにすがったことも、支えられたこともない圭には、その重さはわからない。でも、わからないからといって無む碍げにする気もなかった。


    　だから圭は、自分から目を伏せた。


    「ま、俺おれたちは、俺たちのやり方でやってみますよ」


    　そう告げて、パイプ椅い子すから立ち上がる。


    「うちの代行からもうお聞きになってるとは思いますが……彼女を保護し、以後ずっと監視することに決定しました。そちらは手出し無用ということで」


    「わかっているのでしょうね。人は、いつか死ぬのですよ」


    「ええ、もし彼女が何らかの理由で命を落とした場合、《門かど部べ》が責任をもって、生まれ出た黒鬼を封じます。そのためにも、これまでの黒鬼封ふう伐ばつ記録の詳細、そちらからご提供いただきたいんですが」


    　ワイデンライヒは、すぐには返事をよこさなかった。


    「大赤鬼の宿やど主ぬし以外に、運良く死者は出ませんでしたけど、それでも今回、人的・物的被害ともに、たっぷり貸しはできたはずですよね。ぜひご検討を」


    　そう告げて部屋を出ようとすると、ベッドから小さな呟つぶやきが届いた。


    「今回は……君たちの勝ちか」


    「勝ち負けの問題じゃないでしょうに。それに今回は、いろいろと偶然が重なったからこうなっただけで、普通に戦ってたら、手術台か墓の中にいたのはこっちですよ」


    　本心だった。バチカンの送り込んできた戦力は、明らかに精せい鋭えいそのものだったのだ。


    「偶然？」


    　負傷と疲労でやつれたワイデンライヒの顔に、ようやく苦笑が浮かぶ。


    「本当に偶然だったと思っているのかね、あれが」


    　圭けいは、答えなかった。

  


  
    11◆阿黍宗佑


    



    　あの、あまりにも長かった夜。叶かなえと結ゆいは、東の空が明るむ前に朋とも之の浦うら家けへと再び護送され、結局結の両親は、叶たちが経験してきた一夜の冒険にはまったく気づかないままだった。


    　隣町の工場で深夜の爆発事故が起き、その破片が近所まで飛んできて、建設中のマンション上階を直撃したというニュースにも、翌日の夕方になってからようやく、


    「どっちも無人でよかったわねぇ」


    「この辺まで音は聞こえたっていうけど、寝てたからなぁ」


    　などと肩をすくめた程度であった。親友の心臓の強さは、間違いなく遺い伝でんだなと思った。


    「そんなことより叶ちゃん、今日きようも泊まっていきなさいよ。ね？　いいでしょ？」


    　普通なら申し訳なくて断ことわるところなのだが、その申し出に、叶はありがたく甘えることにした。新しい監視班が二重に配備されてはいるとはいえ、自分の目で見守る安心さに匹ひつ敵てきするものではない。何より一日でも長く、結と一緒の時を過ごしたかったのだ。


    　そして、何事もなく、三日が過ぎた。


    《ゲオルギウス会》の祓ふつ魔ま師したちはもう帰国したと聞いていた。若い二人はともかく、車くるま椅い子すに乗るのも苦労するという重傷の身で、あの年配の祓魔師がどうやって帰っていったのか、叶かなえはよく知らないままだ。


    「もう、夏が来ますね」


    　隣を歩く百もも刈かり圭けいを視線で促し、四角く切り取られた青空の高みを見上げる。


    　巨大なテナントビルの間にまっすぐ伸びた神社の参道を、並んで歩いているところだった。強い日差しがビルに遮さえぎられ、心地良い風が汗を乾かしていく。


    「え、あ、ああ、そうだな、梅つ雨ゆもボチボチ終わるか」


    「雨も、結局ほとんど降らないままでしたし。水不足と日照不足だったら、農家の人、どっちが困るんだろ」


    「う、うむ、そりゃ、どっちだろうな」


    　叶は、しどろもどろな圭の反応をこっそり楽しむ。こちらの態度ががらりと変わったことに、えらく狼狽うろたえているのが地味に面白い。


    　言葉にしたとおり、もう夏が来ようとしていた。それでも、四方をビルで囲まれた小ぶりな神社は、わずかな間しか日光が差し込まないためか、少しだけ肌はだ寒い。


    　その限られた日照が、タイミング良く木こ漏もれ日を落とした参道のベンチに、現場を引退してなお矍かく鑠しやくとしている叶たちの師であり、《門かど部べ》の総司令でもあるアロハ姿が寝そべり、くわえ煙草タバコから紫し煙えんをくゆらせていた。


    　遠い故郷かどこかに想いを馳はせていたかのような顔が、叶たちに気付いて起き上がる。


    「なんだおめぇら、揃そろってどうした」


    「百刈さんとデートです」


    「お、おい、違っ、師匠、違いますからね、お、俺おれは別に」


    「ってのは冗談です。代行に用事があって来ました。お時間いいですか」


    　阿黍の眉まゆが、面白いほど胡う散さんくさげに歪ゆがむ。


    「おいモモ、こいつ……ほんとに乾いぬいか？」


    「ええ、俺もちょっと疑問で」


    「大の大人が、女の子のイメチェン程度でうだうだ言わないでください」


    　なんとも珍妙な顔をしばし維持するも、理解を諦めたのか、老人は肩をすくめる。


    「で、用ってのは？」


    「たいしたことじゃありません。代行をバッサリ斬きりにきただけですから」


    　訓練中や任務中には決して見せなかった笑え顔がおをニコリと作ってみせた叶の隣で、相棒の放つ気配が尖とがり、冷えていき、低められたその声が、糾きゆう弾だんとなって司令官を射る。


    



    「荻おぎ窪くぼ童どう子じ二十七号を放はなったのは、あなたですね、師匠」


    



    　境内を風が吹き抜け、煙草の灰がぽとりと落ちる。


    「現場の近くに放置されてた公衆電話、固定位置番号のプレートが残ってましたよ。四年前にまるごと盗難されたものでした」


    「それがどうした？」


    「四年前ですよ。俺おれのチームがあの鬼を取り逃がし、師匠が突然引退した年です。柩ひつぎ使い同士の戦いにはまったく意味のない、対赤鬼用の三番装備をわざわざ着ていくように命令したのもあなたでしたよね。そして……こう言ったのも」


    　──お前自身の手で、カタをつけろ。


    　当主代行への告発を続ける圭けいの声を、叶かなえは心ここ地ちよく耳で受け止める。


    「あなたはずっと、あの鬼を電話ボックスごと停時フィールドで封じ込めて、保管してたんだ。たぶん地下本部のどこかに。だからあなたはこの四年間──《久遠棺》が使えなかった」


    　返事はなかったが、唇くちびるを歪ゆがめた老兵の表情だけで、相棒には充分だったようだ。


    「特大の鬼が《門かど部べ》には居る……みんな師匠のことを言ってたわけですけど、本当の意味でも的を射てたって感じですか、ったく」


    　阿あ黍きびが現場を退しりぞいたのは、老境に入った肉体のせいもあったのだろう。


    　しかしおそらく彼は、いつか戦せん端たんが開かれるだろう柩使い同士の戦場のために、あの鬼──荻おぎ窪くぼ童どう子じ二十七号を、道具として取っておいたのだ。


    　へたをすれば危険な大赤鬼が再び街に放はなたれ、それによって何十人、何百人という人間が殺さつ戮りくされるかもしれないのに、確保しておいたあの暴力の化け身しんを『場をリセットする装置』として使ったのだ。


    　叶は直接聞いてはいないのだが、阿黍との因いん縁ねんがあるらしい件くだんの老祓ふつ魔ま師しも、あの夜の出来事が偶然ではなかったことを見抜いていたらしい。


    　ちらりと、隣の顔を見上げた。


    　糸のように細いその目には、怒りの色があった。


    　憎しみや、恨みや、復ふく讐しゆう心しんでは決して育はぐくまれることのない、まっすぐな怒りだ。


    　誰かを守ろうと戦う──父の奉じた〝武〟の色。


    　その色を、いつか自分の目にも宿そうと、叶はもう決めている。


    「俺を育ててくれたのは師匠だし、親みたいなものですけど、目的のためなら手段は選ばないわ、そんでもって利用できるものは何でも利用するわ、っていうあなたの姿勢だけは、昔から嫌いでしたよ」


    　そう言葉を切った叶のパートナーに向け、老指揮官は不敵に笑った。


    「で、どうするよ？」


    「どうにもしませんよ。《門部》を一番効率よく動かしていける人間は、やっぱあなたですからね。ただし……」


    「ただし、なんだ」


    「筆頭封ふう伐ばつ員いんの名札はお返しします。なにしろ《久く遠おん棺かん》がいるんですから」


    　阿あ黍きびの唇くちびるが、もうかなり短くなってしまった煙草タバコのフィルターをくわえ、煙をめいっぱい肺に満たしてから、まるでため息のように、長々とそれを吐き出した。


    「爺じじぃをこれ以上働かせる気かよおい……で、おめぇのほうはなんだ、乾いぬい」


    「これです」


    　言葉が終わる前に、体は動いていた。


    　予備動作の削りこみ。重心の瞬時移転。あらゆる筋肉が生み出す力のベクトルを、ただひとつの目的に絞ってまとめ上げ、織りなした刹せつ那なの動作。


    　ジッ！　という、一瞬の蟬せみの音。


    　会心の踏み込みだった。


    　抜き放った《蟬せみ丸まる》で阿黍を斬きったのだ。


    　柄つかを握った右手は袈け裟さ斬ぎりに振り抜かれ、そして左拳こぶしは、ベンチに座ったままの阿黍の額ひたいに突きつけられていた。拳の先から皺しわを刻んだ皮ひ膚ふまで、わずか数ミリの寸すん止どめだ。


    　刀の間合いよりもはるかに深い、空手本来の間合い。


    「お、おい、乾、お前」


    　背後から、圭けいの焦あせり声。そういえば、何をするかは伝えてなかったか。


    「どれだけやっても斬ざん撃げきの間合いが体になじまない理由、わかってみたら簡単でした。人を殺すのが、怖かったんです、私」


    　阿黍のくわえていた煙草の先端だけが、綺き麗れいな切断面を見せながら、ぽとりと落ちた。


    「だから、殺さないつもりでいくことに決めました」


    　続いてアロハシャツが、胸元から斜めにはだけ、ずり落ちる。


    　なのに阿黍の老体には、傷ひとつついていない。


    　理由はひとつ。この刀身自体が、人体を避けたからだ。


    　停時フィールドの形状を絶えず張り替え続け、命なき物体だけを選んで斬る刃やいば──。


    「特性が途中で変わることって、よくあるんでしょうか？」


    「……あんま聞いたこたねぇな」


    　胸板を露あらわにしたままで、阿黍が平然と答える。


    「つかよ、とっとと拳どけろ。敬老精神ってもんがねぇのかおめぇ」


    　突きつけていた拳を収め、右手の柄を下ろし、しみじみと眺める。


    「じゃ最初っから、これが《蟬丸》の力だったんですね。私が、使い方間違ってただけで」


    「みてぇだな。人が斬れねぇ刀……か、出来損ないにもほどがある」


    「そうですね。ほどがあります」


    《蟬丸》は、人殺しの道具ではなかった。クズの証明でもなかった。


    　戦いたい、でも人を傷つけたくはない──そんな叶かなえの内面を写しとった鏡像だったのだ。


    　それを無理やりねじ伏せ、人を斬きる道具として使おうとしていたとなれば、どれだけ深く踏み込んだところで、皮一枚より先まで斬り込めたかどうか怪しいものだ。


    「でも、好きになれそうですよ、やっと」


    　深く礼をし、叶かなえはきびすを返した。相棒の声が追いかけてくる。


    「お、おい、ちょっと待て、乾いぬい！　あ、師匠、また後で。おい待てったら、乾！」


    



    　去っていく二人を苦々しく眺めながら、阿あ黍きびが新しい煙草タバコをポケットから取り出し、唇くちびるにくわえたとき、どこからともなく声がかけられた。


    「殺気がないからって、油断しすぎですよ。《久く遠おん棺かん》で防ぎそびれたのでしょう、今の」


    　社やしろの陰から出てきたのは、阿黍よりはやや若く見えるものの、それでも充分に年配の女性だった。背は低く、枯れ木のように細身で、白い顔にはどことなく気品がある。


    「見てたんですかい、お人が悪い」


    「いいコンビになりそうね。あなたみたいにひとりで背負うのではなくて、並んで歩んでいってくれるといいのだけれど」


    　薄手のカーディガンを羽織ったシックなサマードレス姿が、阿黍の隣まで歩み寄り、優雅に腰を下ろす。


    　くわえていた煙草は、火をつけられることなくケースへと戻された。


    「今回は、ローマの〝頑固者〟が割りを食うことになりましたね。日本の〝引き籠こもり〟が手にしたのがワイルドカードなのか、それとも死神の札なのかもわからない。そして残る〝裏切り者〟がどう動くつもりなのかも──」


    「星の世界から降りてきた、三柱の神……か」


    　阿黍の呟つぶやきに、圭と叶が消えていったビルの入口へと、老女は優しい眼まな差ざしを向ける。


    「私たちがなぜ互いのリンクを失ったのか、この戦いが本当はいつから続いているのか……その真実を知ったとき、あの子たちは何を選択するかしら」


    　答える老兵の声は、叶や圭が知るものとはまったく違う、穏やかな響きを帯びていた。


    「それこそ、神のみぞ知るってやつですよ、先代」


    



    　　　◇　　◇　　◇


    



    「つか、あの、その、えーと、なんで俺おれ、見られてるわけ？」


    　エレベーターを待っている間に、同僚の頭からつま先までをなめ回すように眺めていると、どうやら我慢できなくなったらしく、圭がおずおずと尋ねてきた。


    「いえ、改めて見ると、ダサいなと。……どうかしました？」


    「いや、何でもない。ちょっとでも何か期待した俺が馬ば鹿かだったよ……」


    「そうですね、じゃあ馬ば鹿かも追加しときます」


    「俺おれになんか恨みでもあんのかお前」


    　圭けいが呻うめいたタイミングでブザーが鳴り、扉とびらが開いた。乗り込みながら返答する。


    「とんでもない。恨みどころか、むしろ尊敬してます。でも馬鹿ですね」


    「尊敬と罵ば倒とうは、お前の中じゃ共存できるんだな……」


    　ぐったりした様子の圭が、後に続いて乗り込んでくる。その顔には、極太文字で『前の乾いぬいのほうが良かった』と書いてある。


    　でも叶かなえは、やめるつもりなどなかった。


    　彼と正直にコミュニケーションをとろう、思うところはちゃんと口に出していこうと決めたのだ。気に入らなくとも、慣れてもらうしかない。


    「そりゃできますよ。いいですか、百もも刈かりさんの妹は燈あかりさんであって、私じゃないんです。ちゃんと向き合ってあげるべきです」


    　壁面と融ゆう合ごうしそうになっていた圭の顔が、こちらを向いた。真ま面じ目めな話なのだということにようやく気づいたのだろう。


    「たったひとりの家族──妹さんを取り戻すために、百刈さんが頑張ってるのはわかってますよ。でも、努力の方向、間違ってたら意味ないじゃないですか。馬鹿ですよ馬鹿」


    　何か言いたそうな圭に二の句を継がせず、どんどん続ける。


    「百刈さん、燈さんから目を逸そらしますよね、いつもいつも。私が初めてドームに下りたあの日もそうでした。体は麻ま痺ひしてるのに、首だけぐいっとこう、あからさまに」


    　叶はずっと、圭のことを見続けてきた。


    　そして見続けてきたからこそ、わかることもある。


    「あのとき燈さん、私にいろいろ説明してくれてたんですけど、百刈さんが顔を背そむけたとき、ちょっと黙っちゃったのに気づいてました？　目を背けてたから見えなかったでしょうけど、すっごく寂しそうな顔してたんですよ。唇くちびる嚙かんで」


    　彼女にだって、表情がまったくないわけではないのだ。


    　相手はぽかんとしている。やっぱり馬鹿だ。もうひと押し行こう。


    「宇宙人に寄き生せいされているからですか？　尋じん常じようじゃない知識を持っているからですか？　千年以上の記憶を蓄えてるからですか？　だから、燈さんはもう妹じゃなくなっちゃったって思うんですか？」


    「妹だって、そりゃぁ……ちゃんと思ってるよ、当然」


    　口が膨ふくれている。拗すねた子供のようだ。


    「それ、ご家族に、誓えますか？」


    　返事はなかった。叶は、圭に考える時間をあげることにした。


    　叶が見る限り、圭は百刈燈のことを「妹だったもの」としか捉とらえていない。異星知性体に操あやつられた妹の肉体が、過去の残像を引きずりながら喋しやべっているだけだとすら思っているフシすらある。


    　妹の形をした、妹でないもの──そんなふうに彼女を捉とらえているからこそ、「お兄ちゃん」と言われるたびに辛つらくなって目を逸そらす。
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    　しかし、彼女は彼女なのであり、莫ばく大だいな知識と記憶を持ってはいても、同時に百もも刈かり燈あかり個人としての意識をちゃんと持っている。本心ではそのことに気づいていながらも、圭けいは正面からそれを確かめることを恐れて、心の中で打ち消し続けているのだろう。


    　いや……打ち消し続けていた、と、もう過去形で言ってあげるべきか。


    「うん、馬ば鹿かだな。確かに……大馬鹿だ」


    　天井を見上げて、圭がそう呟つぶやいたのだ。恥ずかしげに頭を搔かいて、叶かなえへと向き直る。


    「あーその……ありがとな、乾いぬい。でも、ダサいってのは何の関係が」


    「それは見たまんまです」


    「万年ジャージ姿のお前に言われたかねーよ!!」


    　怒鳴られたが、その声に怒りはない。


    「女子高生をなめてますね百刈さん。我慢してただけで、これでも服にはちょっとうるさいんです。今度、ゆいっちと服買いに行くんですけど、見み繕つくろってきていいですか」


    　返事を待つ間に、エレベーターが止まった。地下第七層の聖域だ。


    「え、あ、ああ……でもサイズは」


    「知ってます。じゃ、そういうことで」


    　啞あ然ぜんとしている圭けいを残して、叶かなえは先にエレベーターを降りた。


    　通路を歩き隔かく壁へきを抜け、ドームに出て、司令部の撤収作業をしているはずの髭ひげに埋もれた白衣を捜す。サポート班用に作ったスタン・グローブの試作品があると、間ま白しら田だが前に言っていたのだ。それを試させてもらうつもりだった。


    《蟬せみ丸まる》は、相棒ではあっても、もう人を斬きる道具としては使えない。


    　なら、父に鍛きたえられたこの拳こぶしを、もう一度使ってみよう。


    　戦うための武器として。


    　そして誰かを守るための〝武〟として。


    　背後で、圭が駆かけていく足音がする。


    　そして遠ざかっていった先から、《門かど部べ》当主の幼おさない声が聞こえてくる。


    「およ、どしたのお兄ちゃん。わ、なになにいきなり!?」


    　驚きの音色でありながら、その響きは叶の耳に、実に嬉うれしげに、弾んで届く。

  


  
    12◆エピローグ／小さな希望


    



    　同じ職場で働く朋とも之の浦うら結ゆいの両親は、急に夫婦揃そろって長期海外出張の話が出て、喜び勇んで国外へと旅立っていった。その際に母親のほうは、両親を失い一人暮らしをしている幼なじみを家に呼んで、一緒に暮らしてはどうかと娘に提案した。


    　伝聞ではあるが、


    「そのままウチの子になっちゃってもらってＯＫよ。てか結、あんた代わりに叶ちゃん説得しときなさい」と剛ごう毅きな彼女は言ったとかなんとか。


    　もちろんこの一件には、《門部》が絡んでいる。


    　彼らの職場は民間企業ではなく、宇宙開発関連の独立行政法人だったので、内閣府を通して裏から働きかけるのも楽だったそうだ。


    　乾いぬい叶を、朋之浦家で一緒に生活させる──それはもちろん、白鬼の宿やど主ぬしである朋之浦結を保護し、同時に監視するには、《門部》の職員、それも封ふう伐ばつ員いんがそばに張り付いているのが一番だからである。性別も年齢も通う学校までも同じで、幼なじみなうえに護ご身しん武道にまで長たけている、というルーキーが最も適任であったのは言うまでもない。


    　文句の言いようのない必然の決定だ。


    　問題は、なぜそこにこの自分、百もも刈かり圭けいも同居しなければならないのかである。


    　いつのまにやら辞令が発されており、気がついたときには、住んでいたワンルームマンションも荷物ごと勝手に引き払われていた。


    「ふん、ピチピチの女子高生どもとひとつ屋根の下たぁ、うらやましいご身分だなぁ」


    「あのね師匠、辞令出した本人に言われたらさすがにムカつくんですけど。なんですかこれ。先日の意い趣しゆ返しですか。大人げないとは思わないんですか」


    　執務室のデスクに座る阿あ黍きびに、そう詰め寄ってはみたが、


    「二人いりゃ、交代で現場出られるだろうが。乾いぬいのお目め付つけ役やくにもなるしな」


    「いや、そりゃそうですけど、そもそも朋とも之の浦うら家けの承諾、得てるんですかこれ？」


    「親のほうは当分帰ってこねぇよ。もしバレたら、なんとか言い訳しとけ」


    「しとけって、お、俺おれがですか」


    「誰かさんが役目を投げ出したせいで、こっちは忙しいんだよ。わかったらとっとと失うせろ」


    　面倒くさげな態度で追い払われる始末だった。納得などできるわけがない。


    　圭はこれまで、叶かなえのことをずっと妹のように見てきた。


    　実際は、実の妹である燈あかりへ抱いだいていた罪悪感を、手近にいた叶に投影してしまっていただけなのだが、それも先日、燈との関係を修復した際に変わってしまっていた。


    　今でも乾叶は、無表情でぶっきらぼうな、愛あい想そのない返事を返してくることがある。


    　しかし態度とコミュニケーションは格段に改善されてきているし、もともと顔も体もつくりが良かったうえに、もうすぐ十七歳になる女の子らしい一面も晒さらしてくれるようになってきたとあれば、これまで隠されていた魅力も、ちらちらと見えてきてしまう。


    　非常に困る。


    　その親友の朋之浦結ゆいといえば、白鬼に憑ひよう依いされているとはいえ、いつも元気かつ明めい朗ろうで、《天てん眼がん》に映る白い光やプラグさえ無視すれば、女性らしい柔らかそうなラインに包まれた、叶とはまた違ったタイプのかわいく魅力的な娘なのである。


    　これもまた困る。


    　何か間違いがあったらどうするのだ、と圭は焦あせる。


    　訓練期間も合わせれば、十二年にもわたって《門かど部べ》で戦い続けてきた圭ではあるが、異性に関してはまったくの無知なのであり、どうしていいのかもよくわからない。


    　だから、当の同居相手の二人へ、これはいかがなものかと意見をぶつけてもみた。


    　朋之浦結の反応はこうだ。


    「えと、禁断の恋ってのは正直燃えますし、かなえちゃんの幸せのためには応援もしますけど、でもあの、一応あたしん家ちなので、できればその……えっちぃこととかはよそでやってくれたらなーって」


    　予想のはるか斜め上を行く返事だった。誤解を解くのに小一時間かかった。


    　もちろん、叶かなえにも尋ねた。


    「ゆいっちにいやらしいことしたら、その場で殺します」


    　真顔で言われた。殺すのやめたんじゃなかったのかお前。


    　これではいかんと、巧こう務むのスタッフにも意見を求めてみた。


    「恋愛ってのは、いいサンプルになるかもねぇ」


    　そう無責任に言うのは、髭ひげの技官、間ま白しら田だだ。


    　人類が滅ほろんだ未来の世界で白鬼が消失しなかったのは、通常の鬼にある『宿やど主ぬしの同族を駆く逐ちくする』という基本プログラムが施ほどこされていないからだと推察されていた。


    　では白鬼が宿主の脳に埋め込んでいる無数のプラグは、いったい何なのか、という点において、間白田はこう仮説を立てていた。


    「ほら、接続端たん子しっていってもさ、出力目的のものだけとは限らないよね？」


    　次元の裏側からこちらの世界に情報を書き込むアウトプットの端子ではなく、こちらから向こうへと情報を吸い上げるインプット用の端子なのかもしれない、というのだ。


    「もしそうだとすればだよ、鬼をこの世に送り込み続ける異次元の存在って、白鬼によって『人間とは何か』ってことを、どうにか調べようとしているのかも……って僕には思えてくるんだけど、どう？」


    「どうって……んなことを敵に知られたら、より戦況が悪くなるだけじゃないんですか？」


    「敵……ねぇ。彼らから見た僕らって、風ふ呂ろ場ばのタイルにはびこったカビみたいなものかもしれないよ？　あまりにも存在としてかけ離れすぎてて、理解も意思疎そ通つうもできない相手だって、向こうだって思ってるのかも」


    　だからこそ、相互理解とコミュニケーションの可能性を少しでも上げるために、調べてもらうのは悪いことではない、と間白田は言うのだ。


    「だからさ、この機会にだよ、人間の生殖活動ってものを、向こうにがっつりデモンストレーションする意味で……ってちょっと、圭けいくんどこ行くの、待ってよ」


    　長々と聞いて損した。こんな奴やつらばっかりか。


    　仕方ないので貴き治じ崎ざきのところに相談にいってみれば、口の悪いサド医者が医務室の大モニターを使って、祓ふつ魔ま師しの爆弾男と楽しげにビデオチャットなんかしてやがったので、心底ドン引きした。確かに、あれから妙に懐なつかれているらしいと聞いてはいたのだが。


    　耳を覆おおいたくなるような罵ば倒とうを楽しげに並べ続ける貴治崎も貴治崎だが、それをとろんとした法ほう悦えつの表情で聞いている向こうも向こうである。


    　それでいいのか《ゲオルギウス会》、とさすがに思った。相談する気も失うせたので、とっとときびすを返した。


    　最後に燈あかりのところにいくと、圭が口を開く前に、


    「ずばり、オススメは叶ちゃんのほうだね。あれはけっこういい嫁になるよ」


    　などといきなり言われた。何がずばりだ。嫁ってなんだ。


    「一見尻しりに敷いてきそうな感じだけど、たぶんプライベートだとべったべたに甘えるタイプだとボクは予……いたたたた、痛い痛い痛いってば」


    　ほっぺたを思いっきりつねってやった。


    　式しき務むの女官たちがものすごい剣幕で怒鳴りながら飛んでくる脇で、燈あかりの表情は、どことなく嬉うれしそうに見えた。はるか記憶の奥にある、あの屈くつ託たくのない笑顔とはほど遠くとも──、


    　燈の白い歯を、圭けいはその中に、久々に見たような気がしたのだ。


    



    　そして今、百もも刈かり圭は朋とも之の浦うら家けの前に立っている。


    　土地の狭い都会ならではの、細くて上に伸びた一戸建てで、隣家との隙すき間まは一メートルもない。区画まるごとが同じ業者の施工した建売住宅らしく、周りに建ち並ぶのは、窓のディテールや壁の色が違うだけの相似形ばかり。かつての圭の実家も、同じようなものだった。


    　あの大赤鬼との戦いで垣かい間ま見た幻影を、ふと思い出す。


    　外と内とを隔へだてる壁によって囲われた、人の暮らしを守る箱──つまり、家。


    　十二年前にその蓋ふたを開けたとき、それまでの圭の人生は一度終わり、そしてその箱自体を中身ごと失った。だから圭は、今でもまだその蓋……玄関扉とびらが怖い。


    　大切に守るべきその箱の中身は、実はとうに失われていて、死の悪臭が内に澱よどんでいるのではないかという、心に刻まれた恐怖が首をもたげるのだ。


    　でも、この玄関だけは、ちょっと勝手が違った。


    　誰かと一緒の生活なんてものは久しぶりだし、しかも同居人は、うら若き少女二人ときている。危険な戦闘任務に出るよりもよっぽど不安で、緊張し、気が張り詰め、おかげでその分、いつもの恐怖が薄れてしまっているのだ。


    　不思議なものだ、と思いながら、夕暮れが迫る空を見上げた。


    　その空は、荻おぎ窪くぼ童どう子じ二十七号の鬼落としで〝道草〟した、未来世界の空とどこか似ていた。


    　一面の緑に覆おおわれた、かつてはビル街だった静かな丘きゆう陵りよう地。


    　そのはるか上を、茜あかね色に染まりながら吹き流されていくちぎれ雲。


    　鳥たちが高みを横切り、西日を浴びて輝く大地を鹿の群れが駆かけていく。


    　ひとつの凶悪な赤鬼をこの世から消し、ひとつの白鬼を救った結果としての、未来。


    　その景け色しきはやはり、とてつもなく美しかった。


    　でも圭が本当に望むのは、いくら蠱こ惑わく的に美しくとも、そんな未来ではないのだ。


    



    　人類は、その大半が気づかぬままに、絶ぜつ滅めつに面した崖っぷちに立たされている。


    　それは環境変化によるものでも、自然破壊のしっぺ返しでも、恐竜たちを滅ほろぼしたような隕いん石せきの衝突や、火山活動によるものでもなく、ましてや遺い伝でん子し的な種しゆの寿命のせいでもない。


    　次元の裏よりやってくる、殺さつ戮りく因いん果が連れん鎖さ憑ひよう依い体たい──鬼の侵攻によるものだ。


    　この世に次々と湧わき出いでてくる不可視の脅きよう威いに飲み込まれ、遠からず人類は滅ほろぶ。


    　千二百年以上もの昔から、《門かど部べ》や《ゲオルギウス会》の先せん達だつたちが、そうした鬼を落とすためにゲートをくぐり、のべ何千、何万、何十万という数の未来を目撃し続けてきたにもかかわらず、いまだに人類が生き残る解は、ひとつも見つかっていない。


    　しかし、押し寄せる絶望にあるときは蹂じゆう躙りんされ、あるときは大きく押し返す、そんな最前線で未来が書き換えられていく限り、いつかその繰り返しの中で、鬼がこの世から消しよう滅めつし、かつ人類が生き残っているという光景が、どこかに突然姿を現さないとも限らない。


    　それが、たとえ限りなく希薄な、那な由ゆ他たの彼方でしか見いだせない確率であったとしても、誰もその可能性を否定などできないはずである。


    　かつて神は、人類を苦しめるため、災さい厄やくの入った箱を乙おと女めに与えたという。


    　好奇心旺盛な彼女がその箱を開けてしまったおかげで、不和や殺さつ戮りくや戦争、疫えき病びようや犯罪といった災厄が世に溢あふれ出てしまったのだと、その神話は語る。


    　箱の底に残ったのは、たったひとつのちっぽけなもの──希望だ。


    　だから人は、どんな苦境においても希望を見いだせるのだ、と、ある者は言う。


    　だから人は、諦あきらめて楽になることもできず、希望という小さな餌えさを追いかけて、苦しみの中を這はい進まねばならなくなったのだ、と言う者もいる。


    　どちらが正しいのか、圭けいにはわからない。


    　おそらく、どちらもそれなりに正しいのだろう。


    　そんなことを思い巡らせながら、圭は、二人の少女が待つ朋とも之の浦うら家けの玄関ノブに手をかけた。


    　いつもの恐怖はない。鍵かぎもかかっていない。


    　とはいえ別の意味で心臓をばくばくさせながら、圭は箱の蓋ふた──玄関扉とびらを開いた。


    　なんと言うべきかは、正直迷った。でも、言葉は勝手に口から出てきた。


    「ただいま」


    　きっと、その言葉こそが圭にとって、箱の底に残るに相応ふさわしい希望だったのだろう。


    　だからこそ、返ってきた返事にも、同じ希望の匂においが宿っていたのだ。


    「「おかえりなさい」」


    



    



    
      筺底のエルピス／第一章『絶滅前線』──了。　　


      第二章『夏の終わり』につづく。
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